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図面名称

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ａ
－

図面リスト 01

図面番号

図　面　リ　ス　ト

建築意匠図

建築特記仕様書 1

図　面　名　称

図 面 リ ス ト

建築特記仕様書 2

建築特記仕様書 3

建築特記仕様書 4

建築特記仕様書 5

建築特記仕様書 6

建築特記仕様書 7

建築特記仕様書 8
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Ｓ - ０３

建築構造図

Ｓ - ０４

Ｅ - ０１
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電気設備図
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仕 上 表
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Ａ - ２３

Ａ - ２４

平 面 図

立 面 図 ・ 断 面 図

屋根伏図

矩 計 図

平面詳細図

展 開 図 1

建 具 表

部分詳細図 1

部分詳細図 2

天井伏図

展 開 図 2

展 開 図 3

建物求積図・求積表・開口部検討表

仮設計画図

構造設計標準仕様

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

Ｓ - １１

Ａ - ２５

Ａ - ２６

付近見取図・配 置 図 機械設備図

図面番号 図　面　名　称

Ｍ - ０１ 機械設備 特記仕様書 1
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Ｍ - ０４

Ｍ - ０５

Ｍ - ０６

Ｍ - ０７

Ｍ - ０８

衛生設備図 平面詳細図

空調設備図 平面詳細図・機器表

衛生器具表

Ｍ - ０９

Ｍ - １０

Ｍ - １１

合併浄化槽設備 電気配管図及びブロアーポンプ系統図

合併浄化槽設備 電気設備 系統図

Ｅ - ０５

Ｅ - ０６

Ｅ - ０７

Ｅ - ０８

Ｅ - ０９

付近見取図・配 置 図・凡 例

付近見取図・配 置 図・屋外配線図

単線結線図

コンセント設備図

機 器 姿 図

電 灯 設 備

機械設備用配線図

トイレ呼出設備図

機械設備 特記仕様書 2

工事区分表

工事区分表

電気設備 特記仕様書

基礎伏図・1階梁伏図

軸 組 図 （１）

軸 組 図 （２）

基礎リスト、地中梁リスト、スラブリスト、
雑配筋図、壁リスト

大梁リスト、小梁リスト

Ｒ階梁伏図

配筋詳細図

架構配筋図

Ｓ - １２

Ｓ - １３

地質調査図

浅層地盤改良工法特記仕様書

屋外配管図及び給水管布設参考図

合併浄化槽設備 平面図・断面図・仕様書等

合併浄化槽設備 平面図・断面図・躯体図
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建築特記仕様書　1 ０２

※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「3.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記のとおりとする。

5.工事範囲

3.工事種目

2.敷地面積

Ⅰ．工事概要

1.工事場所

外壁、屋根パネルの構法

・ アスファルト防水

・ 押出成形セメント板

(9.2.2～5)(表 9.2.3～9)

(8.5.2～5)

・

　 帳壁及び塀

・ コンクリートブロック

　 ブロック造

・ 補強コンクリート

ブロックの種類等

 (8.4.2～5)

 (8.3.2～4)

 (8.2.2、3、5、7、8)

（パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びに

特記仕様書（構造関係）による

・ 足場等

モルタルの調合（容積比）

断面形状及び
 正味厚さ

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ
(mm)

※ 10～ 20　 　

・A種　適用場所（　　　　　　）　

・C種　適用場所（　　　　　　）　土質（　　　　　　）　受渡場所（　　　　　　）　

ブロックの種類等

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚さ0.15mm

  以上又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 70g/㎡程度

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ　　※水下　80mm以上

床タイル張り　※水下　60mm以上

防水層の種別

屋根保護防水

防水層の種別

屋根露出防水

保護層

防水層の下地のモルタル塗り

防水層の下地の立上り

※コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種

屋上排水溝

塀に用いるブロックの正味厚さ(mm)

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の耐風圧性能

外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填

外壁パネルの工法における耐風圧性能

パネル相互の目地幅(mm)　　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認

した資料を提出する

長辺

短辺

孔あけ及び欠き込みの 切断後のパネルの

パネル幅の1/2以下、かつ、300㎜以下

・

・

立上り部の保護工法　

窯業系パネルⅠ類　　厚さ（　　　　　　）mm　　幅（　　　　　　）mm

適用箇所

 による区分

備考

防水層の種別

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の耐風圧性能

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

※図示による　　

・適用しない

(2.2.4)

化粧の有無

・無　・有

4.指定部分　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

特　　記　　事　　項

(1) 図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築

Ⅱ.建築工事仕様

・ 材料の品質等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

(3) 本特記仕様書の表記

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

風速（Vo=　　　m/s）

地表面粗度区分 （・Ⅰ 　・Ⅱ 　・Ⅲ 　・Ⅳ）

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

・ 環境への配慮

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

 (1.4.2)

4) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

 (1.4.1)

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

・風圧力

・積雪荷重 　　

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　 る。

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　）

　 の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

・D種  適用場所（    　　　　）

  （ECP）

・材料（　　　　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　　　　）

各部の配筋

※標準仕様書表8.2.1による

※図示による　　

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状

各部の配筋

※図示による　　

　　　　　2m超え　※150　　

パネルと他部材との取り合い部）

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

・

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類

設置数量

まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲

※図示による　　

・図示による　　

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

厚さ（　　　　　　）mm以上

※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

塀の高さが2m以下　※120　　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

・適用する（施工範囲　※図示による　　・　　　　　　）

　注）F：フラットパネル、D：デザインパネル、T：タイルベースパネル

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

※標準仕様書表9.2.8による

※標準仕様書表9.2.7及び表9.2.8による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

新築　１棟

    工事編）令和4年版」（以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書のうち、○を付けたものを適用する。

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。

1

各
章
共
通
事
項

章

　　・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

・ 適用区分

2

仮
設
工
事

・ 埋戻し及び盛土

材料及び工法

※標準仕様書表3.2.1による

種別

(3.2.3)
3

土
工
事

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする）

4

～

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・　

　
 
 

パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

・

・セメント（　　　　　　）：砂（　　　　　　）

A
L
C

・

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ

(表8.3.1)以外
備考化粧の有無

・無　・有

・無　・有

・空洞ブロックＣ(16)

の適用箇所

・型枠状ブロック 20　　

・ ALCパネル

区分
単位荷重（N/㎡）

・外壁用

・間仕切

・屋根用

・床用

厚さ

(mm)

幅 及び 耐火性能 構法の

・
・A種

・B種

・C種

・D種

※F種

・E種

・適用する　　・適用しない

・無　・有

パネルの種類

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

形状 長さ(mm) 幅(mm) 工法の種別

※600
・A種　・B種・D

・F

・D

・T

・T

・F ・ 50 ・ 60 

・50 ・60

  60

・ 50 ・ 60 

・50 ・60

  60

・B種　・C種

備考

・図示による　　

・長辺（　　　　　　）　　短辺（　　　　　　）

※ 15程 度　 　

※パネルの製造所の仕様　　

パネルに孔あけ

を設ける場合

パネルに欠き込み

を設ける場合 長辺

短辺

500㎜以下

パネル幅の1/2以下、かつ、300㎜以下

500㎜以下

150㎜以下

300㎜以下

300㎜以下

300㎜以下

9

防
水
工
事

種別 施工箇所 断熱材　 絶縁用シート

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・AⅠ-1

・AⅠ-2

・AⅠ-3

・BⅠ-1

　※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁ

(種類)

(厚さ)(mm)

　　ﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き）

　・　　

・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　　）

・コンクリート押え

・モルタル押え（屋内）

種別 施工箇所 断熱材　 
仕上塗料

・D-1

・D-2

・DⅠ-1

種類 使用量

高日射反射率

防水　 

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝ

  ｸﾞ類の製造所

  の仕様

・

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝ

  ｸﾞ類の製造所

  の仕様

・適用する

・適用する

・適用する(種類)

(厚さ)(mm)

　・　
・適用する

・

・（　　　　　　）個

種別 施工箇所

屋内防水

種別 施工箇所

・E-1 ・E-2

・設けない

・

・

※図示による　　

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

8

圧縮強さに (mm)

断面形状及び
 正味厚さ

(mm)
による区分

圧縮強さに (mm)

標準仕様書9.2.2(9)

・DⅠ-2

E-1の工程3を行う部位

※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位

・

7

4章　地業工事

5章　鉄筋工事

6章　コンクリート工事

7章　鉄骨工事

※図示による　　

目地仕上げ

・押し目地仕上げ

・化粧目地仕上げ

種別(時間)

・なし

・1

・なし

・1

・0.5

・1

・2

長さ

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

・・

・

・

正荷重 負荷重

・

・・

－

－

・

・・

・

・・

・

－

－ －

－ －

・一般

・コーナー

壁用

・一般

・コーナー

・平

・意匠

・平

・意匠

目地幅(mm)

外壁パネル構法及び間仕切壁パネル構法における耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 

・

※600

・

外壁パネル工法及び間仕切りパネル工法における耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 

大きさ 残り部分の幅

  70g/㎡程度

・BⅠ-2

立上り部への断熱材及び絶縁用シート

※設置しない　　・設置する 

※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

・設ける（※図示による　　・　　　　　　）

モルタルの調合（容積比）

※標準仕様書表8.2.1による

・セメント（　　　　　　）：砂（　　　　　　）

ALCパネルの区分等

ECPの種類等

工事特記仕様書

　　・建築工事標準詳細図（令和4年版）（以下「標準詳細図」という。）

xl1,a0.25,sm1,ql,t0;床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラ

ウト材、乾式保護材、既製調合モルタル(タイル工事用)、既製調合目地材、ルーフドレン、

吸水調整材、錠前類、クローザー類、自動ドア機構、自閉式吊り引戸機構（手動開き式）、

重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリー

アクセスフロア、

可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形、ライニング材、天井点検口、

床点検口、グレーチング、トップライト、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、

鋳鉄製ふた 

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月24日）の「

（別紙）手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイド

ラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据

置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

青森県弘前市大字大森字勝山９６１－３

８８９.００ ㎡

(1) 休息便益施設　鉄筋コンクリート造　平屋建

　　　　　　　　　　　・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　 ）図による。

４０　　      建築面積    　　１０２．　 ㎡

　      　延べ面積　   　　 ７０.　 ㎡
４０

　      　　　１階　      　７０.　 ㎡４０

・B種　適用場所（　　　　　　）　

○

○

○

○

○○

Ｍ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｅ

基礎
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青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号

□Ｇ□Ｇ

□Ｇ
□Ｇ

□Ｇ

SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ａ
－

建築特記仕様書　2 ０３

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

・ 塗膜防水 (9.5.3)(表 9.5.1、2)

・ ケイ酸質系塗布防水 (9.6.4)(表9.6.1)

・ シーリング

のシーリングは17章による。

(9.7.2、3、5)(表 9.7.1)

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による

シーリング材の目地寸法

防水層の種別

屋内防水

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・　　　）倍の風圧力に対応した工法

固定金具の材質、形状及び寸法

※厚さ0.4ｍｍ以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　両面に樹脂を積層加工したもの

ただし、外壁タイル接着剤張り目地の場合のシーリングは11章に、カーテンウォール目地の場合

下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による。

防水層の種別

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理 

・行う（・図示による　　・　　　　　　）　　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

・行う（・図示による　　・　　　　　　）

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

※非歩行仕様

平場のモルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類

目地割

目地の種類

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

防水層の下地

壁

天井部

下地処理

コンクリートの打継ぎ箇所の処理

・

・図示による

※打継ぎ部分に対し、幅30mm程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、水洗い清掃し、

　ケイ酸質系塗布防水材の製造所の仕様により、ポリマーセメントモルタルを充填する。 

標準仕様書9.6.4(2)の(ｲ)、(ｳ) 以外の下地処理

・図示による　　

・ 

・図示による

※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

接着性試験

※簡易接着性試験

・引張接着性試験

・

(10.6.2、3)・ 床及び階段の石張り

 (10.2.1、3)(表 10.2.1、2)

 (10.2.2、3)(10.3.2、3)・ 外壁湿式工法

・ 石材等 天然石

アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの材質、寸法等

一般目地　    

位置

シーリング材の種類

 (10.2.2)(10.4.2、3)・ 内壁空積工法

・ 外壁乾式工法  (10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4)

（方式：  ・スライド方式　　・ロッキング方式）

受金物

形状及び寸法

・

伸縮調整目地　

あと施工アンカーの材質、寸法等

石裏面処理

・ 笠木、甲板等の石張り (10.2.2) (10.7.2)

取付け用モルタル

※専門工事業者の指定する製品

・ 施工 石材の割付け (10.1.3)

ドレンパイプ

石裏面処理

裏打ち処理

下地ごしらえ

だぼ用の穴の位置

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

乾式工法の場合の取付け代

石材の裏面の補強用モルタル

・あと施工アンカー工法 

・流し筋工法  

既調合の目地モルタル

※専門工事業者の指定する製品

石裏面処理材

※専門工事業者の指定する製品

裏打ち処理材

※専門工事業者の指定する製品

※専門工事業者の指定する製品

金物の固定に使用する充填材料等

伸縮調整目地　

・図示による

※標準仕様書表10.2.4による

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による

※標準仕様書表9.3.2及び表9.3.3による

※標準仕様書表9.3.2及び表9.3.3による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

種 類 　

厚さ　・（　　　　　　）mm以上

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量 乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

特殊部位用金物

取付け工法

目地　　　　　

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)

　 シート防水

・ 改質アスファルト (9.3.2、3)(表 9.3.1～3)

防水層の種別

屋根露出防水

種別 施工箇所 断熱材　 
防湿用

シート

仕上塗料

種類 使用量

高日射反射

率防水　　

・AS-T1

・AS-T2

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・ASI-T1

・ASI-J1

・ ・

・改質ｱｽﾌｧ

　ﾙﾄｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

※改質ｱｽﾌｧ

　ﾙﾄｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

標準仕様書

9.3.2(3)(ｳ)

(種類)

・

(厚さ)(mm)

・

・設ける

 (改質ｱｽﾌｧﾙ

　ﾄｼｰﾄの

　製造所の

　仕様）

・設けない

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

・

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類

設置数量

・

・（　　　　　　）個

種別 施工箇所
平場の保護モルタル塗厚

保護層

立上り部の保護モルタル塗厚

・ ※7mm以下

・
・S-C1

※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度

・

※押し目地　　

種類

設置数量

・

・（　　　　　　）個

・行わない

種別 施工箇所
仕上塗料

種類 使用量

高日射反射

率防水　　
保護層

・主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・X-1

・X-2

・Y-1

※地下外壁

　防水

・

・Y-2
※屋内防水

・

・適用する

・適用しない

種類

設置数量

・

・（　　　　　　）個

※コンクリート打放し仕上げ (表6.2.4　B種)

・

※コンクリート打放し仕上げ (表6.2.4　B種)

・

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

※図示による　　

施工箇所
厚さ

岩石の種類 備考
形状及び寸法

（mm） （mm）

表面仕上げの

種類

・床石 ・図示による

テラゾブロック

施工箇所
寸法種石の

種類

備考形状による

（mm）

表面仕上

げの種類

種石の

大きさ

（mm）
区分

仕上げ

面によ

る区分

※大理石

・花こう岩

※1.5～

　12

・

・平もの

・役もの

・片面

・両面

テラゾタイル

施工箇所
寸法による種石の

種類
備考

種石の大きさ 表面仕上げ

の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12

（mm） 区分

・

・300型

・400型

・

・

・

・

・

材質

・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm又は150mm

種 類 　

・設ける(設置位置：図示による)　

・設けない

・適用する　　・適用しない

※あと施工アンカー・横筋流し工法

受金物

形状及び寸法

・

材質

※ SUS304　 　

・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm又は150mm

石裏面処理

裏打ち処理

・適用する　　・適用しない

・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ

・あと施工アンカー工法 

伸縮調整目地　

一般目地　　　　　

※あと施工アンカー・横筋流し工法  

※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による

裏打ち処理

(床石張り)　・適用する　　・適用しない 

一般目地

・湿式工法

だぼ　

寸法等

かすがい

受金物

材質

引金物

（方式：・スライド方式　　・ロッキング方式）

乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

ファスナー

※標準仕様書表10.2.4に準ずる

・図示による

あと施工アンカーの材質、寸法

石裏面処理

・適用する　　・適用しない

※70mm程度　　

・適用する　　・適用しない

(9.4.2～4) (表9.4.1～3)防水層の種別・ 合成高分子系

　 ルーフィングシート

　 防水
種別 施工箇所

可塑剤

移行防止
仕上塗料

種類 使用量

高日射反射

率防水　　

・S-F1

・S-F2

・ ・・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・適用する

・適用する

断熱材　 

・S-M1

・S-M2

・ ・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・適用する

・適用する

・SI-F1

標準仕様書

9.4.2(3)

(ｴ)(b)

・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・ ・

・適用する

・SI-F2

(種類)

・

(厚さ)(mm)

・ ・適用する

・SI-M1

標準仕様書

9.4.2(3)

(ｴ)(a)

・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・適用する

・SI-M2

(種類)

・

(厚さ)(mm)

・
・適用する

・

・乾式工法

※ SUS304　 　

・適用する　　・適用しない

・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

※ SUS304　　

※標準仕様書表10.2.3による

・

※標準仕様書表10.2.3による

・

※標準仕様書表10.2.3による

・

※標準仕様書10.2.2(1)(ｲ)による

・

10

石
工
事

・適用する　　・適用しない

ｼｰﾄの材質

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム

・設置する　　・設置しない

・軽歩行仕様 

仕上げを行わない施工箇所(・図示による　　・　　　　　　)

ジェットバーナー仕上げのバフ仕上げの有無

・あり　　・なし 

その他の材料 

浸透性吸水防水剤 

※専門工事業者の指定する製品

・

ドレンパイプの材質

・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ 

・

寸法

材質

・

※ SS400　 　

材 質 　

寸 法 　

※シーリング材　　　　　(種類　　※標準仕様書表9.7.1による　　・　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

・

目地寸法

・図示による

あと施工アンカーの材質、寸法等

種 類 　

材 質 　

寸 法 　

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)

・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

・シーリング材　　　　　(種類　　※標準仕様書表9.7.1による　　・　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

位置

シーリング材の種類

・

目地寸法

種 類 　

材 質 　

寸 法 　

・図示による

シーリング材

種類

目地幅及び深さ

浸透性吸収防水材

(床石張り)　・適用する　　・適用しない 

(階段張り)　・適用する　　・適用しない 

裏打ち処理

(床石張り)　・適用する　　・適用しない 

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)

・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

・シーリング材　　　　　(種類　※標準仕様書表9.7.1による　　・　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

位置

シーリング材の種類

・

目地寸法

・図示による

・図示による

種 類 　

材 質 　

寸 法 　

伸縮調整目地　

一般目地

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)

・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

・シーリング材　　　　　(種類　※標準仕様書表9.7.1による　　・　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

位置

シーリング材の種類

・

目地寸法

・図示による

※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

※ルーフィングシートの製造所の仕様

※ルーフィングシートの製造所の仕様

※主材料の製造所の仕様

※主材料の製造所の仕様

・図示による　　　

※標準仕様書表9.7.1による　

※幅・深さとも10mm以上　

・6m程度

・　　　

※標準仕様書表9.7.1による　

・　

※標準仕様書9.7.1による

・

・

※標準仕様書10.6.2(5)(a)による　　

※標準仕様書表9.7.1による　

※幅・深さとも10mm以上　

※標準仕様書10.6.2(5)(a)による　　

※標準仕様書表9.7.1による　

・図示による　

防水層の種別

種別 施工箇所 種別 施工箇所

・C-SUI ・C-SUP

※発泡ﾎﾟﾘｴﾁ

　ﾚﾝｼｰﾄ

外　壁 ポリサルファイド系

○

○

○
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一　級　建　築　士　事　務　所備考
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図面番号

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ａ
－

建築特記仕様書　3 ０４

(11.2.2、6)

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

既調合モルタル（品質・性能、試験方法は別表による）

・ セメントモルタル タイルの形状、寸法等

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

適用  有 無

耐滑

有 無

　 によるタイル張り

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理 

壁タイル張りの工法 　

内装タイル以外のユニットタイル

・ 伸縮調整目地及び

　 ひび割れ誘発目地

位置

り性

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

(11.1.3)(表11.1.1)

Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類

目地寸法

※目荒し工法（高圧水洗処理）

内外装タイル

(11.3.2～5)・ 有機系接着剤による

　 タイル張り

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

目地のシーリング材

打継ぎ目地

ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地及びその他の目地

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの形状、寸法等

※目荒し工法（高圧水洗処理）

種類
 箇所

・マスク張り　

材料

断熱材張り

・行わない

工法 

・ 粘土瓦葺 (13.4.2、3)

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(13.2.2、3)・ 長尺金属板葺

下葺材料

・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

 (・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

雪止め

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(13.2.2)(13.3.2,)(表 13.2.1)

折板のけらば納め

・

※けらば包みによる方法

JISA5208に基づく凍害試験等

・行う　　・行わない

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）

※標準仕様書表11.1.1による　

・図示による

・図示による

11

タ
イ
ル
工
事

耐凍害性

・MCR工法

・

・密着張り

・改良圧着張り 　

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

適用  有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

※F☆☆☆☆　　

※ポリウレタン系シーリング材

※ポリウレタン系シーリング材

※変成シリコーン系シーリング材

・MCR工法

・

13

屋
根
及
び
と
い
工
事

施工箇所 板及びｺｲﾙの種類 屋根葺形式
厚さ

（mm）
備考

・心木なし瓦棒葺

・立平葺 

・蟻掛葺

・横葺

・

※JIS G 3322 の

・アスファルトルーフィング 940　

施工箇所 形式

山高、山ﾋﾟｯﾁ
耐火耐力に 軒先厚さ

（mm）
による区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ
よる区分

材料に

よる区分

・重ね形

・はぜ締め形

・かな合形

・

(　　　)種

※鋼板製 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　合金板製 

・有り ・30分

・無し ・無し

・ ・

・行う　（断熱材の種別：　　　　　　厚さ(mm)：　　　　　　防火性能：　　　　　　）

施工箇所 製法に

よる区分

形状に

よる区分

寸法に

よる区分

種類

産地
役物瓦

の種類
雪止め瓦

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・

・

・

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

・ 見本焼き

　 試験施工

見本焼き (11.1.4)

試験張り

・行う(施工箇所：　　　　　　　　　)　　・行わない　

・行う(範囲、仕様等は図示による)　　　　・行わない

既調合目地材（品質・性能、試験方法は別表による）

・モザイクタイル張り 　

外装タイルの目地詰め

・行う　　・行わない

横葺きの場合のけらば納め

・つかみ込み納め　　・けらば包み納め 

・設置しない

耐雪性能に対応した工法の適用 

・適用する　　・適用しない

雪止め

・設置しない

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）

桟瓦の防災瓦の使用　・適用する　　・適用しない 

・ 折板葺

面戸板 性能

・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材

・ 製材 (12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)

施工箇所 含水率
寸法 間伐材等

保存処理等級
（mm） の適用

・

・

・

(12.2.1)・ 施工一般
12

木
工
事

材料のホルムアルデヒド放散量

・

※2級

・

※2級

・

※2級

・

※A種 　・B種 　

※A種 　・B種 　

※A種 　・B種 　

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

施工箇所
間伐材等

保存処理
の適用

・

・

・

見え掛り面

見え掛り面

以外

寸法

（mm）
含水率等級

※上小節

・

※小節以上

・

※A種 　・B種 　

※A種 　・B種 　

※A種 　・B種 　

施工箇所
間伐材等

保存処理
の適用

※10％以下
・

・

・

・A種　 ・B種 　

※10％以下

・A種 　・B種 　

※10％以下

・A種　 ・B種 　

寸法

（mm）
含水率等級

※1等

・

※1等

・

※1等

・

・JAS 1083（製材）以外の製材

施工箇所 防虫処理
間伐材等

材面の品質 含水率
の適用

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

寸法

（mm）

※ A種  ・ B種　

※ A種  ・ B種　

※ A種  ・ B種　

(12.2.1)・ 造作用集成材 ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 樹種名
寸法 間伐材等

見付け材面の品質
（mm） の適用

・※1等 ・2等

・

・

※1等 ・2等

※1等 ・2等

見付け材面品名

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 材種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・

見付け材

※1等

面の品質

化粧薄板の

厚さ（mm）

化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 材種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・

見付け材面の品質

・

・

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 材種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

見付け材

面の品質

化粧薄板の

厚さ（mm）

・2等

※1等

・2等

※1等

・2等

見付け

材面
品名

(12.2.1)・ 造作用単板積層材 ・JAS 0701 に基づく造作用単板積層材

施工箇所
間伐材等

表面の品質 防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

品名
寸法

（mm）

・

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材

施工箇所
間伐材等

表面の品質 防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

寸法

（mm）

・

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

含水率

※14%以下

・

※14%以下

・

※14%以下

・

・JAS 3079 に基づく直交集成板

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・

・

・

強度等級 種別
接着性能

（使用環境）
樹種名

（mm）

寸法

(12.2.1)・ 合板等

施工箇所
厚さ 間伐材等単板の

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）

広葉樹

※2等以上

・1等

針葉樹

※C-D以上

・

※5.5

樹種名

接着の

程度
板面の品質

・「合板の日本農林規格」による普通合板

・

※1類

・2類

施工箇所 等級
間伐材等単板の 強度

の適用

・

樹種名

板面の

品質

厚さ

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

※2級以上

・1級

※1類

・特類

※C-D以上

・

※12

・

・適用

　する

・適用

　しない

　する

・適用

　しない

等級

防虫

処理（mm）

接着の

程度

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所
厚さ 間伐材等

の適用

・

・

・

（mm）
単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・1類　・特類

・

・

・

・適用する

・適用しない

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名 接着の程度

・1類　・2類

厚さ

（mm）

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所 接着の程度
厚さ

（mm）
単板の樹種名 化粧加工の方法

・パーティクルボード

施工箇所
表裏面の状態に 曲げ強さに 耐水性に

よる区分 よる区分 よる区分

難燃性に

よる区分

厚さ

（mm）

・

※13タイプ

・

※P又はM

・

※15

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

施工箇所 寸法（mm）

・MDF

施工箇所
表裏面の状態厚さ

（mm） による区分

曲げ強さに

よる区分

接着剤に

よる区分

難燃性に

よる区分

防虫処理

・適用する

・適用しない

・1類　・2類

防虫処理

・適用する

・適用しない

・ 接着剤 接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※F☆☆☆☆　　

(12.2.2、3)

造作材の化粧面の釘打ち・ 接合具等

※隠し釘打ち

・釘頭埋め木

(12.2.2)

・つぶし頭釘打ち

・釘頭現し

諸金物

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

（標準仕様書表12.2.3～5に示す程度の市販品　表14.2.2のF種程度）

・　　　　　　　（形状：　　　　寸法：　　材質：　　　　）

・ 防腐・防蟻処理 ・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

(12.3.1、2)

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

適用部材 保存処理性能区分

・K2　　・K3　　・K4

・K2　　・K3　　・K4

・K2　　・K3　　・K4

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部材 処理の方法

・

・

薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

・合板等の加圧注入処理の適用

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

・ 内部間仕切軸組及び ・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.4.1)

　 床組み ※杉又は松　　

・床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※杉又は松　　

・ 窓、出入口その他 ・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.5.1)

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

・ 床板張り ・縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.6.1)

※ひ のき 　　

・ 壁及び天井下地 ・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.7.1)

※杉又は松　　

備考欄：参照タイルシリーズ

 施工

備考欄：参照タイルシリーズ

・5類（AZ150)

xsm1.19;　屋根

用

　(着色　・有）

塗膜の耐久性の種類、め

っき付着量

xsm1.1

・0.5

・

折板の材質の種類（※JIS G 3302の屋根用（着色 ・有）　・　　　　　　）

　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（・5類(AZ150)　・　　　　　　　　　　　） 

・

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

※F☆☆☆☆又は標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)(b)による

※薬剤の製造所の仕様による

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

9;・0.

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

4

（　　）

・適用

○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○

赤松系 Ｂ種厚さ 25

○

○

○

○

○

○

○

○

床 150磁器

小口 108×60

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○外壁

額縁・枠 集成材

○

○

○

○

24×36唐草 (杉)
24×210破風板(杉)

30×150棟押え板(杉)



R 7. 3

青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ａ
－

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー

   塗り

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

 外観

 溶媒

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種

　・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

 外観

 溶媒

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種
　・ゆず肌状

 ・ローラー

   塗り

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

 外観

 溶媒

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種
　・ゆず肌状

 ・ローラー

   塗り

　・吹放し

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 吸放湿性 防火材料

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー

   塗り

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する

　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

　・着色骨材砂壁状
 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・可とう形外装塗材E

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り  ・適用する

　・凹凸状  ・吹付け

　・砂壁状  ・吹付け  ・適用する

　・凹凸状  ・吹付け

 ・適用する

　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

  ・砂壁状じゅらく

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

  ・京壁状じゅらく

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 吸放湿性 上塗り 防火材料

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー

   塗り

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り  ・適用する  ・適用する

　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り  ・適用する  ・適用する

　・吹放し

瓦桟木

寸法

材質

※幅40×高さ30(mm)

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

瓦桟木の留付け工法

・7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟 

(13.5.2、3)(表 13.5.4)

鋼管製といの防露巻き

・配管用鋼管

・ とい

防露材のホルムアルデヒド放散量

といその他の材種

※F☆☆☆☆　　

ルーフドレンの種類及び呼び 

とい受金物

材種

形状

※市販品（とい径 100 以下）

取付け間隔

足金物

材種

形状

※ 市販 品　　

取付け間隔

多雪地域

・ アルミニウム製笠木 　(14.7.2、3)(表 14.2.1)(表 14.7.1)種類　

色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　） 

笠木の固定金具の工法等

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

・ 鉄鋼の亜鉛めっき

・ 金属成形板張り

　 アルミニウム合金の

・ アルミニウム及び

　 表面処理

・ 軽量鉄骨天井下地

・ 軽量鉄骨壁下地

(14.2.2)(表 14.2.2)

(14.6.2、3)(表 14.2.1)

(14.2.1)(表 14.2.1)

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

(14.5.3、4)(表 14.5.1)

野縁等の種類 (14.4.2～4)(表14.4.1)

屋外の形式及び寸法

屋外

陽極酸化皮膜の着色方法

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

スタッド、ランナの種類 

※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

取付け用下地

伸縮調整継手

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※標準仕様書14.5.4.(5)による

・ モルタル塗り (15.3.2、5)

既製目地材

屋外のタイル張り下地及び屋内の吹抜け部分等のタイル張りの下地モルタル塗り及び

・設けない 

・設けない 

・適用する　　・適用しない 

防水剤（品質・性能、試験方法は別表による）

モルタル

床の目地

　目地割り

　目地の種類

・ ラス系下地  (15.2.4)ラス系下地

・単層下地通気構法

　換気口部の措置 （※公共木造建築工事標準仕様書11.4.3.(2)(ｸ)　　・　　　　　　）

・直張りラスモルタル下地

・直張りラスシートモルタル下地

ラスの材料

種類及び記号  　　　（　　　　　　）

単位面積当たりの質量（　　　　　　）

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

棟補強等に使用する金物等

材質

形状、寸法及び留付け方法

(補強方法　※図示による　　・                       )

(補強方法　※図示による　　・                       ) ・ 仕上塗材仕上げ  (15.6.2)

・ マスチック塗材塗り

・A種　　・B種

(15.7.2)

※F☆☆☆☆　

内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量 

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・軽量骨材仕上塗材

ロックウールのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

仕上げ吹付け厚さ

のり

・土壁用ののり

・粉末海藻

(15.11.2～5、7、8)

・砂壁用ののり

・にかわ

色土

・土物仕上げに用いる色土の種類（　　　　　　）

・大津仕上げに用いる色土の種類（　　　　　　）

色砂の種類

・天然砂と岩石の砕砂

・人工的に着色・製造したもの

・ こまい壁塗り

下塗りの調合

※標準仕様書表15.11.2

塗厚

※標準仕様書表15.11.8による

・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　　）

こまい壁の工程

・ ロックウール吹付け (15.12.2、3)

・ しっくい塗り しっくい

・既調合材料

(15.10.2～4)

色しっくい　・適用する　　・適用しない

下地

・せっこうボード　　・せっこうラスボード　　・モルタル塗り　　・木ずり　　 

既調合しっくいの調合

・せっこうボード下地　　　※標準仕様書表15.10.1　　

・モルタル塗り下地　　　　※標準仕様書表15.10.2　　

材質

棟補強用心材

・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

※図示による　　

棟の工法

・硬質ポリ塩化ビニル管

・ルーフドレン

・

※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの）

・

・25×4.5(㎜)以上（とい径 100 を超えるもの）

・

※標準仕様書表13.5.2による

・

※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの)

・

※標準仕様書表13.5.2による

・

・適用する　　・適用しない

※標準仕様書表13.5.4による

・

種別 呼び 施工箇所

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

・バルコニー用

・バルコニー中継用

種類 色合い等
施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

※二次電解着色

・三次電解着色

表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）

・ 溶融亜鉛めっき

種別

・A種

・B種

・C種

・ 電気亜鉛めっき

・D種

・E種

・F種

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

※図示による　　

・のし積み棟

※ 杉 　 　

※幅21×高さ15(mm)以上

・

寸法

※ 杉 　 　

・

・ステンレス製

14

金
属
工
事

(補強箇所　・図示による　　・                       )

(補強方法　※図示による　　・                       )

・図示による 

・ 

※図示による　　

・ 

種別 製法 形状
板幅 板厚

（mm） （mm）

表面処理

種別 色合い等

・アルミ

　ニウム

・押出し

・ロール
ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

・プレス

・
パネル形

※標準仕様書14.4による

・図示による 

・設ける

・設けない 

（施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）　

・250形　　・300形　　・350形　

種別（　　　　　　）種 

15

左
官
工
事

・現場調合材料

・既調合材料

・設ける

　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　　・　　　　　　）

・設ける

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

・

※押し目地

・

・

種別

※F☆☆☆☆　　　

※F☆☆☆☆

・図示による

・25㎜

・

※つのまた

・ふのり

・ぎんなんそう

・

※ふのり

・つのまた

・こんにゃくのり

・合成高分子系混和剤

・

・

※A種　　・B種

風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等

※図示による　　

・

・モルタル　　・瓦葺き用しっくい 

面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

・ろく屋根用横形Ⅰ型

※ねじ込み式

※ねじ込み式※ねじ込み式

・ねじ込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・差し込み式 ・50　　・75　　・100

・50　　・80　　・100

・50　　・75　　・100

・50　　・80　　・100

・125 　・150

・80　　・100

・125 　・150

・80　　・100

野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　・図示による　　

周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　・図示による　　

野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　・図示による　　

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

下地調整塗材塗りの接着力試験

・二層下地通気構法

ラスシートの材料 

ラス目による区分（※M　　・　　　　 　）

山高、山ピッチ、質量及び溶接区分による区分

　　　　　　　　（・LS4(建築基準法に基づく耐力壁)　　・　　　　　　）

ステープルの形状及び寸法（　　　　　　）

直張りラスシートモルタル下地で建築基準法に基づく耐力壁のラスシートの施工

・

・

・現場調合材料

・こまい　　・下塗りをせっこうプラスターとし上塗りに使用する場合

・

・せっこうラスボード下地　※製造所の仕様による　　 

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

・木ずり下地　　　　　　　※標準仕様書表15.10.3　

・せっこうプラスター下地、こまい下地　　※標準仕様書表15.10.4　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

・なで切り仕上　　・パターン仕上げ

種類（　　　　　　）　径（　　　　　　）　長さ（　　　　　　）　

瓦緊結用釘及びねじ

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

表面処理

・ せっこうボード (15.2.5)

種類（・GB-R　　・GB-L　　・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ

　 その他のボード下地

種類（・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

木質系セメント板の種類及び厚さ

・ こまい下地 (15.2.6)建築基準法に基づく耐力壁の指定（・あり　　・なし）

・ 木ずり下地 (15.2.7)木ずり用小幅板の種類（※すぎ(心去り材)　　・　　　　　　）

・

・AB-2種

・特注色

仕上塗材の種類

種類（呼び名） 防火材料

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・

・

・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）

・AB-1種

・標準色

・AC-2種

・C種

・AC-1種

・BC-2種

・BC-1種

・BB-2種

・BB-1種

・BA-2種

・BA-1種

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

建築特記仕様書　4 ０５

　・外装薄塗材Si

　・可とう形外装塗材Si

  ・外装薄塗材E

  ・防水形外装薄塗材E

  ・内装薄塗材C

  ・内装薄塗材L

　・内装薄塗材Si

　・内装薄塗材E

・内装薄塗材W

　・外装厚塗材C

　・外装厚塗材Si

　・外装厚塗材E

  ・内装厚塗材C

  ・内装厚塗材L

  ・内装厚塗材G

　・外装薄塗材S

　・内装厚塗材Si

　・内装厚塗材E

　・複層塗材CE

　・複層塗材RE

　・複層塗材Si

　・複層塗材E

　　CE

　・防水形複層塗材

　　CE

　・防水型複層塗材

　　RE

　・防水形複層塗材

　　E

　・可とう形複層塗材

　　　　　　　　　　　　（　　　　　　）○

○

○

○
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□Ｇ
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□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ
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・ 軽量シャッター 開閉方式の種類

耐風圧強度（　　　　　　）pa

スラットの材質の種類 

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 

　めっきの付着量（※AZ90　　・　　　　　　） 

　めっきの付着量（※Z06又はF06　　・　　　　　　） 　

スラットの形状

安全装置

※手動式

・電動式（手動併用） 

電動シャッターの障害物感知装置

・インターロッキング形

・オーバーラッピング形 

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

・ 重量シャッター

開閉方式の種類

管理用シャッターのシャッターケース

・屋内用防火シャッター

・防煙シャッター

・外壁用防火シャッター

・管理用シャッター

シャッターの種類

・ 自閉式上吊り引戸

　 装置

性能値等　  (16.10.3)（表16.10.1）

スラット及びシャッターケース用鋼板 　

鋼板の種類

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯） 　

めっきの付着量

手動開き力　　　（　　　　　　　　　　　　）

手動閉じ力　　　（　　　　　　　　　　　　）

閉じ速度の調整　（　　　　　　　　　　　　）

制動区間　　　　（　　　　　　　　　　　　）

開閉繰返し　　　（　　　　　　　　　　　　）

耐衝撃性　　　　（　　　　　　　　　　　　）

安全装置 

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置 

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

・以下による

※標準仕様書表16.10.1

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチ

ボックス類のふたの材質

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

※電動式（手動併用）　　・手動式 

・設ける　　・設けない

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

※Z12又はF12

・

・

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　　　）pa 

電動式シャッターの障害物感知装置

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

(16.12.2～4)

　(16.11.2、3)

　防滴　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

引き戸用検出装置の種類　　標準仕様書表16.9.4

・建具表による　　

凍結防止措置

・以下による

※標準仕様書表16.9.3　(防錆　・適用する　　・適用しない)

・行う　　・行わない

タッチスイッチの種類 

・無線式タッチスイッチ　　・光線式タッチスイッチ

車椅子使用者用便房スイッチの種類

・大形押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・ 自動ドア開閉装置

性能値

　種類・開閉方式　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・引き戸用駆動装置

性能値

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・車椅子使用者用便房出入り口引き戸用駆動装置

性能値　　　　

・引き戸用検出装置

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・以下による

※標準仕様書表16.9.1　(防錆　・適用する　　・適用しない) 

・以下による

※標準仕様書表16.9.2　(防錆　・適用する　　・適用しない)

戸の開閉方式　

・建具表による　　・ 

(16.9.2、3)

・ 建具用金物 (16.8.2、3)(表16.8.1～5)金物の種類及び見え掛り部の材質等 

※標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

枠、くつずりの材料

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・建具表による

※標準仕様書表16.8.2による

・建具表による

※標準仕様書表16.8.3による

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・建具表による

※標準仕様書表16.8.4による

木製建具に使用する戸車及びレール

・建具表による

※標準仕様書表16.8.5による

・建具表による

クローザ類（品質・性能、試験方法は別表による）

マスターキー

鍵の製作本数

鍵箱

(16.8.4)

シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠（品質・性能、試験方法は別表による）

・建具表による　　

・

・

・製作する　　・製作しない

※各室3本1組（室名札付き）　　

※有り　　・無し 

・ 鍵

表面板の厚さ

・かまち戸 

見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　

かまち樹種（　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　） 　　

・ふすま 

上張り（押入等の裏側以外）

縁仕上げ 

張りの種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型） 　　

見込み寸法　※19.5mm　　・建具表による　　

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　

・紙張り障子 　

※表16.7.6による　　

・鳥の子

・新鳥の子又はビニル紙程度  

・塗り縁

・生地縁（素地）

・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

・戸ぶすま 　

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用 

・適用しない　　・適用する

表面板の仕上　・建具表による 

規格等 備考

表面の樹種

板面の品質（※広葉樹1等　　・　　　　　　） 

接着の程度（・1類　　・2類 ）

樹種名（　　　　　　） 

接着の程度（・1類　　・2類 ） 

化粧加工の方法 

※プリント

接着の程度（・1類　　・2類 ）

・ポリエステル化粧合板

・メラミン化粧合板

・

・普通合板

・天然木 化粧合板 

・特殊加工 化粧合板 

・MDF 

合板の種類

・ 木製建具 (16.7.2～4)建具材の加工、組立時の含水率

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※F☆☆☆☆　　・　　

・フラッシュ戸 

表面材の合板の種類 

※ A種 　 　

表面材のホルムアルデヒド放散量等

※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による　　

※普通曲げ　　

・角出し曲げ（b角（切込み後の残り板厚0.75mm、裏板補強有り）） 　　

・角出し曲げ（c角（切込み後の残り板厚1.0mm））

表面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工

ステンレス鋼板　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

材料

工法

・

形状及び仕上げ

※HL　　・鏡面仕上げ　　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※ H L　 　

・

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

・ ステンレス製建具 性能値等

簡易気密型ドアセット

・適用しない 

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

外部に面する建具の耐風圧性

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

耐震性能

※建具表による　　

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 

(16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)

鋼板類の厚さ（mm）

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

※標準仕様書表16.5.1による　 

ステンレス鋼板

・

形状及び仕上げ

・

※ 鋼 板 　 　

・カラー鋼板

・ステンレス鋼板

　使用箇所（　　　　　　）　 

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※ H L　 　

標準型鋼製軽量建具の形式及び寸法

召合わせ、縦小口包み板の材質

材料

・亜鉛めっき鋼板

鋼板

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・ビニル被覆鋼板

・ 鋼製軽量建具 性能値等

簡易気密型ドアセット

・適用しない 

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

(16.2.2) (16.5.2～4)(16.5.6)(表16.5.1)

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

材料

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　

鋼板類の厚さ

形状及び仕上げ

※標準仕様書表16.4.2による

・　　　　　　使用箇所（　　　　　　）

ステンレス製のくつずりの仕上げ

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

※ H L　 　

※建具表による　　

標準型鋼製建具の形式及び寸法 

簡易気密型ドアセット

性能値等

防音ドア・防音サッシ

・適用しない 

遮音性の等級（・　　　　　　）

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性 

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 

(16.2.2) (16.4.2～4)（16.4.6） (表16.4.2)

材料

ガラス

※複層ガラス（組合せは建具表による）

形状及び仕上げ

表面色　・標準色　　・特注色

工法

木下地の場合の内付け建具　・適用しない　　・適用する 

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※ H L　 　

水切り板、ぜん板　※図示による　　

・ 鋼製建具

・ 樹脂製建具 性能値等

耐風圧性の等級（　　　　　　）

気密性の等級　（　　　　　　）

水密性の等級　（　　　　　　）

外部に面する建具の種別　

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・D種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・E種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

遮音性の等級（・T-1　　・T-2 ）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

外部 に面する建具の日射熱取得性の等級　

枠の見込み寸法　・建具表による　　・　　　　

断熱性の等級（・H-4　　・H-5　　・H-6　　・H-7　　・H-8 ）

(16.2.5) (16.3.2～5)（表16.3.1～3)

・ 網戸等 (16.2.3)

種類 材質 線径 網目

・防虫網

※合成樹脂製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

・ステンレス(SUS316)製  

※0.25mm以上

・

※16～18メッシュ 

・

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

　・適用しない　　・適用する  

外部に面する建具　 　

結露水の処理方法

水切り板、ぜん板　　

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　

材料

形状及び仕上げ

工法

表面処理 

種別

・BB-1　　・BB-2　　（標準仕様書表14.2.1）

着色

・標準色　　・特注色

・水貯め式　　・排水式

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※ H L　 　

屋内の建具

種別

・BC-1　　・BC-2　　（標準仕様書表14.2.1）

着色

・標準色　　・特注色

木下地の場合の内付け建具

　※図示による　　

・ アルミニウム製建具

外部に面する建具の種別　

・ 防犯建物部品

遮音性の等級（　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　）

・適用する（・建具表による　　・　　　　　　）

性能値等

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

気密性の等級（・　　　　　　）

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・D種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・E種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

・適用しない

枠の見込み寸法（・建具表による　　・　　　　　　）

(16.2.2、4、5) (表14.2.1)（表16.2.1、2)

(16.1.6)

こまい壁塗りの上塗りとする土物仕上げの工法の種類

・水ごね土物1工法

・のりさし土物工法

・砂壁仕上げ工法

・切返し仕上げ工法

・ 見本の製作等 (16.1.4)建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　　　　　

            　　　　　　・行わない

建具見本製作の目的等　　・ 　

特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　

　　　          　　　　・行わない 

・ 防火戸 (16.1.3)・建具表による

・土物仕上げ工法

・水ごね土物2工法

・のりごね土物工法

16

建
具
工
事

・

こまい壁塗りの上塗りとする大津仕上げの工法の種類

・普通大津仕上げ工法

・大津みがき仕上げ工法

ちりじゃくり 

・図示による　　

耐風圧性の等級（・　　　　　　）

水密性の等級（・　　　　　　）

○

○ A-4

○

○ ○

W-5

H-5

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

S-5

500

○

○

○
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・ オーバーヘッドドア (16.13.2、3)

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

ガラスの留め材及び溝の大きさ

・ ガラスブロック積み (16.14.5)

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　

材質

寸法

形状

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

材質

寸法

形状

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔 

・図示による　　

目地部の横力骨の納まり　

・強化ガラス

  形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

  破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス

  板ガラスによる種類、厚さによる種類

  性能による種類

・1種　　・2種

・複層ガラス

  材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

  断熱性による区分

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

  日射取得性及び日射遮蔽性による区分

・G　　・S

　乾燥気体の種類

・空気　　・アルゴン　　

・熱線反射ガラス

  材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

  日射熱遮へい性による区分

・1種　　・2種　　・3種

  耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が2種の場合）

・A類　　・B類

・倍強度ガラス

  材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

※図示による　　

・ ガラス ・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

・建具表による

・網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

・型板ガラスの厚さによる種類

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

　落球衝撃はく離特性及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅱ-1類　　・Ⅱ-2類　　・Ⅲ類

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

(16.14.2)(9.7)

・ 取付け形態、性能等 取付け形態による分類 (17.1.3) 

性能

耐風圧性

1章 適用区分による風圧力（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

・ PCカーテンウォール

・ メタルカーテン

　 ウォール

性能の確認方法及び判定方法 

※性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける　　

(17.3.2～6)(表17.3.1、2)

(17.2.2、3、5、6)金属系材料の種類

・アルミニウム材

材料

コンクリート

品質

スランプ　    　　 ※12cm　　　

気乾単位容積質量

・普通コンクリートの場合　2.1t/?を超え2.5t/?以下

単位水量の最大値

鉄筋

補強鉄線

径(mm)　　・3.2　　・4.0　　・5.0　　・6.0

網目寸法　・　　　

耐火処理

断熱材　　　種類（　　　　　　）　

ガラスの取付け方法 

・ガラスの取付け材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する場合は排水機能の設置

　及びガラスの封着処理の強化を行う 

先付けの材料

・表面仕上材

・セラミックタイル

・石材

・建具枠

・ゴンドラ用ガイドレール

形状及び仕上げ

製品の見え掛り部の寸法許容差

辺長

PCカーテンウォールの仕上げ

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による　　

種類（・普通コンクリート　　・軽量コンクリート1種　　・　　　　　　）　

(9.7)(16.14.2～4)(図16.14.1)

・合わせガラス

シーリング材の種類（目地等）

種類及び寸法等　※図示による　　

対角線長の差

版厚

開口部内法寸法

ねじれ、反り

曲がり

面の凸凹

先付け金物の位置

取付け

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

鉛直方向

水平方向

目地の幅

目地両側の段差

各階の基準墨から各部位までの距離

躯体付け金物の取付位置の寸法許容差

・ 錆止め塗料塗り (18.3.2、3)

・ 素地ごしらえ (18.2.2～7)

・ 塗装 (18.4.1～18.12.2)

高日射反射率塗装    を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする。

※F☆☆☆☆　　

ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤のホルムアルデヒド放散量・ 接着剤

・ ビニル床シート

 (19.2.2)

(19.2.2、3)

※熱溶接工法　　

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・図示による　　

接合部の処理

力骨　

金属製化粧カバー　

設計基準強度(Fc) 　※30N/?　　

セクション材料
風圧力に

開閉方式 収納形式
ガイドレールの材料

による区分
よる強さ

による区分 による区分

・50
※バランス式

・スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板
※スチールタイプ

・75
・チェーン式

・ローヘッド形 ・ステンレス鋼板
・アルミニウムタイプ

・100
・電動式

・ハイリフト形
・ファイバーグラスタイプ

・125 ・バーチカル形

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

建具の種類 ガラス留め材の種別 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 

・グレイジングチャンネル

・

・シーリング材 

アルミニウム製

・

・シーリング材 

・

・グレイジングガスケット

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

防火性能
位置（mm）

・160×160
・95

・

・200×200
・95

・

※ステンレス鋼(SUS304)　　

※径 5.5mm　　

※はしご形状複筋及び単筋　　

・ステンレス製　　・アルミニウム製 　　

※図示による　　

※図示による　　

※ガラスブロック製造所の仕様による　

・図示による

・
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・層間方式

・柱・梁方式

・方立方式

・スパンドレル方式

・

水密性 気密性 遮音性 断熱性 耐火性 耐温度差性(℃)

・80

・70

・60

・30分

・1時間

支点間距離(h) 耐風圧性能

・たわみ量が±(1/150)×h かつ絶対量20mm以下であること
4m以下

・

4mを超える ・

・鋼材

・ステンレス鋼材

※185kg/?　　

種類の記号　　※SD295　　

※ ± 3㎜ 　 　

※ 0～ 5㎜ 　　

※ ± 2㎜ 　 　

※ ± 2㎜ 　 　

※ 0～ 5㎜ 　　

※ 0～ 3㎜ 　　

※ 0～ 3㎜ 　　

※ 0～ 5㎜ 　　

・

※図示による　　

※± 10㎜ 　　

※± 25㎜ 　　

※ ± 5㎜ 　 　

※ 0～ 4㎜ 　　

目地の心の通り

※ 0～ 3㎜ 　　

※ ± 5㎜ 　 　

下地面等 種別

木部
不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

※A種　・B種

鉄鋼面（DP以外 ）

モルタル面及びせっこうプラスター面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

※C種　・A種　・B種

・A種　・B種　

※B種　・A種

押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※B種　・A種

※B種　・A種　

※A種　・B種

※B種　・A種

下地面 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの工程

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

SOP A種
見え掛り：A種

塗装 種別 塗料の種類

高日射反

射率塗料

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

　　 －

・適用する

・適用する

・合成樹脂調合ペイント

　塗り(SOP) 

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種　・A種 　　 －

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) ※B種　・A種 　　 －

・耐候性塗料塗り(DP)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

　　 －

　　 －

・A種　・B種

・C種

上塗り塗料の

等級(　 )級
・適用する

上塗り塗料の

等級(　 )級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等

ﾓﾙﾀﾙ面

  ションペイント塗り

・つや有合成樹脂エマル

  (EP-G)

屋内の鉄鋼面

※B種　・A種

※B種　・A種

　　 －

　　 －

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ステイン塗り 

※B種　・A種

※B種　・A種

・ピグメント

・オイルステイ

※B種　・A種・木材保護塗料塗り(WP)

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －
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種類の記号 色柄 厚さ（mm） 備考

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※2.0

・

の区分

・

・

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

シーリング材の種類（目地等）

種類及び寸法等　※図示による　　

ガラスの取付け材料

・シーリング

　種類（・SR-2   　・SR-1）

・構造ガスケット

　形状、寸法等　※図示による

断熱材

種類及び範囲　※図示による

形状及び仕上げ

製品の寸法許容差

※標準仕様書表17.2.1による

・

見え掛かり部の仕上げ

（アルミニウム材の場合）

　規格等　標準仕様書16.2.3による

　種別　・　　　　　　（標準仕様書表14.2.1）

　着色　・標準色　　・特注色　

（鋼材及びステンレス鋼材の場合）

・

ガラス溝の寸法、形状等

※カーテンウォールの製造所の仕様

・

取付け

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

目地の幅

鉛直方向

※± 25mm　　

目地の心の通り

各階の基準墨から各部位までの距離

目地両側の段差

※± 10mm　　

水平方向

※ ± 3㎜ 　 　

※ 0～ 2㎜ 　　

※ 0～ 2㎜ 　　

※ ± 3㎜ 　 　

耐火処理

適用部位、材料等　※図示による

ガラスの取付け材料

ガラスの取付け材料がシーリングの場合のガラスの支持方法 

※ 4辺支持　　

・軽量コンクリートの場合1.8 t/ m3～2.1 t/ m3

・

ガラスの取付け材料

・構造ガスケット　

　形状、寸法等　・図示による

適用部位、材料等　※図示による

種類及び範囲　※図示による

製作

PC版の配筋 　※図示による

鉄鋼面（DPのみ） ※B種　・A種　・C種

コンクリート面（DPのみ） ※A種　・B種　

※F☆☆☆☆　　

・ 材料

防火材料

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

・以下の箇所を除き防火材料とする。

(18.1.3)

（箇所：　　　　　　） 
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※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

塗料の種別

見え隠れ：B種

DP C種及びD種

EP-G ※B種　・A種

表18.3.4

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

SOP

DP

EP-G

鋼製建具等：A種

上記以外：B種

B種

C種
鋼製建具等：A種

上記以外：B種

　ン塗り(OS)

　ステイン塗り

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 

・適用しない

・適用する

・適用しない

オイルステン塗りの工程等 

・
・

・

・

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 － 　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

・図示による　　

標準仕様書19.2.3(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法・ 下地の工法  (19.2.3)

・適用する(着色剤：・溶剤形着色剤　　・油性染料着色剤)

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

※A種　・B種

表18.3.6

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

□Ｇ

□Ｇ

□‚f

□‚f

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○2.5
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・タイルカーペット

材質の種類・ ビニル幅木 (19.2.2)

(19.2.2)・ ビニル床タイル

高さ(mm)

厚さ(mm)

・ ゴム床タイル　 (19.2.2)

色柄（　　　　　　） 

厚さ(mm) 

寸法(mm)（　　　×　　　）

タイルカーペットの敷き方

階段部分

見切り、押え金物　

種類

材質（　　　　　　）

種類（　　　　　　）

形状等

・ カーペット敷き ・ 織じゅうたん

帯電性

(19.3.2、3)(表19.3.1)(表19.3.2) 

・タフテッドカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

色柄

パイル糸の種類等

※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）

・

織じゅうたんの接合方法

下敷き材

・ 特殊機能床材 (19.2.2)・帯電防止床シート

　種類　　（　　　　　　）

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル　

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

  性能　　（　　　　　　）

  厚さ(mm)（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

　性能　　（　　　　　　）

　寸法(mm)（　　　×　　　）

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。

  種類　　（　　　　　　）

　形状　　（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

　寸法(mm)（　　　×　　　）

・適用する　　・適用しない  

・ 移動間仕切

・ 可動間仕切

(20.2.4)

(20.2.3)

・ フリーアクセスフロア (20.2.2)

パネル内に取付ける建具

・ フローリング張り

　 その他のボード及び

・ せっこうボード、 (19.7.2、3)(表 19.7.1)

(19.5.2～5)(表19.5.1～6)

モルタル及びプラスター面の素地ごしらえの種別

コンクリート面の素地ごしらえの種別

せっこうボード面の素地ごしらえの種別

寸法精度 

パネルの長さの寸法精度

・以下による

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。

パネル表面仕上げ材の壁紙張りの品質、性能は標準仕様書19章による。

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

  補強する

・ 合成樹脂塗床 (19.4.2、3)(表19.4.4、5)

パネル材料のホルムアルデヒド放出量

塗床材のホルムルデヒド放散量

・単層フローリング　（フローリングボード1等）

　工法

　樹種

　間伐材等の適用

・単層フローリング　（フローリングブロック1等）

　樹種

　厚さ（mm）

  大きさ

・複合フローリング

　工法

・接着工法

　種別

接着工法の場合の不陸緩和材

・ 畳敷き (19.6.2)(表 19.6.1)種別

下地の種類

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

パネルの平面形状（角度）の寸法精度

フリーアクセスフロアの高さの寸法精度

・図示による

・断熱材現場発泡工法 　　

断熱材の種類

吹付け厚さ（mm）

施工箇所

・ 断熱材 (19.9.2～4)フェノールフォーム断熱材、保温材又は接着剤のホルムアルデヒド放散量

・断熱材打込み工法 

パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16章8節

の建具用金物に対応する材質とする。

せっこうボードの目地工法等 

MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　　 合板張り

※F☆☆☆☆　　

※標準仕様書20.2.2(2)(オ)(a)～(c)による　 

(品質・性能、試験方法は別表による）

帯電防止性能

・評価値（U）≧0.6以上

感電防止性能

　漏えい抵抗（R）≧1×10?Ω

　厚さ(mm)（　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　　）

・軟質　　・硬質 

※60　　・75　　・100

※ 1.5以上　　

・単層品　　・積層品　

・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0 

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット 

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

※模様のない無地　

・

※ヒートボンド工法

・つづり縫い

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

・

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・

・全面接着工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・適用する

・適用しない

・

パイルの形状 種類 施工箇所 寸法（mm） 総厚さ（mm）

※ループパイル
※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・カットパイル

・カット・ループ併用

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

・

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・

平場

※市松敷き

・模様流し

・

※模様流し

・市松敷き

・

※図示による　　

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材 
※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ
　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜流しのべ工法 

・厚膜流しのべ工法 

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ・薄膜型塗床材 

・厚膜型塗床材

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

※F☆☆☆☆　　

・

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

・接着工法

※ な ら 　 　

・適用する　　・適用しない

・

・

・

　間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

　樹種

※ な ら 　 　

・A種　　・B種　　・C種

　間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

※合成樹脂発泡シート

・

・A種　　・B種　　・C種　　・D種（畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N） 

・標準仕様書表12.6.1による床組 　　　　　　

種類等 厚さ(mm)、規格等

木質系セメント板

・木毛セメント板

　 ・硬質(HW) ・中質(MW) ・普通(NW)
※図示による　・15　・20　・25

・木片セメント板

　 ・硬質(HF) ・普通(NF)
※図示による　・12　・15　・18　・21　 ・30

繊維強化セメント板

・けい酸カルシウム板(タイプ2)

　　普通ボード 0.8FK
※図示による　・6　・8

・火山性ガラス質複層板

　　種類　※図示による　
※図示による　

火山性ガラス質複層板

繊維板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF) ※図示による　・3　・7　・9　・12　 

※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7　 

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)

　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）

　　・天井仕上げ材

　　・内装仕上げ材

※図示による　・9　・12　・15　・18

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・無研磨板（VN）

　・研磨板（VS）

※図示による　・10　・12　・15　・18　 

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

　・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）

　・塗装（DC）

※図示による　・10（難燃）　・12（難燃）　

吸音材料

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・9 （不燃）　・12（不燃）

・12（不燃）　・15（不燃）

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（1号） ※図示による　・25　

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（32K） ・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R） ※12.5（不燃）　・15（不燃）　

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S） ・12.5（・不燃　・準不燃）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F） ・12.5（不燃）　・15（不燃）

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L） ・9.5

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）
・9.5（不燃）

　・化粧無し（下地張り用）

　・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

合板類

・普通合板

　表板の樹種名：

　板面品質：

　防虫処理

　・行う　・行わない

※図示による

・天然木化粧合板

　化粧板の樹種名： ※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

・特殊加工化粧合板

　化粧加工の方法

※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　

　表面性能

合板類の張付け

・A種　　・B種 　

目地工法の種類

・ 壁紙張り (19.8.2、3)ホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

紙

壁紙の種類

繊維
プラス

無機質その他
施工箇所 防火性能

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃 　・準不燃 

※B種　　・A種　

※B種　　・A種　

※B種　　・A種　

種類 厚さ（mm） 施工箇所

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし)

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

・

・

・

・

・A種1　　・A種1H 　　

・図示による　　

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

施工箇所 構法 寸法（mm）
高さ

耐震性能 所定荷重 表面仕上材 備考
（mm）

・置敷式

・支柱

　調整式

・500×500 ・1.0G

・0.6G

・3,000N

・5,000N

・

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・

（　　　　　　）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

・評価値（U）≧1.2以上　　

構造形式による種類
構成基材の種類

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ
パネル表面仕上げ

遮音性
防火性能

(dB/500Hz)

・スタッド式(内蔵）

・スタッド式(露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は

　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付

・壁紙張り

・

・0

・12

・20

・28

・36

・不燃

・有り（※図示による　　・　　　　　　）

・無し

走行方向
操作方法に パネル圧接装 総厚さ パネル表面材

材質 仕上げ

遮音性

よる種類 置の操作方法 （mm） (dB/500Hz)

・平行方向 移動式

・二方向 移動式

・手動式 

・電動式 

・部分電動式 

・ﾌﾟｯｼｭ式 

・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 

・

・鋼板

・

・焼付塗装

・壁紙張り

・

・36未満

・36以上

※F☆☆☆☆　　

・

・不燃 　・準不燃 

・不燃 　・準不燃 

・不燃 　・準不燃 

※F☆☆☆☆　　

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

※標準仕様書19.5.2(2)による

・

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※F☆☆☆☆　　

衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　　・C2）

合板のホルムアルデヒド放散量

※標準仕様書19.7.2(3)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか　　

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合 

※図示による　　

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

塩化

・

・

・

・

ビニル チック

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

(・2種bA　　・3種bA　　・3種bC　　・3種bD ) 

パネルをランナに取り付ける部品 

※ランナに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

・

・

・

(・　　　　　　)

(品質・性能、試験方法は別表による)

・

備考

(参考価格)

備考

（参考価格

）

備考

(参考価格)

備考

(参考価格)

種類の記号 色柄 寸法（mm）  厚さ（mm） 備考

・TT (単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・500×500

※2.0

・2.5
・FT (複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・

※KT (ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOA (置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・3.0

・FOB (薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・

・

※仕上表による

・

○

○

○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○

○
50○

○

30○

○

○

休憩室・給湯室
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建築特記仕様書　8 ０９

・ トイレブース (20.2.5)

ハンガーレール及びランナ 

・

※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナ数で除した値に対して、耐力及び

　変形量が使用上支障のないもの

誘導標識、非常用進入口等の表示

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等

※消防法に適合する市販品　　

・ 煙突ライニング

・

(20.2.13)

・ ブラインド

・ ロールスクリーン

　(20.2.14)

　(20.2.15)

・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 

・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする

縦型ブラインドのスラットの材質

・ くつふきマット

・ 流し台ユニット

形状

・ カーテン (20.2.16)

・ カーテンレール 材料による区分　　　　　　　　　　　 　(20.2.16)

強さによる区分

仕上げ

形状

※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

・ ブラインドボックス

　 及びカーテンボックス

溝幅×深さ（mm）

材種

・アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

標準仕様書表14.2.1による種別

色合い

・鋼製（仕上げ：　　　　　　）

・ 天井点検口

・ 階段滑り止め

・ 手すり

材種

端部の形状

・ 黒板及び

　 ホワイトボード

・ 鏡

厚さ（mm）

寸法（mm）

(20.2.10)

　(20.2.11)

(20.2.9)

取付け箇所（　　　　　　）

・黒板　

区分

種類

色

・ホワイトボード

衝突防止表示

(20.2.6)

・ 耐震スリット

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による

目地

・ 止水板 形式

施工箇所

・ エキスパンション

　 ジョイント金物

材種・ 洗面カウンター

・ 屋内掲示板

奥行き(mm)

表面の材質

・ 鋼製書架及び物品棚

材種

・ 車止めさく

・ 旗竿受金物

・ フェンス

枠の材質

フェンスの種類

・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

・鋼管フェンス 　

・アルミフェンス

高さ

・ プレキャスト コンクリートの設計基準強度 

・図示による

配筋 　

※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m2を満足する調合強度

※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する

　 コンクリート

(20.3.3、4)

・図示による 

取付け方法 　

※図示による　　

・ 間知石及びコンクリー

　 ト間知ブロック積み

(20.4.2、3)

積み方

目塗り

材種

厚さ

・ 旗竿

伸縮調整目地　　

・

施錠

照明器具

・ 収納家具

・ 屋外掲示板

・固定式

降下機構

・ 防煙垂れ壁

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質、形状、寸法

 (21.2.1、2)(表 21.2.1、2)

基床の厚さ及び種類

材料・ 屋外雨水排水

砂地業に用いる材料 　 　　 

砂利地業に用いる材料  

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料

側塊の形状及び寸法

排水桝の種類

凍上抑制層に用いる材料

・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

・再生クラッシャラン

・現場打ちの場合のコンクリート材料

・現場打ちの場合の鉄筋

・排水枡が現場打ちの場合の足掛け金物

※標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)

・ 表示

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

　設計基準強度(N/mm2)

　スランプ(cm)

製造所

適用安全使用温度

　材質

(品質・性能は別表による）

(品質・性能、試験方法は別表による）

(品質・性能、試験方法は別表による）

品質・性能

外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1 による。

構成材は、JIS A 4420 の8 により試験を行ったとき、表1 の規定による。

表面材の材料
脚部

種類

ドアエッジ

材質

・メラミン樹脂系化粧板 

・ポリエステル樹脂系化粧板 

・

※幅木タイプ

・

※製造所の仕様による

・アルミニウム製 

・ステンレス製

・ステンレス製

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

・

形状

※タイヤ型(タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等)

・フラットエンドあり

・フラットエンドなし

・埋込み工法

※接着工法

材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所 備考

・集成材 ・クリアラッカー ・35程度

・45程度

・

・

※焼き付け　　

・鋼製黒板

・ほうろう黒板

・

※ 緑 　 　

・図示による　　

※ 5　 　

※図示による

形式 操作方法 操作方法の種類 ｽﾗｯﾄの種類 ｽﾗｯﾄ幅
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 幅・高さ

の材種 取付箇所 

・横形
・手動

※ギヤ式

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製・ｺｰﾄﾞ式

・・操作棒式

※25 ※鋼製
・図示に

　よる

・
・電動 　　　 －

・・

・縦形
・手動

※2本操作ｺｰﾄﾞ式
・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・1本操作ｺｰﾄﾞ式
・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

・80 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製
・図示に

　よる

・・電動 　　　 －
・100 ・

形式 ひだの種類
生地の種別、 取付け

備考開閉操作
品質、特殊加工等

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・つまみひだ

・箱ひだ、片ひだ

・電動 ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

・図示に

　よる

・

・ステンレス製

※ 10-9 0　 　

※アルマイト　　

※ 角 形 　 　

・90×150　　 ・120×80

・120×150　　・150×80

・図示による 

・集成材（仕上げ：　　　　　　） 　

・BC-1種　　・BC-2種　　

・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　　）

材種 寸法 形式 外枠 内枠

・アルミニウム製 ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 ・額縁タイプ ・額縁タイプ 

・600×600 ・屋内用 ・目地タイプ ・目地タイプ 

・ ・気密形

・ 床点検口

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

材種 寸法 形式 備考

・アルミニウム製 ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 ・鍵付き

・600×600 ・屋内用 

・

・密閉形・ステンレス製

・鋼製

方向 タイプ 耐火性能 備考

・垂直

防水性能

・水平

・完全（全貫通型）

・

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

目地 内壁 外壁

目地材
・シーリング材(見え掛かり部のみ）

・

・シーリング材(見え掛かり部のみ）

・シーリング材（内外とも）

目地寸法（mm）
・スリット幅×深さ10

・

・スリット幅×深さ10

・

・差込式　　・据置式　　・壁張り式

・図示による　　

材種 受け枠 備考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304)製

・

・ステンレス鋼（SUS304）

・硬質アルミニウム合金

・

材種
寸法（mm）

W D
備考

H

・流し台

・1200

・1500

・1800

・550

・600

・650

・800

・850

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

・コンロ台

・600 ・550

・600

・650

・620

・670

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

・つり戸棚 
・1200 ・450 ・500

・700

市販品

・900

・水切り

・1200

　 －

市販品

ステンレス製

・1段式　・ 

・900

・600

　 －

※図示による　　

材種 形式 高さ(m) 操作方法 固定方法 備考

・アルミニウム合金製

・

・テーパー式 ・ハンドル式

・同一断面式 ・ロープ式

・埋込式

・ベース式

・バンド式

・ステンレス製 (SUS 304)

・

形式 材種 柱径、肉厚(mm) 高さ(mm)

・上下式鎖内蔵式
・標準品

・スプリング式

・ステンレス製

・

・ ・

・

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・図示による　　

・間知石

材種 種類 質量区分 備考

・凝灰岩

・コンクリート間知ブロック

・花こう岩

・B

・A

　　 － 　　 －

　　 －

※谷積み　・布積み 

・図示による　　

種類 規格等 JISによる種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚
JIS S 1039 の規格による

・1種　・2種　・3種

・4種　・5種　・6種

※アルミニウム製

・

※塩ビ発泡シート張り

・

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

・ 人工大理石　

・約450　　・約600

材質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備考

※ 網入り磨き板ガラス ※6.8

・ 線入り磨き板ガラス

※500 アルミ製枠付き

・ ・

・可動式

種類 材質 高さ(mm) 備考

・垂直降下式

　（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品）

※500

・800

ガイドレール

　※固定式（壁埋込型）

・ 　・可動式（天井収納型）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

※500

・800

表面仕上げ

　※ 天井材張り

・

煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

※有り　　・無し

※有り　　・無し

※図示による　　

21

排
水
工
事

材種 種類・記号 形状 呼び径 備考

・ 遠心力鉄筋コンクリート管 外圧管（1種）
・B形管 ・図示による

・ ・

・RF-VP
・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・

・RS-VU

・VP

・VU

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

・図示による　　

※接 着剤　 　

・図示による　　

・図示による　　

・切込砂利又は切込砕石

※ 1 8　 　

※ 15又は 18　　

　種類の記号

※ SD295　 　

・ステンレス製

・鋼製

・合成樹脂被覆加工されたもの

・

・図示による　　

・図示による　　

手すりの握り部分

（材種：　　　　　　）

・35程度

・45程度

・

(20.2.7)

　形状・寸法（ ・30φ　　　　　　・　　　　　　）

　材質　　　（ ・ステンレス製　　・　　　　　　）

・設置しない

(案内用図記号はJIS Z 8210による)

・ タラップ  　(20.2.12)材質及び仕上げ

・SUS304（スリップ止め加工　※あり　　・なし　） 

・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき 

（※標準仕様書表14.2.2による種別（※C種　　・　　　種）） 

工法

※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )

・

スクリーンの仕様

操作方法
幅・高さ

品質等スクリーンの材種

・コード式

・スプリング式 ・ガラス繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

・図示に

　よる

・

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

・電動式

その他の材料

※製造所の仕様 

取付箇所 

・

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする

箇所

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

※300mm以上

・

生地の仕様

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする・タイヤレス型 

寸法(幅)

取付け工法

・35㎜程度　　・40㎜程度　　・50㎜程度

・

(品質・性能、試験方法は別表による）

幅(mm)

・25

・

・25

・

（砂を用いる場合の粒度試験）

・行う　　・行わない

材料の種類及び仕上げ

・SUS304　表面処理　※HL程度　　

・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書表14.2.2による種別（　　　　）種）

・アルミニウム 表面処理　（※標準仕様書表14.2.1による種別（　　　　）種）

　　　　　　　　　　　    色合い　・標準色（　  　　　）　・特注色（　　  　　）

・設置する　（設置場所：※図示による　　・　　　　　）

※F☆☆☆☆　　

・ビニル製

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○

ミニキッチン1050
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青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号

同上杭及び杭頭処理

SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ａ
－

工事区分表

防火・防煙区画

防火・防煙区画

防火・防煙区画

厨房用はＭ

ボード類、塗装
のみ

Ｍ・Ｅ用含む

レールヒータ用の
手元スイッチを含む

土工事含む

電極棒はＭ

　機械室・昇降路の躯体

　機械室の床開口

　機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

　巻上機周囲のチェッカープレート敷

　昇降路内ピット防水

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター保守遠隔監視用（電話回線）

　ピット点検タラップ

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤から

　機械室の床配管ピット・蓋

一次側動力用配管配線工事

　各階出入口穴あけ・同補強

　三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補強

　昇降路がＳ造の場合の出入口扉・三方枠

　昇降路の中間ビーム、ブラケット、

　昇降路がＳ造の場合の中間ビーム

　ホール押釦・インジケータなどの壁開口

　機械室内換気設備

　レールブラケット支持柱、他昇降路内の

　及びブラケットの受けピース

　機械室天井・昇降路内フック取付

　接地用配管配線工事（Ｄ種接地）

　非常用インターホンまでの配線及び

　配線工事（ＭＤＦからエレベーター制御盤
　まで）※図示された場合

　及び幕板の受け

　鋼製部材一式

（ＡＣ３相　２００Ｖ５０ＨＺ）

　火災警報用配管配線工事

　インターホン取付工事

　館内放送用配管配線工事

一次側電灯用配管配線工事
（ＡＣ単相　１００Ｖ５０ＨＺ）

　エレベーター保守遠隔監視用（電話回線）
　配管工事（ＭＤＦからエレベーター制御
　盤まで）

　動力計測用電力計から自動制御盤までの
配管・配線工事

　レールブラケット取り付けファスナー
（必要な場合、建築工事に支給）

　エレベーターシャフト吊りフック
（必要な場合、建築工事に支給）

　ピット内点検用コンセント設備工事

　昇降路頂部煙感知器・熱感知器設備工事

　緊急地震速報受信用配管工事

　エレベーター制御盤からエレベーター内
　監視カメラまでの配管配線工事

　エレベーター制御盤からエレベーター
　監視盤又は警報盤までの配管配線工事

（他工事との取合い等）工事区分表 ※複数箇所に○印があるものは、各工事を適用する区分は○印を適用する Ａ　建築工事　　Ｅ　電気設備工事　　Ｍ　機械設備工事　　ＥＶ　エレベーター設備工事

Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項目 備考

躯体関係

ＲＣ造（梁・壁・床）
の貫通孔・開口部

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出し

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

Ｓ・ＳＲＣ造（梁
壁・床）の貫通孔

鉄骨貫通鋼管スリーブ

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出し

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

予備スリーブの穴埋め

設備機器の基礎 機器取り付け用アンカー・架台

基礎

開口部

太陽光発電設備基礎

太陽光発電設備架台

その他

同上用マンホール・タラップ

ＲＣ造各種ピット

トラフ・ピット類（ふたを含む）

フリーアクセスフロア内の防水堤

排水溝

オイルサービスタンクの防油堤

設備室内床排水管

既設埋設配管配線調査（Ｘ線探査含む）

仕上関係

軽鉄天井・壁下地

開口部の墨だし

下地材の切込み・補強

ボード類の切り込み

各種ボックス類

切込み・補強可動間仕切

設備機器類用吊りボルト及び
インサート

給排気関係 外壁ガラリ

防風板

ウェザーカバー・ベントキャップ

排気フード（標準詳細図によるステンレス製）

排気フード（レンジフード等既製品）

バリアフリートイレ手すり・便器類手すり

鏡（注文品）

鏡（既製品）

水廻り機器

手洗い・洗面器カウンター

流し台・吊り戸棚・水切り棚・コンロ台

トイレブース内小物棚

ベビーシート

洗濯機パン

浴槽排水金物

事務室廻り フリーアクセスフロアパネル切込み加工

フリーアクセスフロア給排気グリル

フリーアクセスフロアコンセント

壁・天井空調用給排気グリル

その他

壁・天井・床点検口

同上本体・駆動装置・検出装置（センサー）

表面仕上が必要な全熱交換機等の表面仕上

消火器ボックス

感知器連動防火戸のレリーズ用切込み

駆動装置が電動の建具類の１次電源、
１次・２次配管、及び手元電源スイッチ

同上本体・操作スイッチ及び２次配線

ター等の１次配線及び１次・２次配管
駆動装置が電動のブラインド・排煙オペレー

電気錠及び扉～枠通電金具及び２次配線

同上用１次配線及び１次・２次配管

避雷導体の接続

笠木を棟上げ導体とした場合の笠木～
笠木の接続

ルーフドレン及びたてどい

電動スクリーン用ボックス

煙突の水抜き管（排水管）

地震感知器の配管配線

防煙ダンパーと連動制御器までの配管配線
及び連動制御盤から煙感知器までの配管配線

屋外関係

排水・ハンドホール
廻り

オイルタンク廻り

ユニット型浄化槽

配管及び据付等（充填砂共）

雨水排水設備

雑排水・汚水排水設備

Ｅ・Ｍ桝で充填用マンホールふたを
使用した場合の表面仕上

オイルタンク本体（充填砂共）

くつ洗いの排水金物・排水管

ハンドホール

同上杭及び杭頭処理

駐車場・車庫廻りのガソリントラップ

ピット型の躯体

オイルタンクの外郭、基礎

雨水利用設備
（ルーフドレン、縦樋はＡ、縦樋から集水桝までＭ）

上記以外のユニット型浄化槽本体

項目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備考 項目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備考

ユニットバス・シャワーユニット

既製浴槽

コンクリート浴槽

電気配管配線

機器附属の制御盤以降の２次側配管配線
（接地線共）

機器附属の制御盤への１次側電源供給
配管配線（接地線共）

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り
配管配線（接地線共）

アース用配管配線
注油口内アース端子からの

信号・アース用配管配線
ＡＣＰ屋外機と屋内機の渡り電源

配管配線
ＡＣＰマルチ形屋内機の電源・アース用

始動装置への電源・信号線の配管配線
屋内消火栓ポンプ制御盤から消火栓ポンプ

自家発電設備

項目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備考

エレベーター設備

自家発電装置

発電装置　基礎

トレンチ

トレンチ用　蓋

主燃料タンク（充填砂共）

燃料小出タンク基礎

防油堤

通気管

給油ボックス

屋外トレンチ

屋外トレンチ用　蓋

主燃料タンク用　基礎、外郭工事

燃料小出タンク

給油ボックス　基礎

危険物表示板

機器と附属操作スイッチの渡り配管配線

機器・電極棒用の電源配管配線

１０
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青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ａ仕　上　表

内 部 仕 上 表

室    名

屋        根

軒   天   井

外        壁

根　 廻　 り

外 部 仕 上 表

巾    木床 腰 壁 天      井

防火材料認定番号

化粧石コウボードt=9.5

不燃化粧石コウボードt=9.5

グラスウールボード

（準不燃）ＱＭ－９８２４

（不燃）ＮＭ－８６１３

（不燃）ＮＭ-８６０５

石コウボードt=9.5 （準不燃）ＱＭ－９８２８

塗装記号凡例

備      考

コンクリート打放し補修

化粧スラグ石膏コウ板t=5.0

石コウボードt=12.5

ビニールクロス

不燃無機質クロス

ケイ酸カルシウム板t=5、6 （不燃）ＮＭ－８５７８

（不燃）ＮＭ－８３１５

（不燃）ＮＭ－８６１９

（不燃）ＮＭ－３９９１（参考）

（準不燃）ＱＭ－０１４４（参考）

－

屋　　根

外　　壁

床

外　部　建　具

ポ　 ー　 チ 壁：外壁と同様

靴　洗　い

そ　の　他 外部サッシ両脇：ステンレス製雪囲い金物設置

破風板・唐草・棟押え：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4包み

サッシ：アルミ製サッシ、　シャッター：軽量鋼板シャッター

コンクリート金ゴテ下地
同　　　　左

物　　　置

男子トイレ

女子トイレ

多目的トイレ

ブロアー庫

－

モルタル下地

磁器質150角タイル貼

モルタル下地

磁器質150角タイル貼

モルタル下地

同　　　　左－

コンクリート金ゴテ下地
同　　　　左給　湯　室

休　憩　室
（事務ｽﾍﾟｰｽ）

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0目透張

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0目透張

同　　　　左

同　　　　左

同　　　　左

同　　　　左

床：コンクリート金ゴテ仕上

引き戸：アルミ製ハンガー戸

コンクリート打放し補修

ステンレス製グレーチング：600×450×20（歩）

断　熱　材　仕　様　　（休憩室・給湯室）

１１

ビニルクロス貼、石膏ボードt12.5下地

ビニルクロス貼、石膏ボードt12.5下地

ビニル床シート t2.5 貼

ビニル床シート t2.5 貼

ビニル巾木 H60

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0目透張

コンリート金ゴテ仕上　（目地切）

コンリート金ゴテ仕上　（目地切）

ＬＧＳ19下地

ＬＧＳ19下地

ＬＧＳ19下地

ＬＧＳ19下地

化粧石膏ボード t9.5張（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）910×910

化粧石膏ボード t9.5張（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）910×910

ＬＧＳ19下地

磁器質150角タイル貼 磁器質150角タイル貼

磁器質150角タイル貼

磁器質150角タイル貼

ビニル巾木 H60

H150

H150

H150

小口タイル貼（接着工法）目地

コンリート打放し、補修（表し）

コンリート打放し、補修（表し）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下張（ＧＬ工法）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下張（ＧＬ工法）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下張（ＧＬ工法）

天 井 高

H=2,600

H=2,500

H=2,500

－

H=2,500

H=2,500

H=2,400

室名ｻｲﾝ

カウンター、収納カウンター（別途工事）

トイレブース、ハイドロテクト小便器用床材 ｔ6

トイレブース

ブロアー基礎

ミニキッチン1050（IHﾋｰﾀｰ無し）

ベビーシート、ベビーチェア

鏡、手摺り、擬音装置（機械設備工事）

鏡、擬音装置（機械設備工事）

オストメイト、手摺り、鏡、擬音装置（機械設備工事）

硬質ウレタンフォーム t30 吹付（A種1H）

硬質ウレタンフォーム t30 吹付（A種1H）

カラーカルバリウム鋼板t0.4 横葺、アスファルトルーフィング940、モルタル金ゴテｔ30下地

押出法ポリスチレンフォーム保温板 ｔ50（２種ｂA）

コンリート打放し（表し）

コンリート打放し（表し）

ＬＧＳ下地50型＠300

ＬＧＳ下地50型＠300

コンクリート打放し補修、高浸透性吸水防止材、アクリルシリコン樹脂クリアー塗装

コンクリート打放し補修、下地処理(コーン処理のみ)、高浸透性吸水防止材、アクリルシリコン樹脂クリアー塗装

ケイ酸カルシウム板 ｔ6.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装

ケイ酸カルシウム板 ｔ6.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装

ケイ酸カルシウム板 ｔ6.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装

天井：ケイ酸カルシウム板 ｔ6.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装、ＬＧＳ25下地　（天井高H＝2,700）

ピクチャーレール L2,200（ﾌｯｸ6個）・1,500（ﾌｯｸ4個）

ＡＥ　　アクリル樹脂エナメル塗

ＯＳＷ　　オイルステンワックス塗

使用する仕上材（小屋裏、壁、床下地材等含む）、集成材、塗装、家具等はすべてＦ☆☆☆☆とする。

使用する建築材料は全てクロルピリホスを含まないものとする。

ＯＳＣＬ　オイルステンクリアラッカー塗

ＰＷＰ　　ポリウレタン樹脂系塗

ＵＣ　　ポリウレタン樹脂ワニス塗

特記・共通事項

ＡＥＰ　　アクリル樹脂エマルジョンペイント塗

ＶＰ　　　塩化ビニール樹脂エナメル塗

ＯＰ　　　油性調合ペイント塗

ＳＯＰ　　合成樹脂調合ペイント塗

ＦＥ　　　フタル酸樹脂エナメル塗

ＥＰ　　合成樹脂エマルションペイント塗

ＥＰ-Ｇ　　合成樹脂エマルションペイント塗（つや有）

ＣＬ　　クリアラッカー塗

ＷＰ　　木材保護塗装

地中梁貫通補強筋は大臣認定品による。（150φ：5ヶ所、125φ：4ヶ所）

仮囲いは成形鋼板H=2,000で行い、クロスゲート1箇所設置する。

「浄化槽設置届」提出作業、検査手数料は工事費に含む。

サッシ額縁、内部建具枠は集成材t=25（赤松）とする。塗装ＣＬとする。

天井廻り縁は塩ビ製コ型とする。
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板看
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案内板
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青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号

3,
20
0

2,
50
0

7,150

図面名称

工事名称

付近見取図・配置図

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

1：500
Ａ

大森勝山遺跡岩
木
山
環
状
線

五色山聖心寺
北小苑温泉

大森勝山遺跡
案内標柱

交流センター
裾野地区体育文化

裾野中学校

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ大森
草薙ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
すその保育園

裾野小学校
草薙園

大石神社中宮
大石神社

裾野郵便局

山風森神社

工事場所

１２

±0

付近見取図

配　置　図　　　　　S=1:500

-350

建設地 ： 青森県弘前市大字大森字勝山９６１－３

-400

-500

-1000

±0

SugimiSugimiKudou

駐車場

Ｎ

浄化槽

Ｎ

設計ＧＬからの高低差

※設計ＧＬ　：　125.40

概　　要

都市計画区域 ： 区域 外　　　用途地域・防火地域 ： 指定なし

敷地面積 ： ８８９　㎡

構　造 ： 壁式鉄筋コンクリート造　平屋建

用　途 ： 休息便益施設

道路

（休養便益施設）
工事対象建物

3NO.1 H=125.084m(使用与点標高)
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青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号

4
,
4
0
0

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

2
,
0
0
0

16,000

16,000

2,700 2,500 2,300 2,100 4,300 2,100

4
,
4
0
0

2
,
1
0
0

2
,
3
0
0

2
,
0
0
0

6
,
4
0
0

6
,
4
0
0

2
,6

0
01

,3
0
0

1
,0

0
0

3
0
0

5
0
0

2
,6

0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

4
0
0

4
0
0

有効巾

W/2

90

SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称 Ａ

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

1：100
１３建物求積図・求積表・開口部検討表

（5.75㎡）

ブロアー庫
（5.25㎡）

休憩室

（10.12㎡）（11.88㎡） 物　置
（9.24㎡）

男子トイレ

多目的トイレ

女子トイレ

ポーチ
（19.20㎡）

給湯室

（18.92㎡）

（4.83㎡）

（4.41㎡）
(事務ｽﾍﾟｰｽ)

平　面　図　　　　　S=1:100

建築面積

床面積

16.000　×　6.400

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

休憩室 ㎡

16.000　×　4.400

各室求積表

4.300　×　4.400　+　2.100　×　2.100 23.3300

給湯室 2.100　×　2.300 4.8300

㎡

㎡102.4000

 70.4000

物　置 2.100　×　4.400 9.2400

男子トイレ

多目的トイレ

女子トイレ

ブロアー庫

2.300　×　4.400 10.1200

2.500　×　2.300 5.7500

2.700　×　4.400 11.8800

2.500　×　2.100 5.2500

70.40

建物求積表

無窓階検討表（1階）

床面積 ㎡

床からの

必要開口部

面積（Ａ／３０）

高さ（ｍ）

㎡

有効開口部

面積合計

小計（㎡）

開口部面積

算定結果 ・普

開口部種別

無
消防機関

※

※備　　　　　　考

70.40
2.35

片引き戸AD-3

建　具

記　号

開口部位置

又は方角
幅(ｍ) × ×高さ(ｍ)

× ×0.870 2.100

所在ヶ所

10.00

㎡

休憩室

ＡＷ-1

1.827

ＡＷ-2

休憩室

休憩室

1.00

1.00

引違い窓×1.700 1.300 × 1 × 1/2 1.105

引違い窓× × 1 × 1/21.200 1.200 0.720

3.65

小　計 3.652

排煙計算

換気計算

有効

必要

有効

判定

必要

OK

休憩室　（事務コーナー含む） 23.33㎡

23.33×1/50

23.33×1/20

0.4666

OK

0.5840

判定 0.47 < 0.58

1.1665

0.760×0.500×1　(AW-1)

0.510×0.400×1　（AW-2）

1.17 < 1.60

1.6000

0.760×1.300×1　(AW-1)

0.510×1.200×1　（AW-2）

採光計算 必要

有効

23.33×1/20 1.1665

判定 OK

1.700×1.300×1×3　(AW-1)

1.200×1.200×1×3　（AW-2） 10.9500

1.17 < 10.95

ＡW-1

ＡW-2

採光補正係数：3

D=6.300 H=2.600

6.300/2.600x10-1=23→3

※排煙窓の有効開口部範囲

引違い窓
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青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号

16,000

2,700 2,500 2,1002,300 4,300 2,100

16,000

2,700 2,500 2,1002,300 4,300 2,100

6
,
4
0
0

2
,
0
0
0

2
,
1
0
0

2
,
3
0
0

6
,
4
0
0

4
,
4
0
0

2
,
0
0
0

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

700 700

7
0
0

7
0
0

700 700

7
0
0

7
0
0

SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称 Ａ

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

1：100

Y2A

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y2

Y1A

Y3

Y1

Y1A

１５屋 根 伏 図

屋 根 伏 図　　　　　S=1:100

　　　アスファルトルーフィング940
屋根：カラーカルバリウム鋼板 t0.4 横葺

棟押え：150×30
　　　　　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み

唐草：24×36
　　　　　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み

1
0

3
1
0

3

　　　モルタル金ゴテ t30下地
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青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号

1
5
0

3
,
2
5
0

3
,
1
0
0

3
,
2
5
0

3
,
1
0
0

2
,
5
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

1
,
0
0
0

1
,
3
0
0

3
0
0

2
,
1
0
0

5
0
0

2
,
7
0
0

1
,
0
0
0

1
,
2
0
0

4
0
0

4
0
0

1
5
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

6,400

4,400 2,000700 700

3,200 3,200

16,000

2,700 2,500 2,300 2,100 4,300 2,100 700700

2
0
0

4
,
2
8
0

1
,
0
3
0

4
,
4
8
0

SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称 Ａ

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

1：100
立　面　図 ・ 断 面 図

休憩室
女子トイレ

休憩室 ポーチ事務ｽﾍﾟｰｽ

設計GL▽ FL▽ FL▽

最高軒高▽最高軒高▽

男子トイレ多目的トイレ 物　置

断　面　図　　　　　S=1:100 断　面　図　　　　　S=1:100

10
3

10
3

南東 立 面 図　　　　S=1:100 北東 立 面 図　　　　S=1:100

北西 立 面 図　　　　S=1:100 南西 立 面 図　　　　S=1:100

Y1 Y2 Y3Y2AX1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

１６

10
3

設計GL▽

平均GL△

最高高さ▽



弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

承　認 担　当 製　図 年月日

R 7. 3
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屋根：カラーカルバリウム鋼板 t0.4 横葺
　　　アスファルトルーフィング940

　　　　　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み

男子トイレ

　　モルタル下地
床：磁器質150角タイル貼

コンクリート金ゴテ下地

床：ビニル床シート ｔ2.5貼

巾木：ビニル巾木 H60

事務ｽﾍﾟｰｽ

床：コンクリート金ゴテ仕上

外壁：小口タイル貼（接着工法）
額縁：集成材 ｔ25 ＣＬ

天井：化粧石膏ボード ｔ9.5張

最高軒高▽

　　　　EP-G塗装

外壁：小口タイル貼（接着工法）

最高軒高▽

FL▽

設計GL▽

ｱﾙﾐ製建具

ｱﾙﾐ製建具 ｱﾙﾐ製建具

：シーリング（ポリサルファイド系）15×10

FL▽

設計GL▽

矩　計　図　　　　　　S=1:30

10

3

Y2A Y2 Y3

X7

Y1

シャッターボックス

物 置

軽量スチールシャッター
Ｌ-30×30×3 溶融亜鉛メッキ仕上

FL▽

設計GL▽

物置ｼｬｯﾀｰ廻り詳細図　　　S=1:30

Y1

LGS25下地

LGS19下地

ポーチ

浅層地盤改良浅層地盤改良

三方枠：鋼板ｔ1.6フッ素樹脂塗装

設計GL▽

平均GL▽

建物周囲玉砂利敷（別途工事）

LGS19下地

巾木：磁器質150角タイル貼H150

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 ｔ3.0 目透張、
　　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ｔ12.5下張 ＧＬ工法

外壁：コンクリート打放し補修、下地処理(コーン処理のみ)

外壁：コンクリート打放し補修、

壁：ビニルクロス貼、石膏ボード ｔ12.5下地
ＬＧＳ下地50型

高浸透性吸水防止材、アクリルシリコン樹脂クリアー塗装

軒天井：コンクリート打放し補修、

軒天井：コンクリート打放し補修、

軒先詳細図　　　　　S=1:10

　　　　　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み

　　　アスファルトルーフィング940
屋根：カラーカルバリウム鋼板 t0.4 横葺

棟押え：150×30
　　　　　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み

唐草：24×36
　　　　　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み

最高高さ▽

　　　モルタル金ゴテ t30下地

　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み

　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み
唐草：24×36

屋根：カラーカルバリウム鋼板 t0.4　横葺　アスファルトルーフィング940
　　　モルタル金ゴテ t30下地

下地処理(コーン処理のみ)
高浸透性吸水防止材、
アクリルシリコン樹脂クリアー塗装

破風板：24×210

破風板：24×210

　　　モルタル金ゴテ t30下地

破風板：24×210

　　　　　カラーガルバリウム鋼板 ｔ0.4包み

アクリルシリコン樹脂クリアー塗装
高浸透性吸水防止材、

アクリルシリコン樹脂クリアー塗装
高浸透性吸水防止材、

天井：ケイ酸カルシウム板 t6　目透張　EP-G塗装
天井：ケイ酸カルシウム板 t6　目透張

断熱材：硬質ウレタンフォーム t30 吹付(A種1H)

断熱材：硬質ウレタンフォーム t30 吹付(A種1H)

Ａ
Kudou 1：30Sugimi Sugimi

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

矩　計　図

設計ＧＬ　：　125.40　とする

１７

唐草：24×36

36×200

（２種ｂA）t50

ポリエチレンフィルム敷 ｔ0.15
断熱材：押出法ポリスチレンフォーム保温板

ポリエチレンフィルム敷 ｔ0.15
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令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

SugimiSugimi 1：50
平面詳細図

平 面 詳 細 図　　　　S=1:50
建具記号を表す

設計ＧＬからの床高を表す

+120

±0

-400

床：コンクリート金ゴテ仕上

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

ﾍﾞﾋﾞｰﾍﾞｯﾄﾞ

+120

+150

多目的トイレ

-40

+50

+30

冷

UP

-100

-50

-400

床：ビニル床シート ｔ2.5貼
　　コンクリート金ゴテ下地

床：ビニル床シート ｔ2.5貼
　　コンクリート金ゴテ下地

SK

女子トイレ

+150
　　モルタル下地

床：磁器質150角タイル貼

+150

自販機

休憩室

+150

+150

床：コンクリート
　　金ゴテ仕上

+70

+100

-100

±0

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

床：コンクリート刷毛引き仕上

+10

UP

UP

床：コンクリート刷毛引き仕上

マグネットボード掲示板 マグネットボード掲示板

マグネットボード掲示板

マグネットボード掲示板

+150

ポーチ

給湯室

事務ｽﾍﾟｰｽ

+150

物　置

　　モルタル下地

男子トイレ

+150
床：磁器質150角タイル貼

床：コンクリート金ゴテ仕上

床：コンクリート金ゴテ仕上

四阿ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾛｰﾌﾟ

手洗い

+150+200

手摺

ｵｽﾄﾒｲﾄ

ハイドロテクト小便器用床材 ｔ6
1700×600

靴洗い

＜
外

壁
小

口
タ

イ
ル

貼
部

分
＞

＜外壁小口タイル貼部分＞

床目地

床目地

-30

+120

-200

　ｱﾙﾐ枠 809×1111 　ｱﾙﾐ枠 809×1111

　ｱﾙﾐ枠 809×1111

　ｱﾙﾐ枠 809×1111

X1

Y1

Y1A

Y2A

X7X6X5X4X3X2

Y3

Y2

Y1A

ﾐﾆｷｯﾁﾝ1050

-20

１８

ブロアー庫

+100

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上
ﾌﾞﾛｱｰ基礎：

　　コンクリート金ゴテ下地
床：ビニル床シート ｔ2.5貼

手摺：アルミ製

ピクチャーレール：L=2,200

手摺：アルミ製

ピクチャーレール：L=1,500

収納カウンター
（別途工事）

カウンター（別途工事）

カウンター（別途工事）

手摺

床：磁器質150角タイル貼
　　モルタル下地

+150

　　金ゴテ仕上
床：コンクリート
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1：50

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

SugimiSugimi
展 開 図 1

休憩室　A面展開図 休憩室　B面展開図 休憩室　C面展開図 休憩室　D面展開図S=1:50 S=1:50 S=1:50 S=1:50

S=1:50 S=1:50 S=1:50 S=1:50物置　A面展開図 物置　B面展開図 物置　C面展開図 物置　D面展開図

天井：化粧石膏ボード t9.5張（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）
　　　　ＬＧＳ下地

巾木：ビニル巾木H60

　　石膏ボードｔ12.5下地
壁：ビニルクロス貼

床：ビニル床シートｔ2.5貼
　　コンクリート金ゴテ下地

壁：コンクリート打放し、補修

Fix

床：コンクリート金ゴテ仕上（目地切）

X5 X6 X7 X5X6X7Y1A Y2Y1Y2 Y1

X4 X5 X4X5Y2 Y1 Y2Y1

S=1:50給湯室　A面展開図

ミニキッチン1050

　　石膏ボードｔ12.5下地
壁：ビニルクロス貼

S=1:50給湯室　D面展開図

　　コンクリート金ゴテ下地
床：ビニル床シートｔ2.5貼

S=1:50給湯室　C面展開図

　　　　ＬＧＳ下地

巾木：ビニル巾木H60

　　石膏ボードｔ12.5下地
壁：ビニルクロス貼

S=1:50給湯室　B面展開図

天井：化粧石膏ボード t9.5張（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

X7X6 X7 X6Y1Y1A Y1 Y1A

１９

ピクチャーレール：L=2,200 ピクチャーレール：L=1,500
（フック4個）（フック6個）

カウンター（別途工事） カウンター（別途工事）

カウンター（別途工事）

カウンター（別途工事）

天井：コンクリート打放し（表し）
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1：50

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

SugimiSugimi
展 開 図 2

S=1:50 S=1:50 S=1:50 S=1:50女子トイレ　A面展開図 女子トイレ　B面展開図 女子トイレ　C面展開図 女子トイレ　D面展開図

床：磁器質150角タイル貼
　　モルタル下地

　　　　ＬＧＳ下地

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0目透張

S=1:50 S=1:50 S=1:50 S=1:50多目的トイレ　A面展開図 多目的トイレ　B面展開図 多目的トイレ　C面展開図 多目的トイレ　D面展開図 S=1:50 S=1:50 S=1:50ブロアー庫　A面展開図 ブロアー庫　B面展開図 ブロアー庫　C面展開図

　　　　ＬＧＳ下地

床：磁器質150角タイル貼
　　モルタル下地

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0目透張

男子トイレ　A面展開図 S=1:50 男子トイレ　B面展開図 S=1:50 男子トイレ　C面展開図 S=1:50 男子トイレ　D面展開図 S=1:50

　　　　ＬＧＳ下地

床：磁器質150角タイル貼
　　モルタル下地

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0目透張

X4X3 X4 X3 Y1 Y2

X2X3Y2 Y1A Y2X2 X3 Y1A

Y2 Y1

X1 X2 X1X2Y2 Y1 Y2Y1

２０

床：コンクリート金ゴテ仕上（目地切）

巾木：磁器質150角タイルH150

巾木：磁器質150角タイルH150

巾木：磁器質150角タイルH150

S=1:50ブロアー庫　D面展開図

壁：コンリート打放し、補修（表し）

X2 X3 Y1A Y1 X2X3 Y1 Y1A

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下張（ＧＬ工法）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下張（ＧＬ工法）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下張（ＧＬ工法）

天井：コンリート打放し（表し）

天井：ケイ酸カルシウム板 ｔ6.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装

天井：ケイ酸カルシウム板 ｔ6.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装

天井：ケイ酸カルシウム板 ｔ6.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装
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令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

SugimiSugimi
展 開 図 3

S=1:50

S=1:50

Fix

自販機

マグネットボード掲示板
　ｱﾙﾐ枠 809×1111

マグネットボード掲示板
　ｱﾙﾐ枠 809×1111

マグネットボード掲示板
　ｱﾙﾐ枠 809×1111

開　口開　口

開　口

マグネットボード掲示板
　ｱﾙﾐ枠 809×1111

S=1:50

S=1:50

開　口

開　口

外壁：小口タイル貼（接着工法）

外壁：小口タイル貼（接着工法）

外壁：コンクリート打放し目地切、
高浸透性吸水防止材、
アクリルシリコン樹脂クリアー塗装（型枠Ａ種）ポーチ　A面展開図 ポーチ　B面展開図

ポーチ　C面展開図 ポーチ　D面展開図

　　　　ＬＧＳ下地
天井：ケイ酸カルシウム板 ｔ5.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装

床：コンクリート金ゴテ仕上（目地切）

X1 X7X6X5X4X3X2

X1X7 X6 X5 X4 X3 X2

Y2

Y2

Y3

Y3

２１

手摺：アルミ製手摺手摺：アルミ製手摺

手摺：アルミ製手摺

外壁：コンクリート打放し補修、下地処理(コーン処理のみ)
高浸透性吸水防止材、
アクリルシリコン樹脂クリアー塗装
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１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号
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SugimiKudou Sugimi

工事名称

図面名称 Ａ

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

1：100
２２天井伏図

物　置
女子トイレ

男子トイレ 休憩室

給湯室

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ＢＢ Ｃ

Ｃ

Ｂ

多目的トイレ

天 井 伏 図　　　　　S=1:100

天井点検口：アルミ製450角（額縁タイプ）

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y2

Y1A

Y3

Y1

Y2A

Y1A

符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

仕　　上

凡　　例

Ｄ

化粧石膏ボード t9.5張（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）910×910

ブロアー庫

アクリルシリコン樹脂クリアー塗装
コンクリート打放し補修、高浸透性吸水防止材、

事務ｽﾍﾟｰｽ

ポーチ

ケイ酸カルシウム板 ｔ6.0 目透張、ＥＰ-Ｇ塗装

Ｄ

Ｄ

コンリート打放し（表し）
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弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株 式 会 社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
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1：50

符号･ヵ所数

姿      図

名称・位置

仕  上  材

ガ  ラ  ス

金      物

備      考

符号･ヵ所数

姿      図

名称・位置

仕  上  材

ガ  ラ  ス

金      物

備      考

符号･ヵ所数

姿      図

名称・位置

仕  上  材

ガ  ラ  ス

金      物

備      考

T　 強化ガラスPW　網入ガラスFL　透明ガラス

FT　型板強化ガラスFW　型板網入ガラス

1ヶ所

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

SugimiSugimi

▽FL

見込：100

片引きハンガー戸

アルミ製フラッシュ

傾斜レール制御装置

多目的トイレ

ＡＤ-２

▽FL

男子・女子トイレ

見込：100

1ヶ所

▽FL

1ヶ所ＡＤ-３

見込：100

片引きハンガー戸

アルミ製フラッシュ

休憩室

ＡＤ-５1ヶ所

1ヶ所

片引きハンガー戸

アルミ製フラッシュ

傾斜レール制御装置

TF4

ＡＤ-６

ＡＤ-１・ＡＤ-１Ａ 1ヶ所+1ヶ所

▽FL

親子戸

見込：70アルミ製 框戸（ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙｔ3.0）

-

ブロアー庫

TF4

▽FL

見込：70

片引き戸 物置

F4

▽FL ▽FL

見込：102

引違い窓

アルミ樹脂複合

ＡＷ-３ＡＷ-２ 1ヶ所

▽FL

TFL5+A12+Low-E5

クレセント、網戸、付属金物一式

1ヶ所

見込：102

引違い窓 + Fix窓（段窓）

クレセント、付属金物一式

Fix

▽FL

休憩室(事務ｽﾍﾟｰｽ)引違い窓

TFL5+A12+Low-E5

クレセント、網戸、付属金物一式

見込：102

▽FL

引違い窓

2ヶ所+1ヶ所ＡＷ-４・ＡＷ-４Ａ

見込：70・102アルミ製・（ＡＷ－４Ａはアルミ樹脂複合）

F   型板ガラス
建 具 表

女子トイレ

見込：40

トイレブース

メラミン化粧板貼

ステンレス巾木、表示錠、戸当り、ラバトリ金物一式

1ヶ所ＴＢ-２ 1ヶ所ＴＢ-３

▽FL ▽FL

見込：40

トイレブース

メラミン化粧板貼

-

ステンレス巾木、表示錠、戸当り、ラバトリ金物一式

男子トイレ

見込：40

トイレブース

メラミン化粧板貼

-

男子トイレ

ステンレス巾木、アルミ製柱、付属金物一式

▽FL▽FL

1ヶ所ＴＢ-１1ヶ所

見込：70

片引き戸

F4

ステンレスレール、引手、錠、付属金物一式

給湯室

ＳＳ-１

物置

スラット：0.4カラー鋼板

--

軽量スチールシャッター

ＡＤ-４

ＡＷ-１ 1ヶ所

休憩室 休憩室(事務ｽﾍﾟｰｽ)

アルミ樹脂複合アルミ樹脂複合

アルミ製 框戸（腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙｔ2.0）

アルミ製 框戸（腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙｔ2.0）

男女トイレ・給湯室

２３

座板、ガイドレール、ボックス、三方枠、付属金物一式

三方枠：鋼板ｔ1.6フッ素樹脂塗装

傾斜レール制御装置

※建具配置は「平面詳細図」参照

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、把手、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(表示)、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、額縁、付属金物一式ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、把手、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、額縁、付属金物一式 ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、把手、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、額縁、付属金物一式 丁番、ﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、額縁、ｶﾞﾗﾘ、付属金物一式 ステンレスレール、引手、錠、付属金物一式

額縁：木製集成材 ｔ25 CL

額縁：木製集成材 ｔ25 CL 額縁：木製集成材 ｔ25 CL 額縁：木製集成材 ｔ25 CL 額縁：木製集成材 ｔ25 CL 額縁：木製集成材 ｔ25 CL

TFL4+A12+FL3

TFL4+A12+FL3

F4・（ＡＷ－４ＡはF4+A12+FL3）

クレセント、網戸、付属金物一式
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Ａ
Kudou Sugimi Sugimi

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

ステンレス製グレーチング
600×450×20

コンクリート打放し補修

サイン　詳細図

部分詳細図 1
1：20
1：30

S=1:30ミニキッチン　詳細図

S=1:20外部段　詳細図

※デザイン、色、取付箇所については監督員と協議の上決定する。

S=1:5

・コンロ無し

【平面図】

・照明・換気扇

【正面図】 【断面図】

ステンレス板　ｔ３

多目的トイレ

女子トイレ男子トイレ
点　字

休憩室 ： 1枚

物　 置 ： 1枚

室名サイン

男子トイレ ： 1枚

女子トイレ ： 1枚

多目的トイレ ： 1枚（大）

点字サイン

多目的トイレ ： 1枚

多目的トイレ用（参考）

（平付）
ステンレス板　ｔ３

多目的トイレ用（参考）

（平付）
ステンレス板　ｔ３

どなたでも
ご利用頂けます

（平付）
ステンレス板　ｔ３

２４

建具雪囲い金物　詳細図 S=1:30

雪囲い板：別途

雪囲い金物：ステンレス製　t4.0

雪囲い金物：ステンレス製　t4.0

L=720　：　3ヶ所×2本

ＡＷ-４・ＡＷ-４Ａ
ＡＷ-１・ＡＷ-２

L=1,440　：　2ヶ所×2本

雪囲い板：別途

雪囲い板：別途

靴洗い　詳細図 S=1:20

ブロアー庫基礎　詳細図

【断面図　S=1：20】

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

ﾌﾞﾛｱｰ基礎：

ブロアー庫

+100

【平面図　S=1：30】

Y1

Y1A

X3X2

X2

+200

S=1:20
S=1:30

Ｄ10＠200

【断面図】

【平面図】

防水モルタル t30

ステンレス製グレーチング

コンクリート打放し補修

GL▽

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ10＠200

Ｄ10＠200

排水パイプ（機械設備工事）

X7

ポーチ

▽ＦＬ

GL▽ GL▽

コンクリート金ゴテ仕上

Ｄ13

Ｄ10

▽ＦＬ

Ｄ13

Ｄ13
Ｄ10＠200

踏面：コンクリート金ゴテ仕上

Ｄ10

Ｄ13

Ｄ10＠200

ブロアー庫

Y3 Y1

点字サイン（参考）

壁：ビニルクロス貼
　　石膏ボードｔ12.5下地

雪囲い金物：ステンレス製　t4.0

L=1,800+360　：　1ヶ所×2本

ＡＤ-４

ＳＳ-１

L=1,800+540　：　1ヶ所×2本 製品は既製品とする

・シングルレバー水栓



弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株 式 会 社 工 藤 金 正 建 築 設 計

青森県Ａ１第４９ ５号

工　 　藤　 　金　 　正

１級建築士第１５３８７２号
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

承　認 担　当 製　図 年月日

R 7. 3

2
0

13

17.3
4.1 10

3
2

1
7

1
5

14
10

3.5
13

1
,
1
1
1

809 35.5

150

1
,
2
0
0

2
0

3,240

148

1,780

180 1,420 180

148

9
5
0

1
,
1
0
0

1
5
0

2
0

1,470

150

1,470

1502,940

10

Ａ
Kudou Sugimi Sugimi

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

部分詳細図 2

ボードアンカー + タッピングビス止め＠300以内

天井仕上

ピクチャーレール

壁仕上

【フック】

（参考）

ＬＧＳ壁下地

亜鉛ダイカスト

S=1:20

掲示板：鉄複合板

簡易ロック

※4台

枠：アルミ製

ピクチャーレール　詳細図 S=1:3

1：3
1：20
1：30 ２５

小便器用床材；ハイドロテクト t6.0 巾600

シーリング5×5
▽ＦＬ

シーリング5×5

シーリング5×5

屋外・屋内兼用タイプ

※ＳＫライニングも同様、手洗い高さは1,000とする

※アルミ既製品とする

ポーチ手摺　詳細図 S=1:30

【正面図】 【断面図】

ライニング甲板：芯材耐水合板にメラミン化粧板貼 R10

ステンレス

S=1:20ライニング甲板　LGS下地

LGS W=65＠300

マグネットボード掲示板　詳細図

L=2,200：1本（フック6個）　・　L=1,500：1本（フック4個）

メラミン化粧板 ｔ3.0 張
LGS下地、石膏ボード t12.5 下張、

支柱：75φ

あと施工アンカー：
4-M10×40

手摺：40φ
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板看

史跡範囲

大　森　川
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線

案内板

一般見学バス入場口

一般見学バス退場口

工事車両入場・退場口

現場事務所
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図面名称

工事名称 令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ａ仮 設 計 画 図
1：30
1：300

Kudou Sugimi Sugimi
２６

引込柱

仮 設 計 画 図　　　　S=1:300

電力柱

アスファルト舗装撤去図　　S=1:300

（電気設備用）

（電気設備用）

G.L

支柱：単管パイプ＠1800

成形鋼板

つなぎ：単管パイプ＠1800

控柱：単管パイプ＠1800

仮囲い詳細図　　　　　S=1:30

密粒度アスコン　ｔ30

砕石　ｔ150
山砂

アスファルト舗装撤去断面図　S=1:30

既存アスファルト舗装撤去部分

既存アスファルト舗装撤去部分

既存アスファルト舗装撤去部分

既存アスファルト舗装撤去部分

　面積計　120.80　㎡
カッター入長さ計　38.53　ｍ

クロスゲート幅6.0ｍ×高さ1.8ｍ

仮囲い（形成鋼板 H=2.0ｍ）　延長：73.00ｍ

道路

Ｎ

工事対象建物

駐車場
（整備予定）

浄化槽



株 式 会 社

一　級　建　築　士　事　務　所

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

備考

工 藤 金 正 建 築 設 計

担　当 製　図 年月日承　認
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ｓ
R 7. 3

構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

適用は    印を記入する。

１，建築物の構造内容 ３，地  盤

（１）工事名称 (1) 地盤調査

( ) 有 敷地内 近隣  ボーリング調査  平板載荷試験  水平地盤反力係数の測定建築場所

新築 増築 増改築 改築 　　　　（調査予定 無  有  無）（２）工事種別

（３）構造種別 (2) 地盤調査計画

 木造（Ｗ）  補強コンクリートブロック造（ＣＢ）  鉄骨造(Ｓ)  ボーリング調査  静的貫入試験  標準貫入試験  水平地盤反力係数の測定

 鉄筋コンクリート造(ＲＣ)  壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)  土質試験  物理調査  平板載荷試験

 鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)  壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ) (3) 地盤調査及び試験杭の結果により､杭長､杭種､直接基礎の深さ､形状を変更する場合もある

 プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ) (4) ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

（４）階  数

地下 階 地上 階 塔屋 階

（５）主要用途

（６）屋上付属物

広告塔

煙突 キュービクル 　　 kN ﾃｰﾌﾞﾙﾘﾌﾄ      kN

有（　　　　　　　　　　　　　　） 無（７）増築計画

（８）付帯工事

門塀 擁壁

（９）特別な荷重

乗用エレベータ 人乗 ダムウェータ　　　kN

受水槽 　　　kN寝台用エレベータ 　　人乗

（１０）構造計算ルート Ｘ方向ルート (  １  ) Ｙ方向ルート (  １  )

２，使用構造材料

（１）コンクリート

設計基準強度 スランプ
適用箇所 種 類 備 考

(ＦC=N/㎜2) (cm)

捨コンクリート 普通 16 18 21 15

土間コンクリート 普通

基礎、基礎梁 普通 18

柱、梁、床、壁 普通 軽量 18

温度補正は別途加算する

（２）コンクリートブロック(ＣＢ)

 Ａ種  Ｂ種  Ｃ種 厚  100､  120､  150､  190
４，地業工事

（３）鉄筋
種類 径 使用箇所 継手工法

 ベタ基礎  布基礎  独立基礎 試験堀  有  無(1) 直接基礎
D16以下 リストによる  重ね継手

載荷試験  有  無 (D16以下) SD295B
異形鉄筋

 ガス圧接継手 SD345
 (D19以上)

 SR235  特殊継手丸    鋼

（                ）溶接金網
(2) 基礎杭  支持層 － 

（４）鉄骨

種類 使用箇所 現場溶接 備　考

 施工計画書承認  杭施工結果報告書杭仕様 SS400  SN400A  SN400B 有 無

 STK400 STKR400  STKR490 有 無
杭径 (㎜) 設計支持力（kN) 杭長さ (ｍ) 本数 特記事項

 SM490A  SM490B 有 無
鋼    材

 SSC400 有 無

 BCR295 有 無

有 無 SN490A  SN490B  SN490C

備    考

（５）ボルト

 高力ボルト Ｆ10Ｔ Ｓ8Ｔ Ｓ10Ｔ 認定品（                                ）M12 M16 M20 M22 M24

 中ボルト M12 φ＝ 高力ボルトすべり係数試験 要 否

 アンカーボルト 構造図による

 頭付スタッド

（６）屋根、床、壁

 ＡＬＣ板 厚

 折板 形式　 Ｈ＝ 　  mm 厚 

 デッキプレート 形式   厚 

形式   厚 

 ルーフデッキ 形式 厚

構 造 設 計 標 準 仕 様

18

（２）工事監理者の承認を必要とするもの５，鉄筋コンクリート工事
 制作工場  製作要領書  工作図  施工計画書

    大臣認定工場はＲグレード以上とする。（１） コンクリート
    材料規格証明書または試験成績書    コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし、施工に関してはJASS5による。
 鋼材  高力ボルト  特殊ボルト  スタッドボルト    セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

    社内検査表    調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。
（３）工事監理者が行う検査項目    寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、
（  印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）    打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。
 現寸検査  組立・開先検査  製品検査    フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技
 建方検査    術研究センタ－の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

（４）　接合部の溶接は下記によること    定器の表示部を－回の測定ごとに撮影した写真(カラ－)を保管し、承認を得る。
    日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」    測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試
    日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」    験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。
（５）　接合部の検査    構造体コンクリ－ト現場の圧縮度試験供試体（JASS5T-603）は、現場水中養生、
　　溶接部の試験は、公共建築協会「建築工事共通仕様書」により、    または現揚封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。
　　平均出検品質限界（ＡＯＱＬ）及び検査水準は、下記を標準とする。    また、打込み量が150m3をこえる場合は150m3ごと、またはその端数ごとに―回を

ＡＯＱＬ   一般建築物・・・4.0 ％ 検査水準   共通仕様書 　　第6    標準とする。―回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

    の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り Ⅰ・Ⅱ類建築物・・・2.5 ％ 　 　　　　超高層庁舎 　　第1

    ６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。     高カボルトは「JIS B1186の高カボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な
    ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コン     どを座金外径２倍以上の範囲でショトブラスト、グラインダー掛け等を用いて
    クリ－トの自由落下高さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送     除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態あること。ただし、シ

    に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する     ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが50S以上である場

    こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未     合は、赤さびは発生しないままでよい。

    満の賜合は150分、25℃以上の場合は120分以内とする。     高カボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

（２）　鉄　筋     序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

    鉄筋はJIS G3112の規格品を標準とする。     とする。

    鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長     締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

    さは｢鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準図(1)(2)｣または｢壁式鉄筋コンクリート構 （６）防錆塗装
    造配筋標準図(1)(2)｣による。     防錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外
    D19末満は、すべて重ね継手とする。継手（D19以上）をガス圧接とする場合は、     の部分とする。錆止めぺイントは、JIS K5674、２回塗りを標準とする。
　　公益社団法人　日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書　ガス圧接継手工事」による。     現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は
    ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同―日に施工した圧接箇所ごと（200     工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。
    箇所を超えるときは、200箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

無、引張試験 無    外観検査 有 有 無、超音波深傷試験 有 ７，設備関係
  　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、 Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型）

    特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。Ｓ型（スパイラル型）とする。

    コンクリ－ト及び鉄筋の試験は工事監理者の承諾のうえ、指定の試験機関で行うこと。     設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

    試験機関名     床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を

    代行業者名     5cm以上とする。

    代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

８，その他（３）　型　枠

    材料　合板厚　12㎜を標準とする。
    諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。    型枠存置期間
    各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い、工事監理者に報告すること。

種類 せ  き  板 支      柱     必要に応じて記録写真を撮り保管すること。
部位 基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

セ
メ
ン
ト

早強度ポルト  普通ポルト    早強度ポルト  普通ポルト    早強度ポルト  普通ポルト    早強度ポルト  

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント

存
値
期
間
の

の
種
類

高炉セメント  高炉セメント  高炉セメント  普通ポルト    

Ａ種          Ａ種          Ａ種          ランドセメント

平
均
気
温

シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント  

Ａ種          Ａ種          Ａ種          Ａ種          

シリカセメント

Ａ種          

の
材
令

コ
ン
ク
リー
ト

15℃以上 2 3 4 6 8 17 28

5℃～15℃ 3 5 6 10 12 25 28

(日) 5℃未満 5 8 10 16 15 28 28

コンクリートの 設計基準強度の
5Ｎ/mm2 設計基準強度の50％

圧縮強度 85％ 100％

注）１　片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

        行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

        一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

６，鉄骨工事

（１）鉄骨工事は指示のない限リ下記による
    日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

    鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

1 標準貫入試験深 Ｎ
土質

度 値 10 20 30 40 50 60

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

青森県弘前市大字大森字勝山 地内

構造設計標準仕様
－

０１

S-04図

便所、休憩室

制御盤　20kg ブロアー　40kg×2台

21

21

21

24

24

24

27

27

27

 SD295

    深さ設計ＧＬ- 1.00 ｍ、支持層 － 粘性土

９，令第129条の2の4　法適合確認

令第129条の２の４の事項　　

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

　　建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の

　　おそれがないものとすること。

　　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

　　建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、

　　緊結すること。

　　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は

　　無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

　　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした

　　鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくは

　　コンクリートブロック造とすること。

　　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　　　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

　　　構造とすること。

　　　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを

　　　設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

　　　伸縮継手又は可撓接手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な

　　　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他

　　これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の

　　震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

　　給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して

　　安全上支障のない構造とすること。満水時の質量が 15 ㎏を超える給湯設備については、

　　地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する

　　構造方法によること。

　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち

　　 　給湯設備に該当するものを除いたもの

 スクリューウェイト貫入試験

OnoKudou Sugimi

    （Nsw=0 以深まで浅層地盤改良を行う事）

    長期許容支持力度 65 kN/㎡
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構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

－

端部曲げ補強筋１本の場合

継　　手

SD295A

SD295A

d キャップタイ

8
d以

上

(3) 特記なき構造詳細は、日本建築学会「壁構造配筋指針」による。

ｄ

圧接面

P L1 P L1

(1)

Ｐ≧0.5Ｌ1

L1

L1
P

Ｐ＝0.5Ｌ1

(2)

L1 P L1

(1)

Ｐ≧0.5Ｌ1

(2)
L1

L1
P

Ｐ＝0.5Ｌ1

フックのない場合 フックのある場合

ガス圧接・ア－

ク溶接の場合
400mm　Ｐ≧

あき

間隔

ａ

はり

10
0基礎下端

補強筋

帯筋

φ

15
0

φ

基礎下端

φ

1.
5

L

3-D16

150

45

3-D16

杭頭部分

45
d

以上とする。100

主筋のかぶり厚さは

（各4箇所）

@3000フラッパー
スペーサー

一般部分

はつり部分（斜線部）

以
上

1.
4d

圧接面

d/4以下 d/
5以

下

圧接面

θ

圧接面形状

80゜

3mm以下

（単位：ｍｍ）

d0 d0

φ

壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）
１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

４．基　礎

５．耐力壁

６．使用可能な鉄筋の最大径（標準）

鉄筋の種類
基準強度の範囲

（N／ｍ㎡）

クリ－トの設計

普通、軽量コン

一般（L2)

SD295B
SD295A

SD345 18

25d フックつき

30d フックつき

35d または

40d または

25d または
15d フック

つき

10d かつ
150mm以上

特別の定着及び

重ね継手の長さ

（L1）

定 着 の 長 さ

下端筋（L3）

スラブ小　梁

30d フックつき

35d フックつき

40d または

45d または

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(2) 記号

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90°以下

(3) 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

(4) 鉄筋のかぶり厚さ

(5) 鉄筋のあき

(6) 鉄筋のフック

(2) 場所打ちコンクリ－ト杭

(1) 布基礎

(2) 上・下階耐力壁の各種配置

(1) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

(2) 杭 基 礎 (3) 耐力壁の縦・横筋の配置

(4) 耐力壁が交差する場合（平面）

d   異形棒鋼の呼び名に用いた数値

ＬＣ＠   間隔 r   半径 部材間の内法距離

Ｄ   部材の成 Ｒ   直径

部材間の内法高さh0

Ｓ.ＨＯＯＰ   補強帯筋ＨＯＯＰ   帯筋ＳＴ   あばら筋

中心線

φ   直径

d

R

d

R

d

R

折曲げ角度

図

鉄筋の余長 4d以上

180° 135° 90°

8d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)

折曲げ角度90°はスラブ筋・壁筋
の末端部またはスラブと同時に
打ち込むＴ形およびＬ形梁のキ
ャップタイにのみ用いる。

余長
余
長 余

長

d

R

d

R

図
による呼称

鉄筋の使用箇所
鉄筋の種類

る区分
鉄筋の径によ 鉄筋の折り曲げ

内のり寸法（Ｒ）

上記以外の

鉄　　　筋

SD295B,SD345

SD295B,SD345

帯　　　筋
あ ば ら 筋
スパイラル筋

D16以下

D16以下

6d以上

4d以上

3d以上

ガス圧接形状

圧接継手

1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

2. 継手位置は、応力の小さい位置に設ける事を原則とする

3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

＊＊ ＊

＊

構　　造　　部　　分 最小かぶり厚さ（mm）

屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　　・非耐力壁

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁

基礎（捨コンクリ－ト部分を除く）

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分・　

基礎つなぎ梁

20

30

40

60

〔注〕

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。）

　　又、軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。

＊＊　片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。

＊　耐久性上有効な仕上げがない場合は、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。

異形鉄筋

〔8-(1)の ａ 参照〕

ａ.異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

ａ．壁長が1ｍ以下の壁横筋の末端　 ｂ.あばら筋、帯筋　 ｃ．煙突の鉄筋

印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

　　　・原則として(1)とし、止むを得ない場合のみ(2)とする。

但しＬ≦φの場合

Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。

所定の位置に止まった場合 所定の位置より低く止まった場合

φ300
φ350

杭　径

補強筋

帯　筋

6-D13 8-D13

400φ 450φ 500φ 600φ

10-D168-D1610-D13

10d又は重ね継手45d

フ－プ筋の継手は片側溶接

杭
主

筋
 4
0d

80
0～

10
00

余
打

10
0 
以
上

縁あき 200 以上

部位

構造種別

コンクリ－ト造
壁式鉄筋 D22 D22 D25 D16 D16 D16

塀非耐力壁ス　ラ　ブ耐　力　壁
壁　　梁
がりょう
小　　梁 基　礎　梁

基　　　礎
布　基　礎

Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置

フ－チング

捨コンクリ－ト

基礎梁主筋
(D13以上)

床スラブ

壁縦筋

フ－チング主筋

打継ぎ面

曲げ
補強筋

折り曲げ
不可

打継ぎ面

L2

150以上 150以上

布基礎２回打ち（フ－チングと

立上がり部分を分ける）の場合

ベ－ス筋

（直交布基礎の縁に配置する）

Ｐ
Ｐ
以
下

Ｐ
Ｐ

＋形交差部

Ｔ形交差部

Ｌ形交差部

布基礎交差部の配筋（平面）

8.(3)の上・下筋

を読み替える

Ｐ：ベ－ス筋の

設計間隔

Ｐ Ｐ

基礎ばり
下端主筋

交差部ベ－ス筋

配力筋
（交差部まで延ばす）

L2以上

L2以上

L1以
上

壁　縦　筋

立
上
り
筋

L1 L1
L2

曲
げ
補
強
筋

P/
2

横
筋
ﾋﾟ
ｯﾁ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

床スラブ

180以上

幅止め筋D10
縦横筋3段ごと

壁横筋

180未満

D13以上

L2

横
筋
ﾋﾟ
ｯﾁ
Ｐ

P/
2

壁横筋

D13以上

耐力壁と床・屋根スラブ

片側スラブ

L2

L2

両側スラブ
複配筋

片側・両側
スラブとも

耐力壁の長さ

上階耐力壁補強筋

壁ばり主筋

下階耐力壁補強筋

壁ばり縦筋

L1

L2

L2

延ばすと
施工がし
やすい

ｅ

Ｄ

絞る

D
ｅ

≦
6
1

D
ｅ

6
1

＞

Ｄ

L1

L2

L2

壁ばり主筋
（通し筋とする）

ｅ

単配筋の場合

P/2 Ｐ Ｐ

12
0以

上

D13以上

横筋D10以上

P/2 Ｐ Ｐ

15
0以

上

端部曲げ補強筋２本の場合第1縦筋

注）壁長1500以下の場合はHOOP状に加工すること

P/2 Ｐ P/2

調整区間Ｐ以下複配筋の場合

曲げ補強筋 第１縦筋 縦筋 15dかつ150

2-D13以上

18
0以

上

Ｐ

c

ｂ

a

Ｔ形交差部の縦・横筋などの配置

＋形交差部の縦・横筋などの配置

単配筋の場合

単配筋の場合

単配筋の場合 複配筋の場合

複配筋の場合

複配筋の場合

通し筋

曲げ補強筋

L1

P/2 Ｐ Ｐ

Ｐ
P/
2

L2

第１縦筋

定着長さL2
L2

中心を越えてから

曲げる

L1

L2

L2
L1

L2

L1

L2

縦筋D10以上

横筋D10以上

第１縦筋

曲げ補強筋
D13以上

耐力壁

横筋（通し筋）

Ｐ Ｐ
L2

Ｐ
P/
2

幅止メ筋D10 3本ごと

縦筋D10以上

横筋D10以上

縦補強筋
D13以上

Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ

L2

曲げ補強筋D13以上

L2

横
筋
と
同
径
同
間
隔

横筋
縦筋

ＰＰ

Ｐ
Ｐ

縦補強筋1-D13以上

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

縦補強筋4-D13以上
L2

第１ベ－ス筋

L2

Ｐ
Ｐ

第１縦筋D10以上 縦筋D10以上

また、特殊な場合には、はかま筋を配置する

配力筋および交差部ベ－ス筋を配置する

原則として基礎ばり下端主筋・ベ－ス筋・ 

Ｐ：ベ－ス筋設計間隔

幅止め筋D10

鉄筋を90°に

水平（鉛直）に曲げ

直交筋外側に

回し配筋

鉄筋端の180°

フックを直交筋に

かけ掛け

ロ

イ

ハ

ロ

イ
ロ

ハ

ロイ

屋根スラブ交差部補強筋
壁ばり主筋または

重
ね

継
手

コンクリート止め

D19～D25

D19～D25

2 2 2

θ＞

d

ｂ.粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上

ベ－ス筋の間隔は原則として200㎜以下とし

配力筋の間隔は300㎜程度とする

L2

L2

屋根スラブ

上階単配筋

下階複配筋

壁単配筋
壁単配筋

両側スラブ

曲げ補強筋

(4) 基礎接合部の補強

(3) べた基礎

40
70

1
ａ≧3

L2
又
は
L3

≧
15
d

L2

1

2

※印筋はD10-@200とする

※
※
※

※※※ L2

300

H500＜H≦1000

3-
D1
3

梁
幅

W1

L1

L2
L1

L2

2-D16以上

45°～60°

１．耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを

　　参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．②の鉄筋はD13以上とする

４．埋戻し土のある場合は40を70とする

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう H≦500は※印筋は不要とする

1.1d以上

L2

L2

布基礎杭 独立基礎杭

かぶり厚さ2
0d
以

上

φ

P以下

200以下

200以下

P以下

P

〃
〃

P

3～4φ以上

杭頭部補強配筋範囲

PはSTRP間隔

かぶり厚さ2
0d
以

上

φ

180°ﾌｯｸ付

90°ﾌｯｸでも可
余長4d以上

180°ﾌｯｸ付

は
か
ま

筋
基

礎
筋

15d15d

はかま筋

基礎筋基礎筋の上下の位置は
太い径を下端に配置する

90°ﾌｯｸでも可
余長4d以上

20
d

2
0d

壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１） ０２

※修正箇所は下線を引くこと

※片持スラブ上端筋の先端

鉄筋は、SD295A,SD295B,SD345を使用する。

折曲げ内法寸法Ｒは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

21    24

コンクリートは普通Fc=18N/mm 以上24N/mm 以下、軽量Fc=18N/mm 以上21N/mm 以下2

L2

φ

（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）

(1) ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

L2

D10 @150

敷込み砂利（砕石）

OnoKudou Sugimi
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（2）鉄筋標準配筋 但し φ≦D/3 とする

幅が18cm以上の場合は閉鎖型

L1
2段筋

腹筋

2段筋
L2

L2

L2L2 Ｐ Ｐ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

幅止め筋D10-@1000以下 調整区間Ｐ以下

a 壁梁

b 小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ

水平補強筋
1-D13以上
＝1200

水平補強筋
1-D13以上
＝1200

水平補強筋
1-D13以上
＝1200

水平補強筋 1-D13以上
＝1200

Ｒ階

L1

L2

1-D13以上

2-D13以上
（外壁）

（内壁）

最上階
一般階

L2

L1
水平定着

基礎

水平定着

L2

L2 L2

水平補強筋
1-D13以上

＝1200
＝1200

L1

水平定着

水平定着

水平定着 水平定着

L2

水平補強筋
1-D13以上

1-D13以上

2-D13以上
（外壁）

（内壁）

水平定着

ｃａ ｂ ｃｂ

ａ

ｂ

ｃ

ａ
ｂ

複配筋 単配筋

スラブ

補強筋D13以上

ａ ｂ

ａ

ｂ

L2 D13
肩筋D13以上

10
d以

上

10dかつ150以上

15d

15d

ａ

ｂ

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

径で　　＝1500とし、上端筋の下に配筋する

※印の箇所（入隅）は各階補強する

L1

L2

片持階段と受け壁(

)

)

( スラブ階段

外端

継手位置

定着
L2

L3

25
0以

上

Ｂ

壁梁幅

250

あばら筋かけ始め

*

*

2/3Ｂ以上

0.25

0.1

/3 /3 /3

0.3
250L1

（上端筋継手位置）

内端（連続端）

1ヶ所で同時に多数の
鉄筋を切らないこと。

(注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。

*

あばら筋かけ始め
*

250 0.15

/4

L1

（下端筋継手位置）

平　面

正
　
面

正　面
θ＝45°

複配筋 単配筋

あばら筋

8d

6d

4d

6d

片側床版付（Ｌ型）梁で　　、

（イ）原則として　　のフック先曲げとする。

両側床版付（Ｔ型）梁で　　とすることができる。

（ロ）フックの位置は　　にあっては交互、

　　にあってはスラブ側とする。

逆梁

はり幅の最小寸法（構造体寸法）

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする

壁ダブル配筋

壁シングル配筋 おさまりＡ おさまりＢ

曲げ補強筋曲げ補強筋

壁梁鉛直断面

（開口の径500程度の場合）

周囲補強筋

斜め補強筋

D13

D13D13
L1

L1

L1

L1

L1

L1

孔と孔のへりあき100以上

軽作業の土間 間仕切壁との交差部

L2

50

25
d

L1

15d

L1

L2

15d
L3

L2

L1
L2

L2

L2

L2

600

D

15
0

150300

D13

30
L3

L2補強筋D13以上

スラブ

片持床スラブ

一般床スラブ

片持スラブ

曲げ補強筋D13以上
（壁縦筋とは別に

配筋する）
縦筋

L2
L2

L2

他端にスラブがある場合 他端にスラブがない場合

x

x/4 /4

/4
/4

y

継手位置は原則として下表による。

≦1200

L1
/2

上端筋

4-D13

5-D13

（　＜900）

L1
/2

1200＜　≦1500

手摺

パラペット

一般の場合 下部防水立上りのある場合

D13

120以上

L2D13

10
0以

下

Ｈ

D1
0@
15
0

（但し、Ｈ＞800以上の場合、

設計図による）

D13
150以上

Ｈ
L2

10
0以

下

L2 L2

ｔ

D13

溶接　＝100

溶
接
　
＝
10
0

ｈ
0

L2 L2

溶
接
　
＝
10
0

ｈ
0

D13

※

/4 /2 /4

壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）
７．壁梁、小梁

８．床　板

９．階　段

１０．その他

１１．梁貫通孔補強

(1) 壁梁の標準配筋図

(2) 壁梁の範囲

(3) 定着

(4) あばら筋の型

(5) 壁梁と壁のおさまり

（1）定着および継手

（２）屋根スラブの補強

（３）片持ちスラブ出隅部補強

（４）床板開口部の補強

（２）コンリ－トブロック帳壁

（１）手摺、パラペット

（６）土間コンクリ－ト

（５）床板段差

注）ｈ0≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

D13以上

L2 いなずま筋 D10@200

D10

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ　　Ｃ短辺・長辺方向

長  辺  方  向

短  辺  方  向
上端筋

下端筋

床板厚さ D

D≦150

150＜D≦200

周囲 斜め

各2-D13

各2-D13

各1-D13

　　鉄筋を開口をさけて補強する。

　　部によって切断される鉄筋と同じ

　　縦・横・斜め補強筋とは別に開口

注）設備の小開口が連続してあく場合

曲げ補強筋お
さ
ま
り

は
り
主
筋

（単位mm）

Ａ

D13

D16

D19 170

160

160

D13 D16

160

170

180

Ｂ

D13

D16

D19 185 200

190175

175 180

D16D13

曲げ補強筋は
り
主
筋

お
さ
ま
り

下筋

上筋

上端筋

下端筋

　5-D13かつ

　上筋径以上

　5-D13かつ

　鉄筋長は上筋の1/2以上

Ｃ Ａ Ｃ

ＡＢＡ

Ｃ Ａ Ｃ

（注）かぶり厚さ30mmの場合

縦
筋

D
1
0＠

4
0
0

横筋D10@600

縦
筋

D1
0＠

40
0

横筋D10@600

ｔ

D13

D13

L2ｈ

D10@400L2 L2 L2 L2

L2

L1

D10@150ダブル

D10@200ダブル

折り曲げ D10-@200

補強あばら筋は小梁主筋側
に必ず入れること。

壁梁の長さL2 L2

D以下

D

せん段補強を要する範囲

L2 L2 L2

L2 L2 L2

e

e≦D/6

壁長の大きい場合 壁長の小さい場合 無開口の場合

150以上 150以上 150以上150以上 150以上

x

x
x

（900≦　≦1200）

L1

L1

L1

各1-D13

D

L1

D

L1

2D

L1

L1

D以
下

D13

2D

H D≦
H≦

2D

D10@150

D16
全断全断

D10-@200

（1）既製品 (使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと)

□リング型　　□パイプ型　　□金網型　　□プレート型

※ 大臣認定品を使用する事

設置可能範囲

ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く

80≦φ≦100 100＜φ≦150 150＜φ≦250

折　筋　　2-(2-D13) 折　筋　　2-(2-D13) 斜　筋　　4-(2-D13)

縦　筋　　ST 2-D13 @100 縦　筋　　ST 2-D13 @50 縦　筋　　ST 2-D13 @50

横　筋　　2-(2-D13) 横　筋　　2-(2-D13)

　縦筋　　ST 2-D13 @50 　縦筋　　ST 2-D13 @50上
下

上
下

φ φ φ

D

2φ2φ

(スターラップ補強範囲)

φ

45°

25
0以

上

※

孔補強の有効範囲と
定着長さのとり方

確認された場合は右
記の位置、寸法によ
らなくても良い。

※部分について計算で

(φ1+φ2)×3/2以上

φ1 φ2

貫通孔は連続して間隔等が取れない
場合は設計者又は工事監理者と打合
せのこと。

※

25
0以

上

L1

L1

L1

壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２） ０３

L=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による

※修正箇所は下線を引くこと

原則として梁端部(スパン　/10以内かつD以内)は避ける

OnoKudou Sugimi



株 式 会 社

一　級　建　築　士　事　務　所

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

備考

工 藤 金 正 建 築 設 計

担　当 製　図 年月日承　認
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ｓ
R 7. 3

構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

－
０４地 質 調 査 図

申請建物

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

調査位置図

S-3

H=125.084m

設計GL＝125.40mとする

設計GL

34

H=125.366m H=125.193m H=124.817m

58
3

設計GL

20
7

設計GL

設計GL

48
985
4
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H=124.817m

S-4

S-5

S-2

S-1

1,
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地盤改良
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OnoKudou Sugimi



株 式 会 社

一　級　建　築　士　事　務　所

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

備考

工 藤 金 正 建 築 設 計

担　当 製　図 年月日承　認
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ｓ
R 7. 3

構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

－OnoKudou Sugimi
０５

　８　管理試験

　７　報告

　　　施工過程における管理方法は次の通りとする。

　６　施工管理

　　造成する工法である。

　５　施工

　　　本工法は現地盤土とセメント系固化材をバックホウで混合し、所要の強度を有する改良体を

　１　工法概要

　　　 (1) 施工

　　　　　 改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良体を散布する。

　　　　　 混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。

　　　　　 改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。

　　　　　 施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。

　　　　　 施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。

　　　 (1) 固化材散布量

　　　　　 マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。

　　　 (2) 改良厚さ

　　　　　 混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。

　　　 (3) 混合程度

　　　　　 固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。

　　　 (1) 施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）

　　　 (2) 固化材散布量、改良厚さの状況写真

　　　 (3) 管理試験結果

　　　 (1) 一軸圧縮試験

　　　　　 1) 現場採取供試体

　　　　　　   1ヶ所から改良土を採取し、寸法φ5㎝×10㎝の供試体を 3 個/箇所

　　　　　   作成し、一軸圧縮試験を行う。

　　　　　 2) 材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。

　　　 (2) 六価クロム溶出試験

　　　　　 国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）「セメント及び

　　　　　 セメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による

　　　　　 六価クロム溶出試験を実施し、試験結果を提出するものとする。

　　　　　　　　　　 事前配合試験段階　　　1 検体
　４　配合管理

　３　特記事項

　　を明記する。

　　本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項

　　改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。

　２　一般事項

　　　 (1) 工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）

　　　 (2) 工程表

　　　 (3) 施工方法（仕様固化材、配合量等）

　　　 (4) 施工機械

　　　 (5) 施工管理方法

　　　 (6) 品質管理方法

　　　 (7) 安全管理方法

　　　 (8) 請負業者の本工事責任者名

　　　 (9) 本工事施工業者名および施工責任者名

　　　 (1) 改良厚さ、位置等は設計図による。

　　　 (3) 必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。

　　　 (1) 地盤改良に使用する固化材は、六価クロム抑制タイプのセメント系固化材とする。

　　　 (2) Fc＝（1‐m・V）・quf

　　　　 　quf＝Fc /（1‐m・v）

　　　　　 qul＝quf / d1  V：変動係数＝0.45

 m：相関係数＝1.3

Fc：設計基準強度（kN/㎡）

3

　　（(財)日本建築センター）による。

　　　本工事は、本特記仕様書によるほか、「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」

d1：現場/室内強度比（0.5～0.8）

　　※0.7を採用

　　　 (4) 推定配合量　 80 kg/ｍ （最終的には配合試験により決定する）

　　　工事完了後、次の事項について報告書をまとめて、監督員に提出する。

浅層地盤改良工法特記仕様書

浅層地盤改良工法特記仕様書

　　　 (2) 改良体の設計基準強度：Fc＝ 195 kN/㎡

　　　 (3) qul＝｛ 195 /（1‐1.3×0.45）｝/ 0.7

　　　　　　  ＝ 671 kN/㎡

2
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※ コンクリート壁は、１階壁を示す
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FG1 FG1 FG1 FG1 FG1

FG
11

FG
11

FG
11

FG1
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1

-50

-10～-40

±0

１階梁伏図　S=1:100

特記なき限り以下とする。

　1.コンクリート壁は、W18とする。

　2.W18の壁は、壁芯＝通り芯とする。

　5.スラブ天端レベル無印は、1SL=1FL-10とする。

　6.　　  内は、1FLからのスラブ天端レベルを示す。

　3.地中梁天端レベルは、1FL-200（GL-50）とする。

Y1A Y1A

FG
11

FG
11

FG
11

基礎伏図　S=1:100

　1.基礎は、布コンクリート F1 とする。

　2.基礎下端は、GL-1,000とする。

FG1

　4.　　　は、土間コンクリート t=150 を示す。

基礎伏図、１階梁伏図
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1
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0

1,
40

0

1,400 1,400

基礎下端全面 浅層地盤改良

B18.8m×L9.2m×D平均1.8m

　5.地盤改良厚さDは軟弱地盤(Nsw＝0)以深まで浅層地盤改良を行う事。

　3.設計用地耐力 Fe＝65kN/㎡（長期）

　4.基礎下部は浅層地盤改良を行い、設計用地耐力 Fe＝65kN/㎡（長期）確保する事。

(深さは設計ＧＬ-1.05ｍから-1.8ｍ）
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※ コンクリート壁は、１階壁を示す

特記なき限り以下とする。

　1.コンクリート壁は、W18とする。

　2.W18の壁は、壁芯＝通り芯とする。
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　3.梁天端レベルは、水勾配なりとする。

　4.スラブ天端レベルは、水勾配なりとする。
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40

3
,1

00

3,
25

0
1
,0

9
0

4
,3

40

基礎下端 1
,0

00

1,630
235

235

Y1A通り軸組図　S=1:100

2,
52
0

58
0

1
,4
5
0

74
0

1
,1
40

8
10

1,
15
0

2,
15
0

95
0

9
50

2
,1
50

G2 G3 G4 G8

G5 G5 G5 G5 G6
G7 G7 G7

基礎下端 1,
00

0

F1

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1
基礎下端 1,

00
0

基礎下端 1
,0

00

FG1FG1

F1

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1

F1

F1 F1

2
,4
50

6
50

1,075 1,120

OnoKudou Sugimi
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株 式 会 社

一　級　建　築　士　事　務　所

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

備考

工 藤 金 正 建 築 設 計

担　当 製　図 年月日承　認
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ｓ
R 7. 3

構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

1：100

特記なき限り以下とする。

　1.　　　は、W18とする。

1FL 

GL 

最高軒高 

最高高さ 
1
50

軸組図（２）

Y1 Y1A Y2 Y3

X1通り軸組図　S=1:100

G11

1FL 

GL 

最高軒高 

最高高さ 

15
0

Y1 Y1A Y2 Y3

X2通り軸組図　S=1:100

Y1 Y1A Y2 Y3

X3通り軸組図　S=1:100

Y1 Y2 Y3

X4通り軸組図　S=1:100

Y1 Y2 Y3

X5通り軸組図　S=1:100

3,
10

0

3
,2

50
1,
0
90

4,
34
0

3,200 3,200

3
,1

00

3,
25

0
1
,0

9
0

4
,3

40

3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200

3,200 3,200

700 2,100 2,300 2,000

6,400

700 700 2,100 2,300 2,000

6,400

700 700 2,100 2,300 2,000

6,400

700 700 2,000

6,400

700

700 2,000

6,400

700

基礎下端 1
,0

00

4,400

4,400

Y2A Y2A Y2A Y2A

Y2A

10

3

10

3

10

3

10

3

10

3

10

3

X6通り軸組図　S=1:100

Y1 Y2 Y3

3,200 3,200

700 2,000

6,400

700

Y2A

2,300 2,100

FG11 FG11

Y1 Y2 Y3

G11

3,200 3,200

700 2,000

6,400

700

Y2A

10

3

2,300 2,100

FG11 FG11 FG11

X7通り軸組図　S=1:100

90 1,820 90

2,
15
0

95
0

640 1,020 1,540

Y1A Y1A

91
0

340 1,320 90 1,820 90
440

1
,3
50

84
0

2
,5
20

2,
52
0

G14 60
0

基礎下端 1,
00

0

FG11 FG11

F1

FG11 FG11 FG11 FG11 FG11 FG11

G13

FG11 FG11

G12

F1 F1

F1 F1 F1

F1

OnoKudou Sugimi
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株 式 会 社

一　級　建　築　士　事　務　所

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

備考

工 藤 金 正 建 築 設 計

担　当 製　図 年月日承　認
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ｓ
R 7. 3

構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

1：30基礎リスト、地中梁リスト
スラブリスト、雑配筋図、壁リスト

符 号 Ｆ１

断 面
(Fc=24N/㎜ )2

基礎リスト　S=1:30

スラブ配筋リスト

下端筋

上端筋

位　置

t = 150

スラブ厚記　号

Ｓ１

下端筋

上端筋
t = 150

D10･D13 @200

D10･D13 @200

D10･D13 @200

D10･D13 @200

ＣＳ１
D10 @200

D10 @200

D10･D13 @200

D10･D13 @200

備　　考短辺方向（主筋）

全　域 全　域

長辺方向（配力筋）

(モチアミ)

スラブリスト 雑配筋図　S=1:30

土間コン配筋詳細図

D10 @200

15
0

符 号 Ｗ１８ 開口補強筋

40
d

40d

40
d

40
d

開口

壁リスト　S=1:30

15
0

補

強

筋

タ テ 筋

タ テ 筋

ヨ コ 筋

ヨ コ 筋

斜 メ 筋 1 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 3

D10 @250 ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

D10 @250 ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

断 面

(Fc=24N/㎜ )

180

砕石 2

符 号

位 置

Ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

ｽﾀｰﾗ ｯ ﾌ ﾟ

全 断 面

ＦＧ１

220× 950

2 - D 1 6

2 - D 1 6

　 -D10 @200

腹 筋 4 - D 1 0

全 断 面

220× 950

2 - D 1 6

2 - D 1 6

　 -D10 @200

4 - D 1 0

ＦＧ１１

Ｄ１６

鉄筋記号

1FL 1FL

GL GL

断 面
2(Fc=24N/㎜ )

Ｄ

Ｂ

5
0

特 記 事 項

1.Ｂ×Ｄ

2.幅止め筋は、D10 @1,000とする。

捨コン

地中梁リスト　S=1:30

15
0

15
0

9
50

20
0

5
0

9
50

20
0

5
0

1FL

GL

15
0

D10 @250

L
2

補強筋をL2定着する

上部に壁がない場合

2-D13

上部に壁がある場合

1FL

GL

1
50

L2

2-D13

D10 @250
壁タテ筋をL2定着する

置きスラブ配筋要領　S=1:30

OnoKudou Sugimi
１０

浅層地盤改良 浅層地盤改良

GL

1FL

D10 @200

D13

D13 @200捨コン

1
50

1
,0
0
0

1,000

2
50

浅層地盤改良

50

1
,8

00
程

度



株 式 会 社

一　級　建　築　士　事　務　所

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

備考

工 藤 金 正 建 築 設 計

担　当 製　図 年月日承　認
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ｓ
R 7. 3

構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

1：30
大梁リスト、小梁リスト

Ｇ８Ｇ７

全 断 面全 断 面

Ｇ６Ｇ５Ｇ４Ｇ３Ｇ２

全 断 面全 断 面全 断 面全 断 面全 断 面
階

全 断 面

Ｇ１

位 置

符 号

大梁リスト　S=1:30 小梁リスト　S=1:30

Ｂ２

全 断 面

Ｂ１

全 断 面位 置

符 号

3 - D 1 3

3 - D 1 3

1 80× 580 180× 1,640

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

　 -D10 @250

180× 1,740180× 1,5501 80× 740180× 650180× 950

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

180× 1,240

ｽ ﾀ ｰ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

下 端 筋

上 端 筋

Ｂ × Ｄ

Ｇ１４

水 上 側水 下 側

Ｇ１３

水 上 側水 下 側水 上 側水 下 側

Ｇ１２Ｇ１１

Y2通り側端部Y3通り側端部
階

位 置

符 号

腹 筋 D10 @250 D 10 @2 50 D 10 @2 50 D 10  @2 50 D 10  @2 50 D 10  @2 50 D 10  @ 250 D 10  @ 250

1 80× 980180× 600

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

180× 1,4401 80× 950

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

180× 1,800180× 1,560

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

180× 1,1801 80× 580

ｽﾀ ｰ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

下 端 筋

上 端 筋

Ｂ × Ｄ

腹 筋 D10 @25 0 D1 0 @ 25 0 D1 0 @25 0 D1 0 @25 0

Ｒ

階

断 面
(Fc=24N/㎜ )2

Ｒ

階

断 面
(Fc=24N/㎜ )2

特 記 事 項

1.Ｂ×Ｄ

Ｄ

Ｂ

鉄筋記号

Ｄ１３

2.幅止め筋は、D10 @1,000とする。

3 - D 1 3

3 - D 1 3

　 -D10 @250　 -D10 @250

2 - D 1 3

2 - D 1 3

ｽ ﾀ ｰ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

下 端 筋

上 端 筋

Ｂ × Ｄ

腹 筋

特 記 事 項

1.Ｂ×Ｄ

Ｄ

Ｂ

2.幅止め筋は、D10 @1,000とする。

鉄筋記号

Ｄ１３

D10 @25 0 D10  @ 25 0

断 面
(Fc=24N/㎜ )2

1 80× 600 180× 600

OnoKudou Sugimi
１１



4-D134-D13

2-D13

株 式 会 社

一　級　建　築　士　事　務　所

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

備考

工 藤 金 正 建 築 設 計

担　当 製　図 年月日承　認
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ｓ
R 7. 3 1：40

構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y1

Y1A

Y2

Y3

Y1

Y2

Y3

１階平面配筋詳細図　S=1:40

690 720 1,290 620 1,260 620 1,290 720 290 1,240 1,820 1,240 940 720 440

160970970

44
0

1
,3

20
34

0

6407207402,0251,1201,1551851,1001,0153051,1201,0753551,1201,225

1,490 1,210 2,070 430 1,150 1,150 2,100 50 1,580 2,670 610 1,490

2,700 2,500 2,300 2,100 4,300 2,100

16,000

2
,1
0
0

2
,3

00
2,

00
0

6,
4
00

2,
30

0
2
,1

00
2,

00
0

6,
4
00

4-D13 4-D13

4-D13

4-D134-D13

4-D13 4-D13

2-D132-D13 2-D132-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13

2-D132-D13

2-D13 2-D134-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D132-D13 2-D13

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

4-D13

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

4-D13

4-D13 4-D13D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

4-D13

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D134-D13 2-D13

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13 4-D13

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13 2-D13 2-D13

D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10@250ﾀﾞﾌﾞﾙ

配 筋 詳 細 図

2-D13

2-D13

2
,7

40
1,

02
0

6
40

Y1A

2-D13

2-D13

1,630235 235

コンクリート壁は、１階壁を示す。

特記なき壁は、W18(t=180) とする。
W18 の壁は、壁芯＝通り芯とする。

OnoKudou Sugimi
１２



株 式 会 社

一　級　建　築　士　事　務　所

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

備考

工 藤 金 正 建 築 設 計

担　当 製　図 年月日承　認
工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Ｓ
R 7. 3 1：40

構造設計者　一級建築士　第241724号 　 小野芳美

架 構 配 筋 図

2,100

Y1 Y1A Y2A

10

3

2-D13

2-D132-D13

2-D16

2,300 2,000

Y2 Y3

特記なき限り下記による。

　壁は、W18 とする。
　壁筋は、縦横共 D10@250ダブル とする。

　G梁のスターラップは、D10@250 とする。

　FG梁のスターラップは、D10@200 とする。
　斜メ補強筋は、1-D13 とする。

　幅止筋 D10@1,000 以下　千鳥

X1通り架構配筋図　S=1:40

3,200 3,200

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

265
9090

2-D13 2-D13 2-D132-D13 2-D13 2-D13

2-D13 2-D13

2,700 2,500

X1 X2 X3

Y2通り架構配筋図　S=1:40

特記なき限り下記による。

　壁は、W18 とする。
　壁筋は、縦横共 D10@250ダブル とする。

　G梁のスターラップは、D10@250 とする。

　FG梁のスターラップは、D10@200 とする。
　斜メ補強筋は、1-D13 とする。

　幅止筋 D10@1,000 以下　千鳥

1
50

3
,1

00

3
,2
5
0

1,
09

0

4
,3

4
0

90 1,135 1,120 985 1,120

1FL 

GL 

最高軒高 

最高高さ 

50
2,

15
0

95
0

1
,0
0
0

基礎下端 

G5 G5

2-D13 2-D13

2-D13 2-D13

2-D16

2-D16 2-D16

2-D16

215
90

FG1 FG1

F1 F1

2-D16

FG11FG11

2-D16

2-D13

2-D132-D132-D132-D13

2-D16

2-D13

2-D13

G11

2
,5

20
58

0

2-D13

2-D13
1-D13

2-D13
1-D13

OnoKudou Sugimi
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Kudou
Ｅ

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所 工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7. 3OseSugimi －
０１電気設備特記仕様書

70.4 新築１棟1RC造休息便益施設

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事　電気設備工事特記仕様書

弘前市大字大森字勝山９６１－３１．工事場所

各
　
　
　
設
　
　
　
備

　架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）」によるものとし、次による。
ＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００Ｖケーブルの種類○

　　ポリエチレンシースケーブル（6600V CET/F(EE)）

　　ポリエチレンシースケーブル（6600V CE/F(EE)）
6600V トリプレックス形架橋ポリエチレン絶縁耐燃性

6600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性
6kV EM-CE(EE)

6kV EM-CET(EE)

種　　　　　類呼称（図示記号）

　転倒、破損等が生じないようにする。
　に応じて、次の設計用水平地震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、

●○　　　　　特定の施設　　　　　　一般の施設（１）施設の耐震安全性の分類

別表第１の区分
消防法施行令

延面積(㎡)
建築基準法上の

○
○

（ ３ ） 横 引 き 配 管 等 の 耐 震 支 持 は 、 施 設 の 耐 震 安 全 性 の 分 類 に 応 じ た も の と す る 。

（２）設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び設置階

中央監視装置

　1,300床上～中心ｽｲｯﾁ(自動ドア)

寸法：W=180mm程度,H=50mm程度

　　500床上～中心接地端子箱

　　800床上～下端試験用接地端子箱

受
変
電

雷
保
護

監督職員に報告する。（非常用の照明装置）
非常用の照明装置の照度測定箇所は、工事全体で計　　　　箇所以上とし、○ 照度測定

　　（平成１２年法律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関

　　　工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものとする。
　　　する基本方針（令和３年２月閣議決定）」に定める特定調達品目「公共

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

○

　　　ナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。
　・固定金具
支持金物●

５０ＨＺ電源周波数●

　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

　　　ス製（ＳＵＳ３０４）とし、屋外機器のアンカーボルトのナットには
　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレ

　・水槽類には燃料小出槽を含む。

　　　ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が

Ｅ種○Ｄ種○Ｃ種○Ｂ種○Ａ種種別 ○
設置しない。○設置する。○防護シート

外部足場
○

○
○○ 脚立、足場板等種別内部足場

方式により行う。
関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場
ては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に
　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっ

○ 本工事で設置する。

○
○

各
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備
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　材質：アクリル　　文字：印刷文字

配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けなくともよい。

の１Ｐサイズ(100V2P1E,200V2P2E)とする。
分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、JIS協約形●

で立上げる。
場合（ＰＦ２２）を１本、５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井ま
埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の○

明るさセンサが設置されない部屋は、工事全体で計　　　　箇所以上
明るさセンサが設置される部屋は、センサ１個につき１箇所以上

一般照明の照度測定箇所は、下記によるものとし監督職員に報告する。

とする。
ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般形(ＬＮ)」

ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。
則として点滅系統内の第１照明器具近傍とする。
天井内に取付けるターミナルユニット付リモコンリレーの設置場所は、原

（計　　枚）● 便　所（計３枚）　注意プレート設置室：
　　　　　　　灯しますので、その際は再度身体を動かしてください。」
　参考文例：「人の動きを検知して点灯します。一定時間動きがなければ消

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

　2Ｐ15Ａ(接地極付抜止形)×4 ｺｰﾄﾞ3ｍ(ﾏｸﾞﾈｯﾄ付)通電表示灯付
特記の無いﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用ＯＡﾀｯﾌﾟは次の仕様とする。

樹脂製○アルミ製○

ネーム付きとする。

○ 制御盤

● 分電盤

○ 照度測定

● ＬＥＤ照明器具

ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ
○ ﾀｰﾐﾅﾙﾕﾆｯﾄ付

プレート
● 人感センサー用

OAﾀｯﾌﾟ
○ ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用

配線器具の蓋
○ ＯＡフロアー用

● タンブラスイッチ

）

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。●

○○
下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。○

居室に設置する分電盤は指定色塗装を施す。○

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。

○（ ○ 居　室

●

○

機器取付高さ

塗装

位置表示
接地極の種別及び●

水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。
○ 銅合金製アルミ製○

○ 樹脂製金属製（ステンレス、新金属も含む）●

○ フロアプレート

フラッシプレート●

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。
分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本

とする。
合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ－２５

屋外、及び地下ピットで使用する厚鋼電線管のうち特記のないものは
「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量３００ｇ／㎡以上）」仕上げとする。

○ インサート

● 電 線 本 数 、 管 路 な ど

○ 合 成 樹 脂 製 可 と う 管

● 厚鋼電線管

ＥＭケーブルを使用する。
新設する電線類は、図面に「ＥＭ－○○」の記載がなくとも、ＥＭ電線、電線・ケーブル●

1,800～2,200床上～中心引込開閉器

● 環境への配慮

（ パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 及 び 系 統 連 系 保 護 装 置 ）

LED照明器具（一般屋内用に限る。）

可変速運転用インバータ装置

監視カメラ装置
太陽光発電装置

中央監視制御（監視制御装置）

交流無停電電源装置
高圧負荷開閉器
高圧限流ヒューズ
高圧進相コンデンサ
高圧変圧器（特定機器）

制御盤

照明制御装置

キュービクル式配電盤
高圧スイッチギア（CW形）
高圧スイッチギア（PW形）
高圧交流遮断器

分電盤

製造業者等名機　材　名

とする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

１００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１１００Ω以下○ ＬｔＥアンテナ保安器

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組　１０Ω以下
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１５００Ω以下ELＥ漏電遮断器回路

　　　Ω以下
　　　Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　１０Ω以下
１００Ω以下

　１０Ω以下
１００Ω以下

１００Ω以下
　　　Ω以下

　１０Ω以下
　１０Ω以下
１００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１１００Ω以下

ＬＨＥ
ＤＥ ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組　１０Ω以下

ＥＰ×２
接地極の規格、数量

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×　連－　組

接地抵抗値
　　　Ω以下
　　　Ω以下

　１０Ω以下

１００Ω以下

　　　Ω以下
　１０Ω以下

　１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

　　　Ω以下

　１０Ω以下
１００Ω以下

１００Ω以下

　１０Ω以下
　１０Ω以下

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○

ＭＤＥ避雷器用（モデム用）

ＡＥＥ
共　同　接　地 ＡＥＥ

ＬＡ
ＬＡ

Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

Ｅ
Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ａｔ
ｔ

Ｌｔ

Ｄｔ

Ｏ
ＬＬ
ＬＨ

Ｓ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ防犯装置用

雷保護用接地
雷保護用接地

Ａ　種　接　地
Ｂ　種　接　地
Ｃ　種　接　地
Ｄ　種　接　地

測定用補助接地極

電話引込口の保安器

拡声増幅器

本配線盤の保安装置
構内交換機（陽極用）

共　同　接　地

避雷器用（高圧用）
避雷器用（低圧用）

表１「接地極一覧表」

　接地極の種別は下記を標準としEBの長さは1,500mmとする。ただし、D=10は1,000mm、W=30は1,200mm

Ｄ
Ｃ

記　　　号

ホ
ン

足場その他●

　　と協議する。

　
検
知
器

ガ
ス
漏
れ

(上端1,900以下)
　　1,500

取付高(mm)測　　点機　　　　　器

(復旧ﾎﾞﾀﾝ付)

(玄関子機)

(多機能ﾄｲﾚ用)

(上限1,900以下)
　　1,500

(上限1,900以下)

　　窓中心

動
　
力

○
○
○

　　　　　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。
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　　　　　　の認定を受けた材料

　　　　　　デヒド発散建築材料

　　　　　　の認定を受けた材料

　　　　　　び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　　　「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第
　　　三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　　　　　散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。
　　　　　　類等は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発

　　　　　　加されていない材料を使用する。

　　　　　　有量が少ない材料を使用する。

　　　　　　区分に応じた材料を使用する。

　　　　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア
　　　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

　　　等の提出を省略することができる。

　　　を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　行う。

別表（　　　　　　　　　　　）

　　　なお、機械設備の部の特記仕様書は（　　／　　）図による。

（以下「標準図」という。）

　　（以下「改修標準仕様書」という。）

（以下「標準仕様書」という。）

　　　仕様書等のうち、●印が付いたものを適用する。

Ⅱ．工事仕様

２．建物概要

天井高×0.9

　1,300床上～中心壁付電話機

注）天井高3,000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員

　　　　④　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣

　　　　③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアル

　　　　②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣

　　　　①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及

　　　　　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添

　　　　　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の
　　　　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

　　　　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

　　　　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２

　　　　②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含

　　　　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、

　　　性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。
（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び

(各1個)

動力設備○

（○○○○の部）特記仕様書による。○仮設工事●

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。●

　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。
　②設計用鉛直地震力

○○
自動火災報知受信機○ 交換機交流無停電電源装置○
直流電源装置

　　一般の施設　　特定の施設

　・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

　０．６
　０．６

　１．０
　１．０

　１．０
　１．０

　１．５
　１．０

　０．６　０．６　１．０ 　０．４
　０．６
　１．０

　１．０
　１．５

　１．０
　１．５

　１．５
　１．５

　１．０
　１．５

　１．５
　２．０

　１．５
　２．０

　２．０
　２．０

水槽類
防振支持の機器

機器
水槽類

防振支持の機器
機器 　１．０　１．０　１．５ 　０．６

及び塔屋
屋上

水槽類
防振支持の機器

機器

機器種別

○
　・重要機器は次のものを示す。

発電装置（防災用）配電盤○

地階・１階

中間階

　１．５　１．５　２．０上層階

一般機器重要機器一般機器重要機器

設計用標準水平震度

　なお、特記なき場合は設計用標準水平震度は次による。
　機器の重量［ｋＮ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階とする。

　１．０

　①設計用水平地震力

他工事との取合い● 施工範囲　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

　　　発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は証明となる資料

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

　　　⑤
　　　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
　　　③　安定的な供給が可能であること。
　　　②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

● 耐　震　施　工

機材の品質等●

適 用 区 分●

表２「機器取付高さ」

建設省告示第１４５５号における区域

地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）
風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　●

●

積雪荷重

風圧力

（２）機械設備工事を本工事に含む場合は、機械設備工事は機械設備の部の特記仕様書を適用する。

●

●

●

　　４　　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和　　年版）

　　４　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和　　年版）

　　４　　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和　　年版）

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記

屋　外
工　　事　　種　　目

庁　舎

電 気 工 作 物 保 安 規 程●

電
　
　
　
話

時
計
拡
声

表
示
等

テ
レ
ビ

火
災
報
知

イ
ン
タ
｜

約1,350床上～中心ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機)
床上～中心 　1,400床上～中心ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(親器)

　　900

機器収容箱(EPS) 床上～中心 　1,500

　　200天井～上端集合保安器箱1,800～2,000

取付高(mm)

　　300
　1,500

　　300

天井高×0.9
天井高×0.9
　1,300

　　150
床上～中心

床上～中心
床上～下端

床上～中心
床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　1,300
　2,300
　1,300

　1,300
　1,300

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

壁付子時計

壁掛形親時計

　　1,500

　　300
　　150
150～200

　1,200

　1,300

情報表示盤
壁付発信機

　500～1,000

　800～1,000
　1,300

　　150

2,100～2,300
2,000～2,500

1,000～1,300

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(一般)
壁付ｱｳﾄﾚｯﾄ(一般)

壁付押ﾎﾞﾀﾝ(一般)
ﾍﾞﾙ,ﾌﾞｻﾞｰ,ﾁｬｲﾑ

壁付形ｽﾋﾟｰｶ
壁付ｱｯﾃﾈｰﾀ

壁付ｱｳﾄﾚｯﾄ(和室)
壁付ｱｳﾄﾚｯﾄ(一般)

端子盤(廊下,室内)
端子盤(EPSなど)

　800～1,500
　800～1,500

　　300
　　150

　800～1,500
　800～1,500

　2,100
　2,300

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～操作部
床上～操作部

床上～操作部
床上～操作部

　　150
　　300床上～上端

天井～上端
　　300床上～上端

副受信機
受　信　機

警報ﾍﾞﾙ
表　示　灯

機器収容箱
発　信　機

　1,500

　　900、400

　1,300

　1,300

　1,100

　1,100

　1,300

液化石油ｶﾞｽ用
都市ｶﾞｽ用(軽質)
都市ｶﾞｽ用(重質)

ﾃﾚﾋﾞ端子(和室)
ﾃﾚﾋﾞ端子(一般)

機器収容箱 　　200天井～上端

誘
導
支
援
等

電
　
　
　
　
　
　
灯

共
通

ｽｲｯﾁ(車椅子用)
床上～中心ｺﾝｾﾝﾄ(車椅子用)

積算用計器

機　　　　　器

床上～中心

台上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

ｺﾝｾﾝﾄ(台上)

ｽｲｯﾁ(和室)

ｽｲｯﾁ(一般)

ｺﾝｾﾝﾄ(一般)

分　電　盤

ｺﾝｾﾝﾄ(和室)

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心
地上～中心ｺﾝｾﾝﾄ(屋外)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ(鏡上)
ﾌﾞﾗｹｯﾄ(踊場)

ｺﾝｾﾝﾄ(機械室)
ｺﾝｾﾝﾄ(車庫)
ｺﾝｾﾝﾄ(厨房)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ(一般)

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

開閉器箱

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ
壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(親機)

呼出しﾎﾞﾀﾝ

制御用ｽｲｯﾁ

壁掛形制御盤

床上～中心

床上～中心廊下表示灯

鏡上端～中心

測　　点
地上～

備考
塔屋地下地上

階 数構 造建物名称

● 電気工事士

　東北地方整備局制定の営繕工事事業用電気工作物保安規程を適用する。

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を

構内配電線路
構内通信線路

拡声設備

電 気 自 動 車 用 充 電 設 備

電灯設備

発電設備

構内交換設備

映像・音響設備

構内情報通信網設備

誘導支援設備

雷保護設備

電力貯蔵設備
受変電設備

電熱設備

駐車場管制設備

火災報知設備

監視カメラ設備

中央監視制御設備

防 犯 ・ 入 退 室 管 理 設 備

テレビ共同受信設備

情報表示設備

あり

なし

範囲：　　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日○

●

○

新設一式

外灯設備を含む○
○

○

備　　考

○

●

○

○

○

○

●

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

１．共通仕様

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

特　　　記　　　事　　　項項　　目章

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

４．指定部分

２．特記仕様

　項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

Ⅰ．工事概要

（七）項

34　m/s

Ⅲ

新設一式



Kudou
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青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所 工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7. 3OseSugimi －
０２工事区分表

青森県　　令和　　年　　月

備考ＥＶＭＥＡ項目

自家発電設備 エレベーター設備

電極棒はＭ

屋内消火栓ポンプ制御盤から消火栓ポンプ

始動装置への電源・信号線の配管配線

機器・電極棒用の電源配管配線

ＡＣＰマルチ形屋内機の電源・アース用
配管配線

ＡＣＰ屋外機と屋内機の渡り電源・

信号・アース用配管配線

注油口内アース端子からの
アース用配管配線

機器と附属操作スイッチの渡り配管配線

配管配線（接地線共）

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り

配管配線（接地線共）
機器附属の制御盤への１次側電源供給

（接地線共）

機器附属の制御盤以降の２次側配管配線

同上杭及び杭頭処理

危険物表示板

給油ボックス　基礎

燃料小出タンク

主燃料タンク用　基礎、外郭工事

屋外トレンチ用　蓋

屋外トレンチ

給油ボックス

通気管

防油堤

燃料小出タンク基礎

主燃料タンク（充填砂共）

トレンチ用　蓋

トレンチ

発電装置　基礎

自家発電装置

電気配管配線

上記以外のユニット型浄化槽本体・

（ルーフドレン、縦樋はＡ、縦樋から集水桝までＭ）

雨水利用設備

土工事含むオイルタンクの外郭、基礎

ピット型の躯体

駐車場・車庫廻りのガソリントラップ

同上杭及び杭頭処理

ハンドホール

くつ洗いの排水金物・排水管

オイルタンク本体（充填砂共）

使用した場合の表面仕上

Ｅ・Ｍ桝で充填用マンホールふたを

雑排水・汚水排水設備

雨水排水設備

配管及び据付等（充填砂共）

ユニット型浄化槽

オイルタンク廻り

廻り

排水・ハンドホール

屋外関係

手元スイッチを含む

レールヒータ用の

Ｍ・Ｅ用含む

のみ
ボード類、塗装

及び連動制御盤から煙感知器までの配管配線
防煙ダンパーと連動制御器までの配管配線

地震感知器の配管配線

煙突の水抜き管（排水管）

電動スクリーン用ボックス

ルーフドレン及びたてどい

笠木の接続
笠木を棟上げ導体とした場合の笠木～

避雷導体の接続

同上用１次配線及び１次・２次配管

電気錠及び扉～枠通電金具及び２次配線

駆動装置が電動のブラインド・排煙オペレー

ター等の１次配線及び１次・２次配管

同上本体・操作スイッチ及び２次配線

１次・２次配管、及び手元電源スイッチ

駆動装置が電動の建具類の１次電源、

感知器連動防火戸のレリーズ用切込み

消火器ボックス

表面仕上が必要な全熱交換機等の表面仕上

同上本体・駆動装置・検出装置（センサー）

壁・天井・床点検口

その他

壁・天井空調用給排気グリル

フリーアクセスフロアコンセント

フリーアクセスフロア給排気グリル

フリーアクセスフロアパネル切込み加工事務室廻り

浴槽排水金物

ベビーシート

コンクリート浴槽

既製浴槽

ユニットバス・シャワーユニット

トイレブース内小物棚

流し台・吊り戸棚・水切り棚・コンロ台

手洗い・洗面器カウンター

水廻り機器

鏡（既製品）

鏡（注文品）

バリアフリートイレ手すり・便器類手すり

排気フード（レンジフード等既製品）

排気フード（標準詳細図によるステンレス製）

ウェザーカバー・ベントキャップ

防風板

外壁ガラリ給排気関係

インサート

吊りボルト及び 設備機器類用

可動間仕切 切込み・補強

各種ボックス類

ボード類の切り込み

下地材の切込み・補強

開口部の墨だし

軽鉄天井・壁下地

仕上関係

厨房用はＭ

洗濯機パン

　　

　

既設埋設配管配線調査（Ｘ線探査含む）

設備室内床排水管

オイルサービスタンクの防油堤

排水溝

フリーアクセスフロア内の防水堤

トラフ・ピット類（ふたを含む）

ＲＣ造各種ピット

同上用マンホール・タラップ

その他

　監視盤又は警報盤までの配管配線工事
　エレベーター制御盤からエレベーター

　監視カメラまでの配管配線工事
　エレベーター制御盤からエレベーター内

　緊急地震速報受信用配管工事

　昇降路頂部煙感知器・熱感知器設備工事

　ピット内点検用コンセント設備工事

（必要な場合、建築工事に支給）

　エレベーターシャフト吊りフック

（必要な場合、建築工事に支給）

　レールブラケット取り付けファスナー

配管・配線工事
　動力計測用電力計から自動制御盤までの

　盤まで）

　

　配管工事（ＭＤＦからエレベーター制御
　エレベーター保守遠隔監視用（電話回線）

（ＡＣ単相　１００Ｖ５０ＨＺ）

一次側電灯用配管配線工事

　館内放送用配管配線工事

　インターホン取付工事

　火災警報用配管配線工事

（ＡＣ３相　２００Ｖ５０ＨＺ）

　

　

　鋼製部材一式

　及び幕板の受け

　まで）※図示された場合
　配線工事（ＭＤＦからエレベーター制御盤

　非常用インターホンまでの配線及び

　接地用配管配線工事（Ｄ種接地）

　機械室天井・昇降路内フック取付

　及びブラケットの受けピース

　レールブラケット支持柱、他昇降路内の

　機械室内換気設備

　ホール押釦・インジケータなどの壁開口

　昇降路がＳ造の場合の中間ビーム

　昇降路の中間ビーム、ブラケット、

　昇降路がＳ造の場合の出入口扉・三方枠

　三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補強

　各階出入口穴あけ・同補強

一次側動力用配管配線工事

　機械室の床配管ピット・蓋

　エレベーター制御盤から

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　ピット点検タラップ

　エレベーター保守遠隔監視用（電話回線）

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　昇降路内ピット防水

　巻上機周囲のチェッカープレート敷

　機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

　機械室の床開口

　機械室・昇降路の躯体

太陽光発電設備架台

太陽光発電設備基礎

防火・防煙区画

の項目も含んでおり、本工事の具体の工事内容を示すものではないことに留意すること。

材料や作業がどの工事に含まれているかを明確にするために共通事項として添付しているものである。よって、本工事の設計図書に記載されていない、工事範囲外

　この工事区分表は、建築工事（Ａ）、電気設備工事（Ｅ）、機械設備工事（Ｍ）、エレベーター工事（ＥＶ）といった施工上密接に関連する各工事において、

備考ＥＶＭＥＡ項目

Ａ　建築工事　　Ｅ　電気設備工事　　Ｍ　機械設備工事　　ＥＶ　エレベーター設備工事区分は○印を適用する ※複数箇所に○印があるものは、各工事を適用する（他工事との取合い等）工事区分表

備考ＥＶＭＥＡ項目備考項目 ＥＶＭＥＡ

開口部

基礎

機器取り付け用アンカー・架台設備機器の基礎

防火・防煙区画予備スリーブの穴埋め

防火・防煙区画

貫通スリーブの補強

貫通スリーブ

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

貫通スリーブ・開口部の墨出し

開口部の型枠・補強

鉄骨貫通鋼管スリーブ

壁・床）の貫通孔・

Ｓ・ＳＲＣ造（梁・

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

貫通スリーブ・開口部の墨出し

開口部の型枠・補強

貫通スリーブの補強

貫通スリーブ
の貫通孔・開口部
ＲＣ造（梁・壁・床）

躯体関係

○○○○（○○）電気設備工事

工事区分表



青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所備考

株式会社 工 藤 金 正 建 築 設 計
R 7.3

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号Kudou Sugimi Ose
図面名称

工事名称

付近見取図・配置図・屋外配線図

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

1：500
Ｅ

板

案内板

看

史跡範囲

大　森　川

駐車場

道路

Ｎ

浄化槽

配　置　図　　　S=1:500

31

31

31

30

30

付近見取図

大森勝山遺跡岩
木
山
環
状
線

五色山聖心寺
北小苑温泉

大森勝山遺跡
案内標柱

交流センター
裾野地区体育文化

裾野中学校

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ大森
草薙ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
すその保育園

裾野小学校
草薙園

大石神社中宮
大石神社

裾野郵便局

山風森神社

工事場所

Ｎ

（休養便益施設）

工事対象建物

リンゴ畑敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

０３

3,
20
0

電力柱

引込柱　14-19-500　根かせ共

W
H
M

ハンドホール
H1-6(R8K-60)

ハンドホール
H1-6(R8K-60)

a

EM-CE38sq-3C　（FEP50）×1
予備配管　（FEP50)×1

EM-CE38sq-3C（FEP50)

予備配管(FEP50)

GL-600（埋設ｼｰﾄ共）

引込柱及びプルボックスへの立上りは

G54・SUSを使用する

配線は下記による

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ　H1-6（R8K-60)

凡 例

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形防水(SUS)　250×250×250
GL＋2,700に取付

a

５００

埋設標識シート
２倍長

配管

３
０

０

６
０

０
１

０
０

ＧＬ

発生土埋戻し

埋設配管参考図

注記　配管経路の斜線部はアスファルト舗装でなので、

　　　アスファルトの撤去及び修復のみ建築工事で行い

　　　その他は土なので電気工事で掘削・埋戻しを行う

引込開閉器盤（屋外用・鋼板製）W H M



Kudou
Ｅ

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所 工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7. 3OseSugimi －
０４単線結線図

ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ　３０ＡＦ／２０Ａ(200V)

予備 100V 予備100V1211

浄化槽ポンプ制御盤

100V

100V

100V

100V 1 2

3

200V 200VBA

EM-CE38sq-3C

中性線欠相保護付

ELB 3P75AF/75A

1Φ3W

4

65

7 8

100V

109

100V

休憩室エアコン 予備

電　灯

休憩室　コンセント

多目的トイレ　コンセント

事務ｽﾍﾟｰｽ・給湯室　コンセント

男子ﾄｲﾚ・物置・ﾌﾞﾛｱｰ庫　コンセント

女子トイレ　コンセント

100V 換気扇100V

1,980VA

520VA

1,200VA

1,100VA

1,100VA

1,200VA

1,100VA

1,000VA

R-N　3,920VA　　N-T　3,500VA　　R-T　1,980VA

計　9,400VA

電灯回路

200VA

100V 予備100V予備

Ｌ－１　電灯盤仕様

　　　　（ホーム分電盤・樹脂製・露出型）

ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　３０ＡＦ／２０Ａ(100V)

２次分岐

MCB
3P100AF/75AT

屋外用・鋼板製

引込開閉器盤

WHM
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Ｅ

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所 工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7. 3OseSugimi 1：50
０５コンセント設備図

平 面 詳 細 図　　S=1:50

ブロアー庫

ｵｽﾄﾒｲﾄ

多目的トイレ

冷

UP

SK

女子トイレ
自販機

休憩室

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ

UP

UP

ﾐﾆｷｯﾁﾝ1050

ポーチ

給湯室

事務ｽﾍﾟｰｽ

物　置

男子トイレ
四阿ｽﾍﾟｰｽ

靴洗い

ｽﾛｰﾌﾟ

カウンター

カ
ウ

ン
タ

ー

2,700 2,500

16,000

2,
00

0
2,

10
0

2,
30

0

6,
40

0

4,
40

0
2,

00
0

6,
40

0

2,700 2,500

16,000

2,1002,300

2,1002,300 4,300 2,100

4,300 2,100

2,
30

0
2,

10
0

A2

L-1

EM-EEF2.0-3C×3(E51）

EM-EEF1.6-3C（E25）

bb

※注記　物置とブロアー庫は露出配管とする

　　　　コンセントは露出金属ボックス取付とする

2EET

2EET

2EET2EET

2E

H:900

2E 2E

2E

H:900

H:900

H:900

2EET

2

3

2EET

2EET
2EET

2EET

2EET 2EET

2EET 2EET
2EET

2EET

2EET

2EET

H:1,000

H:1,000

4
56

a

EM-IE22sq(HIVE16)

ED

以降E-03参照

EM-IE22sq(HIVE16)

EM-CE38sq-3C(HIVE54)

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形防水(SUS)　250×250×250a

特記なき配線は下記による

凡 例

EM-EEF2.0-3C

EM-EEF1.6-3C

電灯盤L-1

2E

2EET

コンセント　2P15AE×2

コンセント　2P15AE×2＋ET

b ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形(錆止め塗装)　200×200×150

4

EM-EEF2.0-3C×3

4 5 6

EM-EEF1.6-3C(E25）

b

※取付位置はプルボックスの
　下方とする
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Ｅ

青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所 工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7. 3OseSugimi －
０６機器姿図

パネル：アクリル（透明）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ

軒下用（防雨型）

３窓用トイレ呼出表示器

Ｄ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ７５

光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

壁直付・天井直付型、片面型

枠：プラスチック（クールホワイトつや消し仕上）

ＬＥＤ標示灯

NNF11930LE1+FK11571J３２００Lｍ 消費電力２０．６ｗLSS9-4-30

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

Ａ１
ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

照明器具 姿図 ※ パナソニック品番は参考とする

消費電力　　５ｗ
Ｂ

１５８５Lｍ 消費電力１１．６ｗLRS1RP-13

軒下用ダウンライト　１５０形 埋込穴φ１５０

ＣＮ

アイホン：CN-3A44/A

1
6
7

5290

電源アダプター 呼出ボタン（引きひも付）

アイホン：PS-1225A アイホン：NBR-7WA

Ｎ

断続ブザー音と表示窓点灯表示方式

３窓

ステンレス材　　質

形　　状

電源電圧

窓　　数

埋込形（ＪＩＳ４個用スイッチボックス）

ＤＣ１２Ｖ（電源アダプタから供給） ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

７５ＶＡ

出力電流

電源電圧

入力容量

出力電圧 ＤＣ１２Ｖ

２．５Ａ

形　　状 据置・壁取付（専用金具）両用

壁埋込型（JIS1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ）

自己消火性樹脂

形　　状

材　　質

難燃性樹脂材　　質

S
1 2

S

1
4
.
2

Φ105

5
9
.
2

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ

親器・8Aタイプ・広角検知形 子器

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ

定格：８Ａ　ＡＣ１００Ｖ

検知後連続動作時間約10秒～30分可変形　明るさセンサ付

定格：５ｍＡ　ＤＣ１２Ｖ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：WTK24818 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：WTK2910K

Ｃ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ

光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

埋込穴φ１５０ダウンライト　１００形

LRS1-08 １０４５Lｍ 消費電力　　７ｗ

Ａ２

Ａ３

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

LSS9-4-37 ４０００Lｍ 消費電力２５．０ｗ

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

LSS9-4-48 ５２００Lｍ 消費電力３１．９ｗ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵

5
9
.
2

1
1
.
2

Φ105 Φ105

1
1
.
2

5
9
.
2

3
S

4
S

子器・換気扇接続端子付

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：WTK29318 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：WTK2604

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ

換気扇連動用

定格：１Ａ　ＡＣ１００Ｖ

Φ105

1
1
.
2

5
9
.
2

検知後連続動作時間約10秒～30分可変形　明るさセンサ付

定格：ＡＣ１００Ｖ　照明　１．２Ａ　換気扇　１Ａ

換気扇100W・検知後換気扇連続動作時間約10秒～30分可変形

208

1
2
0

16
11

1
2
0

70

呼出

備　　考 引きひも式、押ボタン式両用

電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
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青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所 工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7. 3OseSugimi 1：50
０７電灯設備図

平 面 詳 細 図　　S=1:50

ブロアー庫

ｵｽﾄﾒｲﾄ

多目的トイレ

冷

UP

SK

女子トイレ
自販機

休憩室

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ

UP

UP

ﾐﾆｷｯﾁﾝ1050

ポーチ

給湯室

事務ｽﾍﾟｰｽ物　置男子トイレ
四阿ｽﾍﾟｰｽ

靴洗い

ｽﾛｰﾌﾟ

カウンター

カ
ウ

ン
タ

ー

2,700 2,500

16,000

2,
00

0
2,

10
0

2,
30

0

6,
40

0

4,
40

0
2,

00
0

6,
40

0

2,700 2,500

16,000

2,1002,300

2,1002,300 4,300 2,100

4,300 2,100

2,
30

0
2,

10
0

A3
A1

A1

A2

A2

A2

A2

CC

C

3
S

2
S

3
S

1
S

S
1

A3

A3

4
S

B B B B B

L-1

SL SL SL

D

A3 A3

A3A3

A3 A3

1

L-1 電灯盤

S
2 熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ　子機

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ　親機・8Aﾀｲﾌﾟ1
S

ネーム付スイッチ　1P15A

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C×2

EM-EEF1.6-2C＋3C

凡 例

特記なき配線は下記による
熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ用操作ﾕﾆｯﾄ　2回路用SL

EM-EEF1.6-2C（E51）

E
M
-
E
E
F
1
.
6
-
2
C
（

E
2
5
）

EM-EEF1.6-2C（E25）

bb

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ　子機（換気扇連動用）3
S

※注記　物置とブロアー庫は露出配管とする

　　　　照明器具及びスイッチは露出金属ボックス取付とする

b ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形(錆止め塗装)　200×200×150

S
4 熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ　親機（換気扇連動用）

EM-EEF1.6-2C（E25）

b

EM-EEF1.6-2C（E19）
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青森県Ａ１第４９５号

工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所 工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7. 3OseSugimi 1：50
０８機械設備用配線図

平 面 詳 細 図　　S=1:50

ブロアー庫

ｵｽﾄﾒｲﾄ

多目的トイレ

冷

UP

SK

女子トイレ
自販機

休憩室

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ

UP

UP

ﾐﾆｷｯﾁﾝ1050

ポーチ

給湯室

事務ｽﾍﾟｰｽ
物　置男子トイレ

四阿ｽﾍﾟｰｽ

靴洗い

ｽﾛｰﾌﾟ

カウンター

カ
ウ

ン
タ

ー

2,700 2,500

16,000

2,
00

0
2,

10
0

2,
30

0

6,
40

0

4,
40

0
2,

00
0

6,
40

0

2,700 2,500

16,000

2,1002,300

2,1002,300 4,300 2,100

4,300 2,100

2,
30

0
2,

10
0

L-1

EM-EEF1.6-2C(E25）
(照明器具の配管を使用)

EM-EEF1.6-2C（E19）

bb

※注記　物置とブロアー庫は露出配管とする

　コンセント及びスイッチは露出金属ボックス取付とする

　物置のスイッチは照明器具のスイッチと同じ露出金属

　ボックスを使用する

制御盤

H:2,500

AC用
20A

A

8

ﾐﾆｷｯﾁﾝの換気扇へ電源接続
（ｽｲｯﾁはﾐﾆｷｯﾁﾝに有り）

7

1

H:2,300

3
S

4
S

3
S

EM-EEF2.0-3C（E51）

EM-EEF1.6-2C

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ　親機（換気扇連動用）4
S

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形(錆止め塗装)　200×200×150b

S
3 熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ　子機（換気扇連動用）

特記なき配線は下記による

凡 例

EM-EEF2.0-3C

EM-EEF1.6-2C

ﾈｰﾑ付ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ　1P4A

電灯盤L-1

1 コンセント　2P15A×1

コンセント　接地2P20A×1　AC200VAC用
20A

換気扇及びスイッチ等
取付は機械設備工事･結線は電気設備工事

制御盤取付は機械設備工事・結線は電気設備工事

b

EM-EEF1.6-2C（E19）

EM-EEF2.0-3C（E25）

EM-EEF1.6-2C＋1.6-3C
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工　　藤　　金　　正

１級建築士第１５３８７２号

弘前市大字城東北２丁目２の６ ＴＥＬ０１７２（２７）１５５９

一　級　建　築　士　事　務　所 工事名称

図面名称

縮　　尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　認 担　当 製　図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7. 3OseSugimi 1：50
０９トイレ呼出設備図

平 面 詳 細 図　　S=1:50

ブロアー庫
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凡 例

特記なき配線は下記による

EM-AE0.9-2C×3（E19）

bb

※注記　物置のみ露出配管とする

b ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形(錆止め塗装)　200×200×150
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○
Ⅰ　工事概要
１．工事場所
２．建物概要

３．工事種目（●印のついたものが対象工事）
建物別及び屋外 工　　　　事　　　　　種　　　　　別

工事種目 屋　外
○　空気調和設備
○　換気設備
○　排煙設備
○　自動制御設備
○　衛生器具設備
○　給水設備
○　排水設備
○　給湯設備
○　消火設備
○　ガス設備
○

４．指定部分　　　 　無し
○　有り　範囲：　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日

５．設備概要　（●印の付いたものを適用する。）
方　式 設　　　備　　　概　　　要

○全空気方式（○定風量○変風量）○ファンコイルユニット・ダクト併用方式
○電気式　○電子式　○デジタル式
○水道直結方式○高置タンク方式○ポンプ直送方式○直結増圧方式
建物内の汚水と雑排水　便所系統（○合流式○分流式○一部合流式）
放流先　汚　水（○下水道直放流○浄化槽）

雑排水（○下水道直放流○浄化槽）
○局所式　○中央式
○屋内消火栓設備○スプリンクラー設備○泡消火設備○連結送水管

○
○液化石油ガス

Ⅱ　工　事　仕　様
１．共通仕様
（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

いう。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（機
（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

仕様書を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様は（　／　）図，建築工事の特記仕様は

２．特記仕様
　●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

○不活性ガス消火設備　○フード等用簡易自動消火装置

空気調和方式
自動制御方式
給水方式

排水方式

給湯方式
消火設備方式
ガス設備方式

○中央方式
○パッケージユニット・ダクト併用方式（○ＥＨＰ○ＧＨＰ）○個別方式

上記以外系統（○合流式○分流式○一部合流式）

（　／　）図による。

章 項 目 特 記 事 項
○ 建築基準法に基づき定まる風圧及び積雪荷重の算定は次の条件による。

○　風圧力
風速（Ｖｏ＝　　　　ｍ／ｓ）、地表面粗度区分（　　　　　　　　）

○　積雪荷重
建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　　）

○ （１）本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能の他、
通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

（２）別表に機材等名が記載された製造業者等は次の①から⑥すべて事項を
満たす証明となる資料を提出し監督職員の承諾を受ける。ただし、次

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　③安定的な供給が可能であること。
　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
　⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。

の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が発行する
書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料の提出

別　表　（品質及び性能に該当する材料・機材等）

機械設備工事機材承諾図様式集（平成２８年版）によるほか、監督職員の

　２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能

　１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平

鋼製簡易ボイラー
真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

吸収冷温水機

鋳鉄製ボイラー
鋼製ボイラー

遠心冷凍機
チリングユニット
鋼製小型ボイラー

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）
吸収冷温水機ユニット

冷却塔 ユニット形空気調和機
ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット コンパクト形空気調和機
パッケージ形空気調和機 マルチパッケージ形空気調和機 ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機
エアフィルター（パネル形，折込み形，袋形） 自動巻取形エアフィルター
電気集じん機 全熱交換器（回転形，静止形）
遠心送風機（多翼形送風機） 斜流送風機 軸流送風機
消音ボックス付送風機 横形遠心ポンプ 立形遠心ポンプ
水中モーターポンプ（汚水用，雑排水用，汚物用） 風量ユニット（定風量・変風量）
自動制御システム 衛生器具ユニット ＦＲＰ製パネルタンク
密閉形隔膜式膨張タンク（空調用，給湯用）
ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立型，ボルト組立型）

スプリンクラー消火システム
不活性ガス消火システム

泡消火システム ハロゲン化物消火システム 厨房システム
マンホールふた・弁桝ふた

○
指示による。

○
　    成12年法律第100号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本
　    方針（平成31年2月閣議決定）」による特定調達品目の判断の基準を満た

　    を有すると共に、次の①から④までを満たすものとする。
 ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パー
    ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、
    緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな
    い又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの
    放散量」の区分に応じた材料を使用する。
 ② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料
    を使用する。 
 ③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル
    等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
 ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア
    ルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない
    材料を使用したものとする。

　３）設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、｢規制
　    対象外｣とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分｢第三種｣とは次
　    の③又は④に該当する材料を指す。

 ① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルム
    アルデヒド発散建築材料以外の材料
 ② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた
 ③ 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築
 ④ 建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた
    材料

○ ○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作及び取付け）
○熱絶縁施工（保温工事）
○冷凍空気調和機器施工 （チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

○ ○別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。
○本工事で設置する。
　足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づ
　く足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法に
　よる足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置方式又
　は（３）手すり先行専用足場方式により行う。
 ○内部足場（○　　種、○　　種） ○外部足場（○　　種、○　　種）

○ 種別　○Ａ種　○Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管周囲は山砂の類）
○ （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は原則として表示された数値以下
　　　とする。

○ ５０Ｈｚとする。
○ 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護

規格は製造者規格による標準品としてもよい。
○ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて建築設備耐震設計・施工

指針２０１４年版（独立行政法人建築研究所監修）による。
（１）機器の据付及び取付
 設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては
 有効質量）に、地域係数1. 0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。
 地域係数は、昭和５５年建設省告示第１７９３号（最終改正 昭和６２年建設省告示
 第１９１８号）による。

設　計　用　標　準　水　平　震　度
設　置　場　所 特定の施設 一般の施設

重要機器一般機器 重要機器 一般機器
上層階・屋上及び

　２．０　１．５ 　１．５ 　１．０

中間階

１階及び地下階

　２．０　２．０ 　２．０ 　１．５
　２．０　１．５ 　１．５ 　１．０

機　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

機器種別

　１．５　１．０ 　１．０ 　０．６
　１．５　１．５ 　１．５ 　１．０
　１．５　１．０ 　１．０ 　０．６
　１．０　０．６ 　０．６ 　０．４
　１．０　１．０ 　１．０ 　０．６
　１．５　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類
機　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

　　　塔屋

注１）上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０
      ～１２階建の場合は上層３階、１３階以上建の場合は 上層４階とする。
注２）屋外設置機器の耐震は１階及び地下階に準ずる。
 イ）本施設は （○一般の施設　○特定の施設）とする。
 ロ）１００kg以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものを除く）におい
     ても耐震を考慮し、据付又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によ
 ハ）重要機器は次のものを示す。 （水槽類にはオイルタンクを含む。）
○給水機器（　　　　　　　　）　○排水機器（　　　　　　　　）
○換気機器　○空調機器　○熱源機器　○防災機器　○監視制御設備
○危険物貯蔵装置　○火を使用する設備　○避難経路上に設置する機器

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。
○ 各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定報告書を提出する。

○風量調整　　　○水量調整　　　○室内外空気の温湿度の測定
○室内機流及びじんあいの測定　　○騒音測定　　○飲料水の水質の測定

○ 特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。
○ 図示の箇所に施工する、施工方法は下記による。

標準図　施工４　（○（a））　　施工５　（○（ｂ）　　○（ｃ））
○ 図示による。
○ 対象配管系統 ○冷温水　○冷却水　○消火（水用）　○油　○ガス
○ 標準仕様書記載以外の天井吊形、カセット形、天井隠ぺい形の機器の支持は

吊り用ボルトで行い、振れ止めを施したものとする。
○ イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステン

    レス製（ＳＵＳ３０４）とする。
ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。
ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを
    使用する。

○ １)  地中埋設標（図示の位置）　　　　○要　　○不要 

○ 工事区分表による。
○ 屋内露出の保温外装は、合成樹脂カバー２とする。
○ ○保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管（鋼管）、ダクト には塗装を行う。

○ 電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

屋内（調整目標）
　　系統 コンピューター室系統

温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）
夏季 ℃ ％ ４５％
冬季 ℃ ％ ４０％

外気条件 一般系統
温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）

４５％
４５％

○ 取付箇所は図示による。
○ ○別途　○本工事（鋼板厚　　ｍｍ、高さ　　ｍ以上）
○ 板厚は煙道径３００ｍｍ以下は３．２ｍｍ、３００ｍｍを超えるものは　４．５ｍｍとする。

煙道を設置する場合、ばいじん測定口（口径１００φ、タッピング）を設けること。

○ ○アングルフランジ工法　○コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

○ 取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。
○ １）防煙ダンパー　　　復帰方式　遠隔式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする。）

２）ピストンダンパー　復帰方式　遠隔式
○ イ）冷温水管　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

ロ）冷却水管　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）
ハ）蒸気管　（給気管）　○配管用炭素鋼鋼管（黒）
　　　　　　（還管）　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）（Ｓｃｈ４０）
二）油管、油用通気管（一般）　○配管用炭素鋼鋼管（黒）
　　　　　　　　　　（土中）　○ポリエチレン被覆鋼管
ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラー等への補給水管
　　　　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）
へ）空調用排水管　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）
ト）冷媒管　　　　　　　○断熱材被覆銅管（難燃性）

○ ○５Ｋ
ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

○ ○ベローズ形　○スリーブ形
○ 円形指示計とする。
○ 止水コック付とする。　（○　着脱形　　○　固定形）

着脱形の流量指示部（○４０Ａ用　個、○１００Ａ用　個、○２５０Ａ　個）を付属する。
○ イ）内貼を施すチャンバー類の表示寸法は、外形寸法を示す。

ロ）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び
　　ダクト系統で消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設ける。なお、
　　大きさは図示による。
ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバーは雨水の滞留のない
　　ように施工する。

○
ロ）建物内のエア抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の
　　項による。（エア抜き弁以降の配管は除く。）
ハ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編（表２．
　　３．５　ｅ２・（ハ））とし厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、
　　呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。
ニ）還気ダクトの保温　○不要　○要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）
ホ）外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温　○要　○不要
ヘ）排気ダクトは外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）
ト）冷媒管の保温外装
　　　居室露出部　○保温化粧ケース（樹脂製）　○
　　　屋外　　　　○保温化粧ケース（樹脂製）　○

○ 下記の部位に使用するダクトには塗装を行う。
　　　○制気口ボックス内面（居室・便所の見えかかり部）
　　　○図示による。

○ 低圧ダクトとする（高圧１及び高圧２の部位は図示による）。

○ ［○空気調和設備の当該事項に準ずる。］
　○ダクトの区分　○長方形ダクトの工法　○風量測定口　○防煙ダンパー
　○チャンバー　　○塗装　　○スパイラルダクト　　　

○ ○別途　　○本工事
○ アングルフランジ工法とする。

○亜鉛鉄板
○ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）（板厚は衛生器具表空調１の厨房排気ダクトの板厚表による）
イ）材質（天幕とも）　○ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）　○
ロ）フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　○取り付ける　○取り付けない
ハ）フードコック　　　　　　　　　　　　　　　　○取り付ける　○取り付けない

○ イ）厨房系統、浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統のダクトのシールは
　　標準図のＮシール＋Ａシール＋Ｂシールとする。
ロ）水抜き管　　○　要　　　○　不要

○ 空気調和設備の当該事項による他、全熱交換器の給気ダクトの保温を行う。

○ ○亜鉛鉄板　　○普通鋼板（厚１．５㎜以上）
○ ○パネル形　　○スリット形　　○ダンパー形
○ ○電気式（遠隔操作機能　○要　　○不要）
○ 建築設備定期検査業務基準書２０１６年版（（一財）日本建築設備・昇降機

センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

○ ○有り　　　　○無し
○ 中央監視制御装置の構成・機能は別紙による。
　　構成・機能
○ 電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

○ 開閉状態の遠方表示用接点を　○設ける　○設けない。
○ ○　　　　Ｍｐａ　

○ ○洗浄タンク方式　　　○洗浄弁方式（不凍結節水弁付）
○ ○手動式　　　○電気開閉式（○センサー式　　○タッチスイッチ式）

個別感知方式とする。　　　（○小便器一体型　○　　　　　　　　）
○ 固定こま式（節水こま式）とする。
○ 電源供給　　　○ＡＣ１００Ｖ　　○自己発電

手動スイッチ　○要　　　　○不要　
○ ワンハンドカット機能　　○要　　○不要

○ 親メーター　○水道事業所指定品　○直読式　○パルス式　○電文式　○貸与品
子メーター　○水道事業所指定品　○直読式　○パルス式　○電文式　○買取り

○ イ）親メーター用　○水道事業者指定品　○標準図
ロ）子メーター用　○水道事業者指定品　○標準図

○

○ イ）水道直結部分　○１０Ｋ
ロ）その他の部分　○５Ｋ
　　なお、ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。
○化粧ケーシング（○アルミニウム合金製　○合成樹脂製）　○伸縮式　

○ イ）屋内（○一般水栓　○耐寒水栓）　屋外（○耐寒水栓　○一般水栓）
ロ）湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

○
○ イ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ２・（ハ））

　　とし厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。
○ イ）呼び径６０ＳＵ以下　ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

ロ）呼び径７５ＳＵ以上　○溶接接合　○ハウジング形管継手による接合　○フランジ接合

○ イ）屋内汚水配管　○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　○排水用鉛管　
ロ）屋内雑排水管　○配管用炭素鋼鋼管（白）　○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管
　　　　　　　　　　　　　　○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）
ニ）通気管　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）　○
ホ）ポンプアップ排水管（汚水系）　○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（圧送ＭＤ）
　　　　　　　（雑配水・湧水系）　○配管用炭素鋼鋼管（圧送ＭＤ）

○ 図示の位置に取り付ける。
○

○
（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

○ 給水設備の当該事項による。
○ 厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。

イ）呼び径６０ＳＵ以下　ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

○ イ）屋内消火栓配管　一般　○配管用炭素鋼鋼管（白）
　　　　　　　　　　地中　○外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）
ロ）連結送水配管　　一般　○圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）
　　　　　　　　　　地中　○外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０　ＶＳ）

○ ○易操作性１号消火栓　○１号消火栓　○２号消火栓　○広範囲型２号消火栓
○ ○１０Ｋ
○ イ）充水タンクの保温　　　　　　　　　○要　　○不要

ロ）消火配管の保温　　屋内消火栓　　　○要　　○不要
　　　　　　　　　　　スプリンクラー　○要　　○不要
ハ）屋外露出管については給水管に準ずる。

○ イ）一般　　　　○ガス事業者の規定による　○配管用炭素鋼鋼管（白）
ロ）地中埋設部　○ガス事業者の規定による　○ガス用ポリエチレン管
　　　　　　　　○ポリエチレン被覆鋼管

○ ○実測式　○パルス式　○貸与品

○
イ）集合装置　　　○標準図施工７２による　　○○本組
ロ）転倒防止等　　○標準図施工７３　（　○（ａ）　○（ｂ）　）
　　　　　　　　　○容器固定具をＧＬ＋３００に追加設置する。

○ ○有　　　○無
○ ○本工事（図示の箇所に取り付ける）（○分離形　○一体形）○別途工事

外部出力端子　（○有　　○無）
○

を省略することができる。

　    す環境物品等を選択するよう努める。
　    ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断の
　    基準を満たすものとする。

    材料
    材料

      中間階とは地下階及び１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

２)  埋設表示テープ（排水管を除く）  ○要　　○不要

○

　　　　　　　　　○ビニル管（ＲＦ－ＶＰ，衛生器具との接続部分に限る。）

ニ）冷媒管の吊り用支持受け材として保護プレートを、断熱材被覆銅管と吊
    り金物との間に設け、自重による断熱材の食込みを防止する。

建物名称 構　造 階数 建築基準法上の面積 消防法施行令 備　考別表第１の区分
国有財産法上の面積

延べ面積（㎡）地上 地下塔屋 建築面積（㎡） 延べ面積（㎡）建築面積（㎡）

○ 公共建築設備工事標準図　（○施工６２　○施工６３）
台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

適 用 区 分

機 材 の 品 質 等

環 境 へ の 配 慮

機 材 の 承 諾 図

技 能 士 の 適 用

足 場 そ の 他

埋戻し及び盛土

電 源 周 波 数

耐 震 措 置

容 量 等 の 表 示

電 動 機

総合試運転調整

建物導入部配管の変位吸収

溶接部の非破壊検査

支持金物・固定金具

他工事との工事区分

塗 　 　 　 装

弁 等 の サ イ ズ

絶縁継手取付箇所

支 持 及 び 固 定

地 中 埋 設 標 等

保 温 外 装

電 　 線 　 類

設 計 温 湿 度

ば い 煙 濃 度 計

鋼 板 製 煙 道

長方形ダクトの工法

ダ ン パ ー

弁 　 　 　 類

温 　 度 　 計

チ ャ ン バ ー

塗 　 　 　 装

煙 　 　 突

長方形ダクトの区分

風 量 測 定 口

配 管 材 料

鋼管用伸縮管継手

瞬 間 流 量 計

保 　 　 　 温

（煙道径４００ｍｍを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付けること。）

準 拠 事 項

厨房用排気ダクト

多湿箇所の排気ダクト

開放形湯沸器用排気フード

厨房用排気フード

保 　 　 　 温

ダ 　 ク 　 ト

排煙口の開放装置
排 煙 口 の 形 式

排煙風量測定方法

中央監視制御装置

計 装 用 配 線

弁 　 耐 　 圧

大便器洗浄方式

小便器自動洗浄

自 動 水 栓
紙 　 巻 　 器

中央監視制御装置の

電 　 動 　 弁

大便器用洗浄弁

器 具 付 属 水 栓

量 水 器 桝

弁 　 　 　 類

給 　 水 　 栓

保 　 　 　 温

量 水 器

配　管　材　料

不 凍 水 栓 柱

埋 設 深 さ

ステンレス鋼管の
　接合方法

配　管　材　料

台所流し等の排水管
満 水 試 験 継 手

衛生器具と配管接続要領

配　管　材　料

湯沸器の排気筒

ステンレス鋼管の

配　管　材　料

屋内消火栓種別

保 　 　 　 温

弁 　 　 　 類

保 　 　 　 温

屋内消火栓開閉弁

　接合方法

配　管　材　料

ガ ス ボ ン ベ

ガス漏れ警報器

親 メ ー タ ー

バ ル ク タ ン ク

都市ガス（種別，高位発熱量　ＭＪ／ｍ３（Ｎ），低位発熱量　ＭＪ／ｍ３（Ｎ））
供給圧力　　Ｐａ、一般ガス導管事業者名

○引 込 納 付 金 等 ○要　（○本工事　○別途）　　○不要

放 流 納 付 金 等○ ○要　（○本工事　○別途）　　○不要

○雑用水の水質の測定

○スパイラルダクトの工法 低圧ダクトとする。

イ）蒸気還り管の保温不要（屋内露出は除く）

○衛生器具ユニット 別図による。

○子 メ ー タ ー ○実測式　○パルス式　○買取り

○
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○● ○●

○●

○●
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○● ○●

○●

○●

○● ○●

○● ○●
○●

●

○●
○● ○●
○● ○●

○

○
○
○

○

○

○ ○ ○

○ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　　○ 耐熱性塩ビライニング鋼管( SGP- HVA)○

（保温の種別は標準仕様書第２編３．１．５表２．３．５のｈ・（イ）・Ⅸとする）

ロ）呼び径７５ＳＵ以上　○溶接接合　○ハウジング形管継手による接合　○フランジ接合

○

○
○

○●

○●

     らなくてもよい。

34
十二

貸与品　　（○　５０ｋｇ　1本）

○●○図示による。(ガス管)

Ⅲ

●

●

●
●
●

○● ○●

○●

○●

○

○●

○●

○

○●

○●

○
○
○

○

○○●

○

26．０℃
20℃-5. 9

/ /

/ /
/ /
/ /

○

イ）一般敷地内（○．5ｍ以上）　　ロ）敷地内車両道路（○．○ｍ以上）○

●● ●

○

○○● ○○●

埋　設　深　さ

「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下，「標準仕様書」と
械設備工事編）（最新版）」（以下，「標準図」という。）による。

○○●

○○●

令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備　機械設備工事特記仕様書

史跡大森勝山
遺跡休息便益施設整備

鉄筋コン造 102. 4 新築1

○　合併浄化槽設備

●
●

●

○●

○○●

イ）一般配管　○ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　○塩ビライニング鋼管（○ＰＡ　○ＶＢ）

イ）一般敷地内（0. 6ｍ以上）　　ロ）敷地内車両道路（0. 8ｍ以上）

○○●

○ハ）屋外地中汚水、雑排水管　○排水用硬質ポリ塩化ビニル管（RF-VU）

機械設備　特記仕様書 1

○○

○●○●
ロ）土間配管　○ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）　○塩ビライニング鋼管（○　ＶＤ）
　　シンダー内配管　○塩ビライニング鋼管（○ＶＤ）
ハ）屋外地中　○ポリエチレン管　　○水道配水用ポリエチレン管○●

○●●

弘前市大字大森勝山地内

新築

新築

新築

●



配管材料

Kudou

青森県Ａ １ 第４ ９ ５ 号

工　 　 藤　 　 金　 　 正

１ 級建築士第１ ５ ３ ８ ７ ２ 号

弘前市大字城東北２ 丁目２ の６ Ｔ Ｅ Ｌ ０ １ ７ ２ （ ２ ７ ） １ ５ ５ ９

一　 級　 建　 築　 士　 事　 務　 所 工事名称

図面名称

縮　 　 尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　 認 担　 当 製　 図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７ 年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7.  3Sugi mi ki mura
MNON 02

親メーター

工事区分表（他工事との取合い等） 区分は○印を適用する

項　　　　　　　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　　　　考

躯　　体　　関　　係

ＲＣ造（梁・壁・床）
の貫通孔・開口部

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出し

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

Ｓ・ＳＲＣ造（梁
壁・床）の貫通孔

鉄骨貫通鋼管スリーブ

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出し

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

防火・防煙区画

予備スリーブの穴埋め 防火・防煙区画

設備機器の基礎 機器取り付け用アンカー・架台

同上用マンホール・タラップ

ＲＣ造各種ピット

トラフ・ピット類（ふたを含む）その他

フリーアクセスフロア内の防水堤

排水溝

オイルサービスタンクの防油堤

仕　　上　　関　　係

開口部の墨だし

下地材の切込み・補強

ボード類の切り込み

各種ボックス類

切込み・補強可動間仕切

設備機器類用吊りボルト及び
インサート

給排気関係 外壁ガラリ

防風板

ウェザーカバー・ベントキャップ

排気フード（標準詳細図によるステンレス製）

　排　気　フ　ー　ド

多目的便所手すり・便器類手すり

鏡（注文品）

鏡（既製品）

水廻り機器

手洗い・洗面器カウンター

流し台・吊り戸棚・水切り棚・コンロ台

トイレブース内小物棚

ユニットバス・シャワーユニット

既製浴槽

コンクリート浴槽

ベビーシート

浴槽排水金物

洗濯機パン

フリーアクセスフロア給排気グリル

フリーアクセスフロアパネル切込み加工事務室廻り

壁・天井・床点検口

同上本体・駆動装置・検出装置（センサー）

その他

表面仕上が必要な全熱交換機等の表面仕上

消火器ボックス

感知器連動防火戸のレリーズ用切込み

ボード類、塗装
のみ

厨房用はＭ

Ｍ・Ｅ用含む

駆動装置が電動の建具類の１次電源、
１次・２次配管、及び手元電源スイッチ

同上本体・操作スイッチ及び２次配線

ター等の１次配線及び１次・２次配管
駆動装置が電動のブラインド・排煙オペレー

映像音響設備のある室で操作卓にスイッチ
を組み込む電動ブラインド

電気錠及び扉～枠通電金具及び２次配線

同上用１次配線及び１次・２次配管

避雷導体の接続

笠木を棟上げ導体とした場合の笠木～
笠木の接続
ルーフドレン及びたてどい

屋　外　関　係

雨水排水設備

雑排水・汚水排水設備

Ｅ・Ｍ桝で充填用マンホールふたを
使用した場合の表面仕上

オイルタンク本体

くつ洗いの排水金物・排水管

ハンドホール

同上杭及び杭頭処理

駐車場・車庫廻りのガソリントラップ

その他

排水・ハンドホール
廻り

オイルタンク廻り

Ａ　建築工事　　　Ｅ　電気設備工事　　　Ｍ　機械設備工事　　　ＥＶ　エレベーター設備工事

電動スクリーン及びボックス

壁・天井空調給排気グリル

フリーアクセスフロアコンセント

※　複数箇所に○印のあるものは、各工事を適用する

エレベーター関係

設備室内床排水管

煙突の水抜き管（排水管）

地震感知器の配管配線

防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰと連動制御器ままでの配管配線及
び連動制御盤から煙感知器までの配管配線

浄化槽本体（ユニット型）

杭及び杭頭処理

浄化槽廻り

オイルタンクの外郭、基礎

浄化槽本体（現場施工型）

土工事含む

土工事含む

浄化槽（ユニット型）の外郭、基礎

土工事含む

土工事含む

雨水利用設備
（ルーフドレン、縦樋はＡ、縦樋から集水桝までＭ）

　機械室・昇降路の躯体

　機械室の床開口

　機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

　機械室・昇降路内換気設備

　巻上機周囲のチェッカープレート敷

　昇降路内ピット防水・集水桝

　ＥＶ制御盤から監視カメラ用の監視装置まで

　ＥＶ制御盤からＥＶ監視盤又は警報盤まで

　ＥＶ制御盤からインターホンまでの

　ＥＶ制御盤からエレベーター内監視カメラ

　機械室の床配管ピット・蓋

　ピット点検タラップ

　各階出入口穴あけ・同補強

　ホール押釦・インジケータなどの壁開口

　ＥＶ制御盤又はＥＶ監視盤までの保守遠隔

　までの配管・配線工事

　の配管・配線工事

　監視用（電話回線）の配管工事

基礎

　配管・配線工事

　の配管・配線工事

開口部

項　　　　　　　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　　　　考 項　　　　　　　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　　　　考

（厨房等、レンジフード等既製品）

　昇降路がＳ造の時の中間ビーム及び
　ブラケットの受けピース

　昇降路の中間ビーム、ブラケット、レールブラケット
　支持柱、他昇降路内の鋼製部材一式

　昇降路がＳ造の時の出入口扉・三方枠
　及び幕板の固定用鋼材

　三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補強

　出入口扉・三方枠及び幕板

　機械室大梁又は昇降路内にフックの
　取付（フック含む）

　点検用コンセント・煙感知器

　ＥＶ制御盤までの動力・照明用電源、アース、
　防災信号、拡声設備（館内放送用）配管・配線工事

監視カメラ含む

　ＥＶ制御盤からＥＶ監視盤又は警報盤までの
　制御及びインターホンの配管・配線工事

　ＥＶ制御盤又はＥＶ監視盤までの
　緊急地震速受信用の配管工事
　動力計測用電力計から自動制御盤まで
　の配管・配線工事

荷物フック

既設埋設配管配線調査（Ｘ線探査含む）

レールヒータ用の
手元スイッチを含む

軽鉄天井・壁下地

配管材料 イ）一般 ロ）地中埋設部

外面被覆鋼管（SGP-VS）

圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch40） 外面被覆鋼管（STPG-370VS）

屋内消火栓種別 ２号消火栓

広範囲型２号消火栓

屋内消火栓開閉弁 10K

保温 イ）充水タンクの保温

ロ）消火配管の保温

スプリンクラー

ハ）屋外露出管については給水管に準ずる。

○

○

○

○

○

改設

既設 配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch40）

改設

既設

外面被覆鋼管（SGP-VS）

外面被覆鋼管（STPG-370VS）

既設 ○易操作性１号消火栓 ○

改設 ２号消火栓○易操作性１号消火栓 ○ ○

○

既設 有 無 改設 要 不要○ ○ ○ ○

屋内消火栓 既設 有 無 改設 要 不要○ ○ ○ ○

既設 有 無 改設 要 不要○ ○ ○ ○

貸与品

イ）集合装置

ロ）転倒防止等

バルクタンク

ガスボンベ 貸与品　　（

別工事ガス漏れ警報器

外部出力端子　（

埋設深さ イ）一般敷地内（0.0m以上）　ロ）敷地内車両道路（0.0m以上）

子メーター

イ）一般 ロ）地中埋設部

ガス事業者の規定による

改設

既設 配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

ガス事業者の規定による

改設

既設

ガス事業者の規定による

配管用炭素鋼鋼管（白）

ガス用ポリエチレン管

ガス事業者の規定による

○実測式 パルス式○

買取り○実測式 パルス式○

50kg　　本）

標準図施工72による○

標準図施工73（○ （b））（a）○ ○

有 ○

本工事（図示の箇所に取り付ける）（ 分離形 一体形）○ ○ ○

無）○有 ○

システム構成その他

配管材料

量水器

弁類

別図による。

イ）一般配管

ロ）集水管

パルス式

図面に特記なき場合は、JIS又はJV5Kとする。

○

○

○

○
○

既設 改設○ ○

既設 改設○ ○

直読式○ ○

○

熱調理器の熱源 電気

厨房機器類 イ）仕様・性能等は図示による。機器の寸法は概略寸法とする。

ロ）厨房機器据付け要領は、標準図施工74による。

○
○

○

既設 ○

既設 ○

ガス ○

電気ガス ○

ノズル式又は消泡剤式とする。

合成樹脂製パネル（厚さ５ｍｍ以上、文字は彫り込み）を取り付ける。

一定期間定常状態で使用後、放流水質等を記入した測定表を提出する。

３０日分を納入する。

チ）残土処分

ト）水替え（自然水位ＧＬ－ｍ）

へ）山止め

ホ）躯体（現場施工形の場合）

ニ）埋戻し

ハ）根切り

土工事

装置耐荷重 耐荷重はマンホール安全荷重による。

MHD）

マンホール

（○漏電、過負荷、満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。)

標準仕様書による。制御盤

ポンプ 流入用並びに放流用ポンプは各々２台設置し、自動交互異常時同時運転とする。

排気管及び排気かさ 構造上不要な場合は設けない。

放流側

イ）流入管底　設計ＧＬ－　　ｍ流入側

ハ）送風機を２基設置する場合タイマーによる自動交互運転とする。

ロ）送風機にはケーブル（ビニルキャプタイヤケーブル）を約　ｍ付属する。

イ）屋外に設置する送風機はカバー付とし、コンクリート基礎上に固定する。ばっ気槽用送風機

総電気容量 　　　相×　　　　Ｖ×　　　　ｋｗ

設置スペース　約　　　　Ｌ×　　　　Ｗ

現場施工形主要構造

処理方式

流入負荷 汚水量　　　　　-/日　　BOD濃度　　mg/L

処理能力 対象人員　　　　人　BOD濃度　　mg/L　BOD除去率　　％以上

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○ ○

○製造者標準品 ○

○

標準図（機材１） （○MHB MHA○ ○

イ）基礎杭 要　（○ 本工事○ ○別途） ○不要

ロ）基礎コンクリート 要　（○ 本工事○ ○別途） ○不要

本工事○ ○別途

本工事○ ○別途

本工事○ ○別途

要　（○ 本工事○ ○別途） ○不要

要　（○ 本工事○ ○別途） ○不要

○構外搬出 敷き均し○

消
　
火
　
設
　
備

ガ
　
ス
　
設
　
備

雨
水
利
用
設
備

厨
房
機
器
設
備

浄
　
化
　
槽
　
設
　
備

施
　
工
　
要
　
領

○

○

○○○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●
●

●

●

○●

●

●

○○○●

○●

○●

○●

○●

○●

○●

○●

○●

○●
○●

●

●

●
●

○●

●
●

●

●

●

100

15.0 260

260 90

小規模合併処理（告示区分第１の処理方式）

ユニット形（ＦＲＰ製）

合併処理（告示区分第２、第３、第６の処理方式）●

●
3.3 6.8

1 100 1.1

○

消毒剤

水質表示等の提出

フローシート

○ 消泡装置

機械設備　特記仕様書 2

イ）浄化槽本体よりの放流方式　ポンプアップ方式とする。

ロ）浄化槽本体への流入方式（必要な場合はポンプアップ方式とする）

0.95

製造者標準品安全荷重
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大森勝山遺跡岩
木
山
環
状
線

五色山聖心寺
北小苑温泉

大森勝山遺跡
案内標柱

交流センター
裾野地区体育文化

裾野中学校

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ大森
草薙ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
すその保育園

裾野小学校
草薙園

大石神社中宮
大石神社

裾野郵便局

山風森神社

Ｎ

※設計ＧＬ　：　125.40

設計ＧＬからの高低差

青森県Ａ １ 第４ ９ ５ 号

工　 　 藤　 　 金　 　 正

１ 級建築士第１ ５ ３ ８ ７ ２ 号

弘前市大字城東北２ 丁目２ の６ Ｔ Ｅ Ｌ ０ １ ７ ２ （ ２ ７ ） １ ５ ５ ９

一　 級　 建　 築　 士　 事　 務　 所備考

株式会社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号Kudou Sugimi
図面名称

工事名称 令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

1：500kimura 
付近見取図.配置図.凡例 M 03

配　置　図　　　S=1:500

工事場所

名　称 仕様

A

E

記 号

汚水.排水管

通 気 管

給 水 管

電 気 管

エ ア - 管

特記事項

屋外 PP管(水抜栓まで）以降埋設 VD管.隠蔽 VB管

屋外 VU管(桝間). 屋内 VP 管

VP 管

屋外埋設管 HIVP 管.屋内露出管 SGP(白)管

PF管及び浄化槽メ-カ-仕様による

板

案内板

看

史跡範囲

大　森　川

駐車場

道路

Ｎ

浄化槽

リンゴ畑
敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地

境
界

線

±0

-350

-400

±0

3,
23
4.
5

付近見取図

凡 例

工事対象建物

（休養便益施設）

R 7. 3

2.冬季間閉鎖に伴う水抜き対策

3.量水器BOX内の凍結対策(断熱材の充填)

1.各官庁の指示及び指導に従う事



※設計ＧＬ　：　125.40

設計ＧＬからの高低差

青森県Ａ １ 第４ ９ ５ 号

工　 　 藤　 　 金　 　 正

１ 級建築士第１ ５ ３ ８ ７ ２ 号

弘前市大字城東北２ 丁目２ の６ Ｔ Ｅ Ｌ ０ １ ７ ２ （ ２ ７ ） １ ５ ５ ９

一　 級　 建　 築　 士　 事　 務　 所備考

株式会社 工 藤 金 正 建 築 設 計

承　認 担　当 製　図 年月日 縮　　尺 設計番号

図面番号Kudou Sugimi
図面名称

工事名称 令和７年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

板

案
内
板

看

大
　
森
　
川

道
路

敷
地
境
界
線

8,086.1

0 -350

敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

既設給水管 PP 50

既設仕切弁 50

既設管接続 50 x 50

排水桝 450 x 500H(MHD)

-400

V
U
 
1
5
0

VP 50排水桝 450 x 500H(MHD)

駐車場

敷地境界線

良質発生土

山砂

給水管 PP 50

埋設表示シ-ト

v GL v GL

2
50

8
00

15
0

9
50

70
0

給水管布設参考図 1 : 20

* 建物廻りは管上 -600Hとする

kimura 

屋外配管図　　　S=1:200

1：200
M 04

沢放流

V
U
 
1
5
0

VU 150

PP 40

P
P
 
2
0

PP 40 仕切弁 50

量水器　40

PP 50

PP 50

* 地中埋設標

*

*

*

**

*

PP 50

PP 50

* 地中埋設標 x 6箇所

Ｎ

*

屋外配管図及び給水管布設参考図
R 7. 3



Kudou

青森県Ａ １ 第４ ９ ５ 号

工　 　 藤　 　 金　 　 正

１ 級建築士第１ ５ ３ ８ ７ ２ 号

弘前市大字城東北２ 丁目２ の６ Ｔ Ｅ Ｌ ０ １ ７ ２ （ ２ ７ ） １ ５ ５ ９

一　 級　 建　 築　 士　 事　 務　 所 工事名称

図面名称

縮　 　 尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　 認 担　 当 製　 図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７ 年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7.  3Sugi mi
衛生器具表 05M

kimura 

仕様 (TOTO品番） 仕様 (LIXIL品番）

洋風大便器

名  称

洋風大便器

化粧鏡

化粧鏡

CS597BCS.SH596BAYR.TCF6553AK.YH181L

YM6090F

YM4560F

600 x 900 X 5mm.他付属金具共

450 x 600 X 5mm.他付属金具共

同上手すり T112CL10.T112HK7R 樹脂製はね上げ式.樹脂製L型.他付属金具共

1

1

1

1

1相100Vx410W

1相100Vx410W

1

3

建築工事

備考数屋外給湯室男子トイレ女子トイレ

多目的

トイレ

オストメイト
パック UAS81RPB2NW.LTR141x2.電気温水器付 .コンパクトタイプ..側板.他付属金具共

掃除流し SK22A.T23AEQ20

万能ホーム水栓 T200SUN-13C 寒冷地用

建築工事一覧表

ミニキッチン

ベビーシ-ト

べビ-チェアー

水栓.天井扇付属品

衛生器具表

1

1相100Vx600W

3

(1)

(1)

建築工事

建築工事

(1) (1)

(1)

(1)

1

1

2 1

1

1

1

12

1

(車いす対応)

小便器 低リップ式.壁掛型.自動感知式.他付属部品共 2 自己発電式

同上手すり

手洗器

手洗器 LSE870APFRMS

L210C.TLE28SS1A

T112CU22 1

1 1相100Vx10W

2

2

1

3 1相100Vx10W

1

1

掃除口付.床置.腰掛け.温水洗浄方式.音姫付.ステンレス製2連紙巻器

CS20AB.SH30BA.TCF5841P.YH181L BC-220SK.DT-K250N.CW-PC12NECK.KF-67T2L

掃除口付.床置.腰掛け.温水洗浄方式.音姫付.ステンレス製2連紙巻器

KF-920AE70D12J.KF-471EH70JU 樹脂製はね上げ式.樹脂製L型.他付属金具共

BC-P20SUM.DT-PA250UNCHTK.CW-KA32QC.KF-67T2L

低リップ式.壁掛型.自動感知式.他付属部品共

KF-701AEJ

L-132AG.AM-300CV1

L-A74TA2B.A-5303W

.コンパクトタイプ..側板.他付属金具共

PTOM-B210W.PTOM-ESCR.電気温水器付

S-202A.LF-7KEZ-19U

600 x 900 X 5mm.他付属金具共

450 x 600 X 5mm.他付属金具共

KF-6090A

KF-4560A

LF-7R-13U 寒冷地用

小型壁掛形.自動水栓.Sトラップ.床給水.トラップカバ-付.他付属金具共

小型壁掛形.自動水栓.Sトラップ.床給水.他付属金具共

床置.腰掛け. 温水洗浄方式(蓋無し).音姫付.ステンレス製2連紙巻器床置.腰掛け.温水洗浄方式(蓋無し).音姫付.ステンレス製2連紙巻器

U-406RU.OKU-AT131SD

小型壁掛形.自動水栓.Sトラップ.床給水.トラップカバ-付.他付属金具共

小型壁掛形.自動水栓.Sトラップ.床給水.他付属金具共

UFH500.TEA62ADS
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PF管
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F
管

E E

E

ブロアー庫

水抜栓 MT 20 x 600H(B-1)

排水目皿D-50.排水共栓 SNA 50

φ 25

φ 25

φ 25φ 30

φ 25

多目的トイレ女子トイレ 男子トイレ

掃兼ドレン 50

掃兼ドレン 50

+150 +150

-400

±0

A
A

A
A

PAD

100

50 防虫網 100

ドルゴ通気口 50

25.25.30

25.25.30.25

25.25.30

25 25

100 100

VP 50 VP 50

以降配置図参照

排水桝 450 x 500H
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VP 100
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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COA 75
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一　 級　 建　 築　 士　 事　 務　 所 工事名称

図面名称

縮　 　 尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　 認 担　 当 製　 図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７ 年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

Sugi miSugi mi 1： 50
衛生設備　平面詳細図

衛生設備 平面詳細 図　　S=1:50

M
R 7.  3

06

VU 150

V
U
 
1
5
0

量水器.チャッキ弁 40A(BOX共)

仕切弁 40(B-1A)

以降配置図参照

P
P
 
2
0

PP 50PP 40PP 40

水抜栓 MT 20 x 600H(FH 200)
水抜栓 MT 25 x 600H(FH 200)

水抜栓 MT 25 x 600H(FH 200)

水抜栓 MT 25 x 600H(FH 200)
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R 7.  3Sugi mi 1： 50

ブロアー庫

+120

+150

多目的トイレ

冷

UP

SK

女子トイレ

+150

自販機

休憩室

+150

±0

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

UP

UP

+150

ポーチ

給湯室

事務ｽﾍﾟｰｽ

男子トイレ

四阿ｽﾍﾟｰｽ

靴洗い

ｽﾛｰﾌﾟ2
,
0
0
0

2
,
1
0
0

2
,
3
0
0

6
,
4
0
0 カ
ウ

ン
タ

ー

R R

R

R

物　置

カウンター

2,700 2,500

16,000

2,1002,300 4,300 2,100

平 面 詳 細 図　　S=1:50

記 号 名　称 仕様 数 備　考電気消費量

A C 1

E F 1

E F 2

E F 3

E F 4

W C 1 合併式浄化槽

天　井　扇

天　井　扇

天　井　扇

空調機(壁掛型)

R S 1 全熱交換器(ロスナイ)

冷房能力 C : 3.6 KW(～4.3 KW) 暖房能力 H : 4.2 KW(～6.9 KW). ドレンアップメカ.コ-ドレスRSW.室内外渡り配線.配管. 室外機ブラケット式. 1相200Vx 1 休憩室

休憩室11相100Vx 50.5 W

1相100Vx

1相100Vx

1相100Vx

1相100Vx 13 W

1

1

1 屋外

物置

多目的トイレ

換　気　扇 1

2 男女トイレ

ブロア-室26 W

100 mm x 100 m3/h x 30 Pa.天井埋込形.温度交換率 62 %.電気式シャツター. SUS製フ-ド（網付).他付属品共

25 cm x 450 m3/h x 10 SP.格子形.連動式シャツター.引きひも付. SUS製フ-ド（網付).他付属品共

150 mm x 300 m3/h x 60 Pa.プラスチックボディ. 深形SUS製セルフ-ド(網付).他付属部品共

深形SUS製セルフ-ド(網付).他付属部品共

深形SUS製セルフ-ド(網付).他付属部品共

FRP製 100 人槽.20 PPm.流入-自然.放流-ポンプアップ方式. ブロア-ポンプ.法定付属部品共 詳細は別紙図面参照

A C 1 R S 1

ミニキッチンへ接続

E F 1

人感センサ-付

人感センサ-付

排水ポンプ 150W x 2台

ブロア- 400W x 2台 

M空調設備　 平面詳細図. 機器表
ki mura

1
5
0

1
5
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0 1
0
0

9
.
5
2
/
6
.
3
5

9
.
5
2
/
6
.
3
5

9. 52/6. 359. 52/6. 359. 52/6. 35

07

E F 3 E F 4

1,130 W

E F 2E F 2

48 W

16.5 W100 mm x 100 m3/h x 30 Pa.プラスチックボディ.

100 mm x 100 m3/h x 30 Pa.プラスチックボディ.

*電源は1相100V用とする
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M
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33
00

15
0

30
00

15
0

6 8 0 0

6 00 2 8 0 0 2 80 0 6 0 0

50
20

0
29

00

35
00

95
0

40
0

φ
25

00
40

0

1 6 2 0 2 1 80 1 1 8 0 7 80 9 0 0

7 0 6 6 6 0 7 0

1

3

4

ば っ 気 用 ブ ロ ワ に 接 続

循 環 電 磁 弁 (通 電 閉 )に 接 続

逆 洗 電 磁 弁 (通 電 開 )に 接 続

2 排 出 電 磁 弁 (通 電 開 )に 接 続

φ
25

2

φ
25

1

φ
25

φ
25

3 4

φ
30

S  =  1 /5 0

S  =  1 /5 0

S  = 1 / 5 0

S  =  1 /5 0

固 液 分 離 槽 嫌 気 濾 床 槽

担 体 反 応 槽

20
30

68
0

20
00

20
30

固 液 分 離 槽 嫌 気 濾 床 槽 担 体 反 応 槽

担 体 反 応 槽

20
00

担 体 濾 過 槽 排 水
ポ ン プ 槽

消 毒 槽

担 体 濾 過 槽

φ
25

排 水 ポ ン プ 槽

消 毒 槽

支 柱  6-φ 250

流 入 管

φ 150

移 送 管

φ 100

掃 除 口

φ 40

エ ア 逃 が し 消 泡 装 置 循 環 調 整 器 逆 洗 管 薬 剤 筒

排 水 ポ ン プ汚 泥 引 き 出 し 管

　 500x 3 0 0

散 気 管清 掃 孔

□ 150

掃 除 口

φ 100

　 清 掃 孔

500x 30 0

臭 突 口

φ 100

消 泡 装 置

散 気 管 担 体

流 入 管

φ 150

清 掃 孔

500x 3 0 0

清 掃 孔

□ 150

掃 除 口

φ 100

移 送 管

φ 100

消 泡 装 置エ ア 逃 が し

散 気 管担 体

循 環 調 整 器

汚 泥 引 き 出 し 管

　 500x 3 0 0

薬 剤 筒担 体

逆 洗 管

型　　式

認定番号

適合認定番号

処理対象人員

日平均汚水量

流入水水質

流出水水質

槽　　　　名 有効容量 (m3)

固液分離槽 6.19

嫌気濾床槽 9.22

担体反応槽 4.92

担体濾過槽 2.82

消毒槽 0.45

排水ポンプ槽 1.48

PP製

FRP製蓋

枠

備 考

1500K (安全荷重 15kN)種  類

点検蓋（丸型）点検蓋（角型）

SS鋼鈑製 

(溶融亜鉛メッキ)

SUS製ボルトロック付

スラブ平面図

平面図

A

B

A

B

φ 600 φ 600 φ 6006 0 0 x 6 0 0 60 0 x 6 0 0 6 0 0 x6 0 0
点 検 蓋 点 検 蓋 点 検 蓋点 検 蓋 点 検 蓋 点 検 蓋

放 流 管

φ 50

Ａ－Ａ断面図

20
0

29
00

35
00

20
0

50
15

0

Ｂ－Ｂ断面図

20
0

15
0

設計仕様

BOD  260 mg/L

BOD   20 mg/L

     100 人

      15 m3/日

品　　名 台数 仕　　　　　　様

ばっ気用ブロワ 2

排水ポンプ 2

ブロワメイン管はφ30とし、ブロワ設置場所によってはさらに大きくなる場合がある。

432

GV GV

CV CV

1

2

3

仕切弁

逆止弁

電磁弁

ユニオン

嫌気濾床槽に接続

ばっ気用
 ブロワ

ばっ気用
 ブロワ

担体濾過槽（循環）に接続

ばっ気型スクリーン及び
担体反応槽に接続

ブロワ周り配管要領図（参考）

φ
25

φ
25

φ
25

通
電

開

通
電

閉

通
電

開

4 担体濾過槽（逆洗）に接続
1

※地上部配管は鋼管とする。

20 A ×   300 L /分  × 0.02 MPa ×   400 W

40 A ×   110 L /分  × 4.0  m   ×   150 W

φ
25

φ
30

開口の表示は内径寸法とする。[注 記]

ベースと架台の間に隙間があるときはスペーサを入れるかモルタルを充填すること。

ブロワの設置距離により各空気配管口径は大きくなる場合がある。

全高は外寸とする。

左右2ヶ所ある送気口（逆洗用配管）のうち、使用しない方は必ずキャップをのり付けすること。

HC-251S

32PN2.15S

* 参考図面* 基礎及び土工事全般は建築工事

合併浄化槽設備　平面図.断面図.仕様書等

GV

CV
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6 8 0 0

6 0 0 2 80 0 2 8 0 0 6 00
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00
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6 8 0 0
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0
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0
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0
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支
柱

ピ
ッ

チ
寸

法

ア
ン

カ
ー

寸
法

仮
想

梁
寸

法

仮
想

梁
寸

法

S  =  1 / 60

S  =  1 / 60

S  =  1 / 60

30
0

20
0

50

15
0

1 00

ア ン カ ー 位 置 浮 上 防 止 バ ン ド

支 柱  6-φ 250

 D 1 6  

名      称

有筋コンクリート

捨コンクリート

鉄    筋

地    業

仕      様

SD 295A

砂  利 地 業

40
d

40
d

40d 開口巾 40d

40
d

40
d

40d 開口巾 40d

2-D13

2-D13
2-D13

2-D13

15
0

50
20

0
29

00
20

0

35
00

500 2300 500

500 2300 500

C

φ
25

0

ヨコ  D13-200@

ヨコ D13-200@

ヨコ D13-200@

ヨコ D13-200@

主筋 4-D13

フープ D10-200@

配筋断面図（短辺）

アンカ－取付図

断面図

床伏図

基礎伏図

FB

FB

FS

C

B

S

B

開口補強筋図

共通事項

FC 21 N/mm2

FC 18 N/mm2

タテ　上端筋

タテ　上端筋

タテ　下端筋

タテ　下端筋

6-D13

6-D13

6-D13

6-D13

D13 - 200@

D13 - 200@

D13 - 200@

D13 - 200@

6-D13

6-D13

6-D13

6-D13

B S B

FBFSFB
S =  1 / N T S

S : 1/60

* 参考図面* 基礎及び土工事全般は建築工事

合併浄化槽設備　平面図.断面図.躯体図



Kudou
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工　 　 藤　 　 金　 　 正

１ 級建築士第１ ５ ３ ８ ７ ２ 号

弘前市大字城東北２ 丁目２ の６ Ｔ Ｅ Ｌ ０ １ ７ ２ （ ２ ７ ） １ ５ ５ ９

一　 級　 建　 築　 士　 事　 務　 所 工事名称

図面名称

縮　 　 尺 設計番号

図面番号

備考

株式会社

承　 認 担　 当 製　 図 年月日

工 藤 金 正 建 築 設 計
令和７ 年度史跡大森勝山遺跡休息便益施設整備工事

R 7.  3Sugi mi
M

kimura 
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ED D種接地極

記 号

排水ポンプ槽フロートスイッチ

No.1 ばっ気用ブロワ

M 6

M 5

M 1

全ての電線管はHIVE又は，PF管とする。

ケーブル及び電線管は制御盤までの距離により変更することがある。

No.1 排水ポンプ

No.2 排水ポンプ

FS

SV 1

SV 2

SV 3

排出  電磁弁

逆洗 電磁弁

[注 記]

D種接地極は一次側にて接地する場合は不要とする。

循環 電磁弁

No.2 ばっ気用ブロワM 2

M
6

PB

F S
M
5

S  =  1 / 5 0

E D

制 御 盤

M
1

SV
3

S V
2

M
2

S V
1

32
A

φ
30

3 2 A

制 御 盤25
A

25
A

25
A

2 0 A2 0 A

10
00

2 3 00

35 03 7 53 7 5

78
0

20
0

φ
25

φ
25

φ
25

2 3 00

20
0

80
0

54
0

ば っ 気 用 ブ ロ ワ逆 洗 電 磁 弁

(通 電 ： 開 )

排 出 電 磁 弁

(通 電 ： 開 )

循 環 電 磁 弁

(通 電 ： 閉 )

制 御 盤

ば っ 気 用 ブ ロ ワ

排 出 電 磁 弁

(通 電 ： 開 )

循 環 電 磁 弁

(通 電 ： 閉 )

逆 洗 電 磁 弁

(通 電 ： 開 )

動力配線図
ブロワまわり配管参考図建築物

浄化槽
平 面 図

正 面 図

容 量 電線管電線.ケーブル

  ×　3

400  W

400  W

150  W

150  W

機  器 名  称

CV    2□ -3C

CVV   2□ -3C

CVV   2□ -3C

CVV   2□ -3C

CVV   2□ -3C

IV    2.0

CV    2□ -3C

CV    2□ -3C

CV    2□ -3C

150× 150× 100

PB (VE)

22

28

22

22

22

22

16

22

S  =  1 / 2 0 ※ 地 上 配 管 は 鋼 管 と す る 。

合併浄化槽設備　電気配管図及びブロア-ポンプ系統図
NON

* 参考図面* 基礎は建築工事
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図面名称

縮　 　 尺 設計番号
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1 2 3 4 5

1 2 3 4

ばっ気用ブロワ

メインユニット

NC

BZ
SV

1

SV1

N10

SV

2

SV2

SV

3

SV3
RC

1 2 3

CN1

1 2 3 4 6 1 2 3 4 5

CN2

52-652-5

HP-

LWL

HP-

HWL

HP-

AWL

L3H3A3

S=1/10

正  面 図 側 面 図

1 2

J1

1 2

J2

5

6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 9

2 11 2 1 22 3

1 53

24V 0V

0V24V

2 3 1

52-252-1

3 4 1 2 1 2 3 4

BR BN B1
有電圧 無電圧

R10

パワーサプライ

警報 電磁弁

排水ポンプ

1E61E5

4321321

5

6
7 8 94

1

2 3 10 1

2

3

4

[電源]ランプ

[漏電]ランプ

[過負荷]ランプ

時刻・パラメータ表示部

6

7

8

9

メイン

[UP]ボタン

[DOWN]ボタン

[確定]ボタン

[設定確認]ボタン

5

10 [ブザー停止]ランプ・ボタン

[戻る]ボタン

1

2

3

ばっ気用ブロワ

[自動/手動]ランプ・ボタン

[入/切]ランプ・ボタン(No.1)

[入 /切]ランプ・ボタン(No.2)

1

2

3

電磁弁

[自動/手動]ランプ・ボタン

[手動]ボタン 排出工程ランプ

4

[手動]ボタン 移送工程ランプ

[手動]ボタン 逆洗工程ランプ

1 2 3

4

5

6

排水ポンプ

[満水　(AWL)]ランプ

[高水位(HWL)]ランプ

[自動/手動]ランプ・ボタン

[入/切]ランプ・ボタン(No.1)

[入 /切]ランプ・ボタン(No.2)

[低水位(LWL)]ランプ

NC

RC

ポンプユニット

8

24V 0V

J1 J2

J3

ばっ気用ブロワ 電磁弁

CN2CN1
CN5 CN6 CN3 CN7 CN4

CN5

J3

B2

C3

0V 24V

1 4

1

2

3

4

5

6

J3

排水ポンプ

ELCB

-6

ELCB

-5

200350

60
0

20
0

80
0

A5 A6A1
本体

扉

取付板

1.6mm  SPCC

5Y7/1(ベージュ系）塗装色

1.6mm  SPCC

1.6mm  SPCC

架台 2.3mm  SPCC

N10 N10 N10

1E21E1

排出電磁弁[SV1] - 通電開

散気電磁弁[SV2] - 通電閉

逆洗電磁弁[SV3] - 通電開

開始時刻 -

排出工程 -

移送工程 -

2時

1分間逆洗工程 -

5分間

15分間

ELCB

-10

ばっ気用ブロワ

1E1

52-1

1E2

52-2

A

1

A

5

A

6

ELCB-6

RN

電磁弁電源

RN-10

M2

No.2

M1

W

No.1

排水ポンプ

1E5

52-5

1E6

No.2

52-6

M5 M6

No.1

ELCB-5ELCB-1

2P 2P

ELCB-10

30/15AT

操作電源

RN-C

2P

MCCB-20

30/6AT

A

2

ELCB-2

10A

30/15AT

400

10A

30/15AT

5A

30/15AT

5A

30/15AT

2P 2P 2P

UV-2UV-1 UV-6UV-5

400

W

150

W

150

W

ELCB

-1

ELCB

-2

[注記]ばっ気用ブロワは2台同時運転とする。

単線系統図 操作回路図

操作パネル図

函 体 仕 様

函体寸法図

1φ  2W 100V 50Hz

合併浄化槽設備　電気設備　系統図 NON

* 参考図面




